
        
            
                
            
        

    

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺たちは魔王ハクオウを倒し、イヴを魔王にすることに成功した。

　だが、気が緩んだ一瞬の隙を突かれて【砲】の勇者ブレットに魔王の心臓である【賢者の石】を奪われてしまっている。

【賢者の石】とは術者の魔力を爆発的に高める使い捨ての魔道具。

　その力は凄すさまじく、俺が使えば世界そのものを【回復ヒール】して、時間を巻き戻すことすら可能だ。

　それがあったからこそ、人生をやり直せた。

　なんとしても【賢者の石】を手に入れて、失敗したときにやり直すための保険にするはずだった。

「だと言うのに」

【砲】の勇者ブレット、俺から宝を奪いとっていくなんていい度胸だ。

　奴やつの罪はそれだけじゃない。鉄猪族を殺した。

　奴は俺の宝を奪い、友を殺したのだ。

　絶対に許さない。容赦なく、残酷に復ふく讐しゆうしてやる。

　改めて、俺はそう誓っていた。

「ケヤルガってば、また怖い顔をしてるよ」

「すまない、ちょっと考え事をしていたんだ」

　今は魔王城にある魔王の間にイヴと二人でいた。

　すでに魔王ハクオウとの戦いから丸二日が経たっている。

　その二日のうち、一日は処刑されるはずだった星兎族の長おさを救い、スカウトするのに使った。

　彼は信用できるし、能力がある。

　俺の不在時にイヴを助けてくれるはずだ。

「もう。私には働かせて、一人で考え事なんて！」

「すまない。気を付ける……あとどれぐらい、あれの手配に時間がかかりそうだ？」

　早急にジオラル王国へと向かうことが必要であり、一分一秒を争う事態に、まだ魔王城に留とどまっているのには理由がある。

　俺がまだ魔王城に留まっているのはジオラル王国へ向かう足を確保するためだ。ここからジオラル王国までは距離がありすぎる。

　ラプトルを全力で走らせても、ジオラル王国までは半月以上かかるだろう。

　それは許容できない。

　ここで数日潰つぶしてでも、結果的に早く到着できる。

　俺にはその秘策があった。

「さっきの報告によると、あと二、三時間ってところだよ」

「よくやった。あれの速さならブレットよりも早くジオラル城にたどり着ける」

　ジオラル王に【賢者の石】を渡すわけにはいかない。【砲】の勇者ブレットがジオラル王国に帰還する前にジオラル城を強襲し、ジオラル王を殺害、さらには禁呪の儀式装置を破壊するつもりだ。

　そして、待ち伏せをして、ブレットが戻ってきたところを仕留める。

　普通の方法では先回りはおろか、追いつくことすら不可能だろう。

　ブレットは諜ちよう報ほう部隊を率いていただけあって、機動力の重要性を理解しており、考えうる最速の手段でジオラル王国に戻るからだ。

「竜に乗る機会があるなんて思わなかったよ」

「私も乗りたかったな」

　だが、こちらは魔物の力を借りることができる。竜騎士という兵科が魔王軍にはあった。

　竜を足にすることで、圧倒的な速さを得る。

　竜に乗って空を飛べば、一日で人と魔族が共存するブラニッカまでたどり着き、その翌日にはラナリッタ、三日後にはジオラル王国にたどり着くなんて芸当もできる。

　そのために、イヴに魔王権限で竜騎士たちを手配させていた。

「魔族たちの掌握はうまくいっているのか」

「だいぶね。最初に戻ってきた人たちが司令官クラスばっかりで助かったよ」

　魔王はすべての魔族、魔物たちに対して絶対順守の命令ができる。

　その力でイヴは敵の司令官に自分を主あるじと認めさせて忠誠を誓わせつつ、支配できていない要職についている魔族たちを呼び出すように命じている。

　こうすることで、徐々に実権を掌握しつつある。

　もっとも、すべての魔族たちが素直に召集に応じているわけではない。

　命令を無視して、遠くへ逃げたものも多い。

　……イヴの魔王としての力はあくまでイヴ本人の圧倒的な強さと、絶対順守の命令ができるという二つだけ。

　イヴの立ち位置は非常に不安定だ。

　今はその不安定な足場を少しでも固めるために、イヴ本人と、迫害されていた種族たちが動いている。

「他のみんなはどうしてるの？」

　みんなというのは、セツナたちのことだろう。

「セツナたちは適当に空いてる部屋で休ませている。魔王戦でだいぶ消耗していたからな」

【回復ヒール】により傷を癒やし、体力回復ポーションを与えているものの、高価で入手難易度が高い魔力回復ポーションは温存している。

　ただ、精神の疲労は魔術や薬ではどうしようもないため、セツナたちは休ませて体調を整えさせている。

「ケヤルガだって疲れてるでしょ。私が気を失っていた間もいろいろと動いてくれてたって聞いたよ。私が目を覚ましてからもずっと手伝ってくれてるよね。魔王ハクオウとの戦いでもかなり無む茶ちやしてたし、休まなくて大丈夫なの？」

「大丈夫だ。鍛え方が違う」

　疲れてはいるが我慢できないほどではない。

　イヴが魔王になったばかりで危険なタイミングだ。それだけでなく、イヴは隣に誰かいないと不安なはずだ。

　せめて、魔王城を出るまでは傍そばにいて守り抜いてやりたい。だから、多少無理をしている。

「ねえ、やっぱり私もジオラル王国に行っちゃダメかな。魔王になってすっごく強くなったから今までよりずっと役に立つよ」

「駄目だ。今は、一秒でも早く地盤を固めるべきだ」

　今回、ジオラル王国へはイヴを除いたメンバーで行く。

　それにはいくつか理由がある。

　イヴは魔王になったばかりだ。

　この時期に城を離れるわけにはいかない。

　少しでも多くの魔族を支配しなければならないし、新しい魔王の統治の在り方を定め、示さないといけない。初動で失敗すれば取り返すのは非常に難しい。

　イヴは魔王としての業務に全力を注ぐべきだ。

「わかったよ。……絶対に帰ってきてね。人間の国に行って、そのまま戻って来ないなんて絶対嫌だから」

「約束するさ。絶対戻って来る。だから、イヴはイヴの仕事をしろ」

「うん、がんばる。ケヤルガが戻って来る頃には、ばっちり魔王領を治めてるから！」

　いい返事だ。

　いくつか、イヴにアドバイスをしていると、魔王の間に次々と魔族が入ってくる。

　迫害されていた種族たちが集まる集落、そこでリーダーシップを取っていたものたちと本国にいた各種族の長おさたちだ。

　一団の中には各地に散っていた黒こく翼よく族たちもいる。

　俺が救った星兎族の長、キャロルが変装して紛れこんでおり、目線を送ってきたので頷うなずく。

　星兎族は裏切りもので、本来はここには参加できない。だから、俺の【改良ヒール】で戦死したとある族長の姿に変わり、ここにいる。

　その立場でイヴを助けてくれる。

「みんなお疲れ様」

　イヴの挨拶を受けて、全員が膝をつく。

　これからは、迫害されていた種族の長たちが実質的に魔王領を治めていく。

　イヴは頭がいいし、それなりの教育も受けている。

　だが、経験が足りない。

　統治については彼らが中心となった会議で決めていくことになる。

　各種族の長だけあって、経験豊富だし頭の回転も速い。中には先々代の魔王に仕えていた者もいる。

　彼らが玉座の前で、膝をついたままイヴに報告をする。

　魔王であるイヴは会議には参加せずに、彼らが検討した結果の報告を受け、最終的な判断をする。

　彼女は検討結果を一つ一つ聞いてから頷き、了承と伝えた。

　その後は現状の説明を受けてその場は解散となり、一団は去っていく。

　扉が閉まってから、イヴは大きく息を吐いた。

「ふう、やっぱり緊張するよ。私に頭下げてるの、私よりずっと頭が良くてえらかった人たちだもん」

「忠告しておくが、ちゃんと自分の頭で考えてから了承しろよ。少しでも気を抜いたら、おまえはただの傀かい儡らいになって好き勝手される」

「うう、でも、好き勝手されても頭のいい人たちが必死に考えた結果だよ？　私が考えるよりいい結果がでるはずだよ」

　お花畑な答えだ。

　前提条件を間違えている。

「それは全員の目標が揃そろっているときだけだな。イヴの目標は、『迫害されていた種族を助けて、あとは平和な世界を作りたい』だろ？　だがな、断言してもいいが奴らの目標は、『自分の種族だけが繁栄し、今まで馬鹿にしていた連中から徹底的に搾取したい』だ。賭けてもいい」

　元からそういう懸念はしていたが、実際にイヴが魔王になったと聞きつけて魔王城にとんできた彼らの様子を見て確信に変わった。

　幸い、その目的を果たすためには魔王イヴによる支配体制を整えないとどうしようもないことを奴らもわかっている。

　だから、今のところは問題ない。むしろよくやってくれている。

　しかし、支配体制が安定し始めれば、すぐに自らの目的を叶かなえるために動き始めるだろう。

　……星兎族のキャロルには中からその様子を探り、流れをイヴに有利なように変えてもらうように頼んでいる。

　その存在はイヴにも秘密だ。

　イヴは腹芸が苦手であり、知っていれば仕草にでてしまい、老ろう獪かいな各種族の長たちに気づかれる。

　なにより、こういう駒はその存在を知るものが少ないほど効果的だ。

「わかった、気をつけておくね。……私たちを迫害した連中に仕返ししたいって気持ちはわかるけど、そしたらあいつらと一緒になっちゃうし、今度は私が優遇した種族が他の種族に恨まれて同じことの繰り返しになるもんね。私はそれを止める。そういうのは私が魔王の間は全部禁止」

「そうか、イヴは偉いな」

「べっ、別にえらくなんてないよ。えへっ。というか、子供扱いしないで！」

　俺にはできなかった選択だ。

　俺と違うからといってバカにするつもりはない、そういう選択は尊いとすら思える。これはイヴの優しさと強さだ。

　むしろ、俺が復ふく讐しゆうをするのは俺の弱さによるものだと思っている。……ただ、俺は復讐を選ばざるを得なかっただけなのだ。

　じゃないと頭がどうかしそうだった。

　昔読んだ小説の中に、「復讐はむなしい、たとえ完遂したとしても何も残らない」と書いてあった。

　俺はそうは思わない。

　そうしなければ一生、怒りに身を焼かれ、涙は涸かれず、生きた屍しかばねになる。

　そんな使命感とは別に、好きでやっている部分もある。

　確かに復讐を果たしても形に残るものは得られないだろうが、憎い連中を踏みにじり、すべてを奪い、命乞いさせる。その瞬間の快楽は想像を絶する。

　復讐はどんな酒も女も比較にならないほど気持ちいい。

　この最高の快楽を味わえる。それだけで復讐する意味は十分だ。これ以上の娯楽は存在しない。

　俺を苦しめた者、俺を虐げた者、俺から奪った者は俺に快楽を提供するための使い捨ての玩具おもちやだ。

「あとな、イヴの権限でこの書類を通しておいてくれ」

「これ、何かな？　えっと、私の護衛とそれから王都への移民の許可で、護衛がラピスで移民者は星兎って、これ何」

「ラピスは友達だろう？　あのままあそこに置いておけば、裏切りものとして生き地獄だ。だから、助けてやってほしい。知らない仲じゃないしな。それに、ラピスはああ見えて腕が立つ」

　病気で倒れていたから当時は気付かなかったが、ラピスは極めて優秀であり、病気になる前には英才教育を受けていた。

　強さは申し分なく、魔王に仕えるものに必要な教養も併せ持つ。

　それに女性というのがいい。

　常に側そばに控えるものは女性でないと何かと不便だ。

「いいけど、怒られないかな、星兎族を特別扱いして」

「星兎族の罪は、族長のキャロルを処刑したことで償われた。ラピスの採用は能力によるもの、星兎の移民の許可は偽情報を流した功績と、ラピスへの報酬の一部だよ。あの子は、自分以上に民を救いたいと思っている。……まあ、これは建て前だ。俺はあの子を助けてあげたいし、イヴだってそう思っているだろう？」

　イヴがじっと俺を見る。

　それから頷いた。

「うん、私もラピスを助けてあげたい。この書類、絶対に許可をもらうよ」

　あえて言わなかったが、これは名前と姿を捨ててまで、イヴのために尽くす星兎族長キャロルへの報酬でもある。

　イヴだけだと、この案を通そうとしたときの反発を抑えきれないだろうが、キャロルがいれば１００％通る。

　それも全員を納得させた上でだ。

　これを通すことで、キャロルとラピス、二人の優秀な人材の忠誠心が買えるのだから安いものだ。

　これで、出かける前に必要な仕事は終わった。

　あとは竜の準備ができればすぐにでも出発できるんだが……。

「魔王イヴ様、入ります」

　魔王の間に新たな来客だ。

　騎士甲かつ冑ちゆうを着たリザードマンだ。

「ご要望通り最高の飛竜を二頭準備しました。体力、速力共に、これ以上の飛竜は存在しません」

「ありがとう。すぐに飛べるように準備しておいて」

「はっ、かしこまりました」

　ようやく、望みのものが来た。

　さて、セツナたちを呼んで来よう。

　これで出発できる。

　今日中にブラニッカまでたどり着き、明日にはラナリッタ。

　そしてその次の日にはいよいよジオラル城に乗り込む。

　魔王の間を立ち去ろうとしたときだった。

　袖を引かれ振り向くと、イヴが口づけをしてきた。

「私は助けてもらってばっかりで、まだお礼してないよね。ケヤルガにはたくさんたくさんお礼をしたい。だから絶対帰ってきてね。待ってるから！」

　潤んだ目で顔を赤くして、イヴはそう言ってくる。

　魔王になっても、イヴはイヴのまま変わらない。

　そして、これからもそうあってほしいと思う。

「楽しみにしている。礼と言うならそうだな、もう一つ追加で仕事を頼もうか。帰る前に魔王直属討伐部隊……みたいなものを作っておいてくれ。その隊長に俺を任命してほしい。立場があるといろいろと便利だ」

「うん、そういうの作っとくね。……ケヤルガに権力を渡すとすごいことになっちゃいそう。でも、いいか。ケヤルガは私には優しいもん」

「まあな。俺がほしいのはめんどくさい手続きをせずに害虫を粛清できる特権職だ。俺の偏見でどんどん邪魔な奴やつを消していく。もちろんイヴのためにな」

「……なんかもうめちゃくちゃな未来しか想像できない」

　俺とイヴは笑い合う。

　ブレットを倒せば俺の復讐は終わる。

　その後は、イヴと一緒に平和な日々を送るのも悪くはない。

　たぶん、しばらくは血なまぐさい生活になるだろう。

　政権が替わるというのはそういうことだ。

　だけど、その果てには優しい日常が待っている。

　優しい日常の中でイヴやセツナたちと暮らしていく日々は魅力的だ。

　イヴと別れ、セツナたちの待つ部屋へ向かいながら、そんな未来に思いを馳はせていた。
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　イヴを除いたパーティの面々と共に魔王城の巨大庭園に来ていた。

　巨大庭園に緑の飛竜たちが二頭寝そべっている。

　体長は六メートルほど。

　これが、竜騎士隊が誇る飛竜、テンペスト・ワイバーン。

　風を操る能力を持ち、高速飛行しつつ、自らを風のベールでつつむことで空気抵抗を極限まで削る。

　おかげで速度がさらに増すだけでなく、乗り手は空気抵抗を感じず乗り心地が良く快適という、輸送には最適の魔物だ。

　これなら、ブレットたちを確実に追い抜ける。

　この世界に存在するどんな移動手段も竜の速度には敵かなわない。

　そんな竜の傍かたわらには赤い肌の竜人が二人いる。

　おそらく彼らが竜騎士なのだろう。

「魔王イヴ様の命令にて参上しました。私は紅竜族の戦士。名をヨナイと申します」

「同じく紅竜族の戦士、イナバでございます」

　赤い肌の竜人二人はその場で膝をつき礼をする。

　人間サイズではあるが、頭は完全に竜のもので迫力がある。

　魔王の命令は絶対だ。こうして、人間を乗せて飛ぶという命令にも従ってくれる。

【翡翠眼】で彼らを見る。

　そうすることで彼らの実力を見抜き、同時に異変に気づいた。

「これは丁寧に。俺は【癒】の勇者ケヤルガだ。イナバ、その右肩はろくに上がらないだろ。不便じゃないのか？」

　竜人のうち、より強面こわもてのイナバに話しかける。

「よく気付かれましたね。以前、大おお怪け我がをして、怪我が治ったあとも上がらなくなってしまいましてね。不便ではありますが竜の操縦には問題ありません。安心してください」

「そういう意味で聞いたわけじゃないさ。俺は回復術士。治そうと思えば治せる」

　そう言うと、男は肩に手を置いた。

　肩が上がらないというのは、まあわりとありがちな症状だがいろいろと行動に制限が生じる。

　治せるなら治したいだろう。

「いいのですか!?　ぜひ、治療していただきたい」

「これから世話になるんだ。それぐらいはさせてくれ」

「ありがとうございます。ぜひに」

　俺はにっこりと微笑ほほえみかけ、彼の肩に手を触れると【回復ヒール】する。

「動かしてみてくれ」

「おおう、これは。肩が上がる。体が軽い。我が国の回復術士や医者が諦めた肩が治るとは、なんとお礼を言っていいやら」

「礼は働きで返してくれればいい。俺たちを目的地に迅速かつ安全に届けてくれ」

「ええ、もちろん。気の乗らない任務ではありましたが、一気にやる気になりましたよ」

　イナバが鼻息を荒くしてぐるぐると肩を回した。

　よほど嬉うれしいのだろう。

　隣にいるセツナが口を開く。

「ケヤルガ様、優しい」

　セツナが尊敬の眼まな差ざしで見てくるので、俺はこくりと頷うなずく。

　たまに思うのだが、セツナは俺を尊敬するあまり、正しく見れていないところがある。

　……当然だが、俺は善意だけで紅竜族の治療をしたわけじゃない。

　一つ目の目的は安全確保。

　彼らが表面上従っている振りをしておいて、俺たちを裏切るつもりなのかどうかを記憶を読むことで確かめたかった。

【回復ヒール】をした相手の記憶は読める。

　それにより、彼らには俺たちを害する気はないと確認ができた。

　そして、もう一つ理由がある。

　俺の【翡翠眼】で彼らを見たところ竜を操る技能を持っていた。魔族たちは、特定の魔物を操る力を持っている。

　それとは別に彼らには竜騎士技能があるようだ。

　俺は竜を操る技能を【模倣ヒール】で手に入れたかったのだ。もしかしたら、この技能さえあれば万が一、彼らが死んでも竜を操れるかもしれない。

　この二つの理由で俺は彼を【回復ヒール】した。

　馬鹿正直に、意図を説明するつもりはない。

　善人だと思われるにこしたことはないのだから。

　紅竜族たちはそれぞれの担当する竜のもとへ向かい、手綱と鞍くらを取り付けて俺たちを呼ぶ。

　鞍には座席が四つついており、一頭につき操縦士の他に三人乗れるようだ。

「クレハ、フレイア、エレンは向こうの飛竜に、俺のところにはグレンとセツナだ」

　空の旅なので、まず襲撃が起こることは考えにくいが警戒はしたほうがいい。

　戦力と指揮できるものを均等に振り分ける。

　向こうのチームは【剣】の勇者クレハと【術】の勇者フレイアを戦力とし、元軍師のエレンが頭脳を担当する。

　あの三人であれば、俺たちと分断されたとしても必ず生き延びて合流できるだろう。

　クレハ、フレイア、エレンの三人が俺の前にやってきた。

「先に行くわね」

「ケヤルガ様と別行動は寂しいです」

「ケヤルガ兄様、ご無事で」

「みんなも気を付けてくれ。万が一のときは、昨日話したとおりに行動しろ」

　三人がこくりと頷き、向こうの竜に乗り去っていく。

　さて、俺たちも行こう。

「セツナ、グレン、行くぞ」

「わかった」

　セツナは返事をするが、グレンは何も言わない。

　そして、なぜかいつもの子ギツネモードではなく、少女の姿だ。

「どうしていつもみたいにキツネにならない？」

「あの姿になれば、グレンなんて簡単に風で吹き飛ぶの。お空は怖いの」

　よくよく見ると、キツネ耳がぺたんと倒れ、尻尾の毛がしぼんでいる。

　よほど飛竜に乗るのが怖いらしい。

「怖ければ俺に捕まっていろ。手を離さない限り、吹き飛ばないし、俺なら竜が墜落しようが生き延びられるし、近くにいれば助けてやれる」

「初めて、ご主人様が頼もしく思えたの！　絶対に離さないの！」

　グレンはがっしりと俺の背中にくっついてくる。

　動きにくいが、こんなグレンを見るのは初めてで悪い気はしない。

「ちょっとだけ、グレンが羨ましい。セツナもケヤルガ様にくっつきたい」

「それは我慢してくれ。その代わり、夜はたっぷり可愛かわいがってやる」

「ん。わかった。楽しみにしてる」

　俺たち三人が竜に乗る。

　紅竜族のイナバが手綱を引く。すると竜が一気に空に舞い上がり、加速し始める。

　周囲の景色が一気に背後に消えていく。

　何て速度だ。

　これが竜たちが見ている世界。

「きゃああああああああああああ、怖いの。落ーちーるーのー」
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　グレンが背中で悲鳴を上げている。

「すごくいい景色。それに風が気持ちいい！」

　グレンとは対照的にセツナはこの景色と風を楽しんでいるようだ。

　髪と狼おおかみ耳を手で押さえて笑っている。

　このスピードだ。テンペスト・ワイバーンの風のベールで空気抵抗が軽減されていなければ、今頃俺たちはしがみつくのに精いっぱいで口をあけることすらできなかっただろう。

　用意されたのがテンペスト・ワイバーンで良かった。

　怯おびえるグレンと楽しむセツナ、そのギャップに笑ってしまいそうになる。

「二人とも、この速度ならブラニッカはあっという間だ。こんな体験滅めつ多たにできない、全身で楽しんでおけ！」

　グレンは無言で俺にしがみつく手に力を込め、セツナがいつもよりも少しだけはしゃいだ声を上げる。

　俺もセツナがやっているように景色と風を楽しむ。

　竜はいいな。

　速いだけじゃなく、気持ちよく、楽しい。

　自分で操縦するともっといい気分だろうな。

　いずれ、やってみたいものだ。
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　信じられないことに夕方にはブラニッカにたどり着いた。

　別行動をとっていたクレハたちとも合流できている。

　竜は速いと聞いたが、想像以上だ。

　紅竜族たちは竜を森の中に隠すために別行動。明日の合流地点は決めており、早朝にラナリッタに向けて出発する。

　すでに、ブレットたちよりもかなり先行しているはずだ。

「そっちも空の旅を楽しめたか」

「ちょっと怖かったけど、感動しました」

「……これの戦略的価値は計り知れませんね。竜騎士を取り入れれば、戦争が一変します。ぜひ、ほしいですね。できれば一個師団」

　フレイアとエレンがまず返事をする。

　言っていることは立派だが、顔が真っ青で脂汗が出ているのはどういうわけだ。

　そして、最後の一人のクレハは少し考えてから口を開いた。

「ええ、最高の体験だったわね。でも乗ってるだけというのはもどかしくなるわ。いつか調教した竜を手に入れて思う存分飛んでみたいわね」

「同感だな。だが、人間には難しいんじゃないか？」

「そんなことはないわ。たしか、アッシュラーマ共和国にも竜騎士がいるそうよ。おそらく、世界でたった一人の人間の竜騎士ね。でも、そういう人がいるのなら、私たちにも可能性はあるわ」

「そういえばいたな。すっかり忘れていた」

　一周目の世界では、ジオラル王国の三英雄の一人に竜騎士が名を連ねていた。

　出自が不明だが、彼の傍かたわらには常に飛竜が控えていた。

　彼は魔族の竜騎士たちを空で圧倒できる人類唯一の航空戦力だった。

　一周目の世界では俺たち勇者も何度か彼の世話になった。

　輸送や補給、制空権の掌握など、彼はありとあらゆることをこなす。

　……彼の存在を忘れるとは、俺もかなり抜けている。

　もし、彼がブレットたちに力を貸していれば計画の根底が狂う。

　ブレットよりも早くジオラル王国にたどり着くのが不可能になってしまうのだ。

　いや、冷静に考えればその心配はないだろう。

　なにせ、クレハが言ったように竜騎士はアッシュラーマ共和国の戦士だ。

　彼がジオラル王国に招かれ三英雄になったのは魔王討伐の二年ほど後。

　つまり、一年以上先の話だ。この時点で彼がジオラル王国に協力しているなんてことはない。

「アッシュラーマ共和国の竜騎士は剣の腕もかなりのものみたいね。いつかお手合わせ願いたいわ」

「やめておけ、今のクレハはレベル２００オーバーだ。ステータスが違い過ぎて戦いにならない」

「そういえばそうね。ふふっ、困ったわね。これからはケヤルガが相手じゃないとまともに剣の練習もできないわ」

　技量を競い合うにはある程度の身体能力の拮きつ抗こうがいる。あまりにもステータスが違い過ぎれば戦いが成立しない。

　今のクレハとまともに斬り合いができるのは世界で俺だけだろう。

「俺で良ければ、いつでも付き合う。クレハと剣を競い合うのは俺にとってもいい修業になる」

「ええ、ぜひお願いするわ。ケヤルガは剣を重ねるたびに強くなっていくもの。私も見習わないと」

　俺たちは笑い合う。

　そういえば、フレイアとエレンは最初に一言答えてからだまっている。

　やけに大人しい。

　ふたりとも会話には積極的に参加してくるほうだが。

　その理由はすぐに分かった。

　姉妹揃そろってうずくまって必死にリバースをこらえている。

　なるほど、どうりで青い顔で脂汗がにじんでいたはずだ。

「竜酔いしちゃいました」

「三半規管、三半規管がぼろぼろです。ケヤルガ兄様、世界がぐるぐる回ってますぅ」

　いくら、風のベールに守られているとはいえ、空を超高速で飛んでいれば、それなりに揺れる。

　身体能力がさほど高くない二人にとっては酷だったかもしれない。

　服が汚れてないところを見ると、ぎりぎり空の上でのリバースは避けられたようだ。

　というか、エレンはこの状態で竜を使った戦略に思いを馳はせていたのか。

　筋金入りだ。

「こっちにこい、【回復ヒール】してやる」

　二人を手早く【回復ヒール】する。

「ありがとうございます」

「ケヤルガ兄様のおかげで、なんとか乙女のプライドが守られました！」

　これで全員揃った。

「みんな、飲みに行こう。なんだかんだ言ってうまい飯と酒をしばらく楽しめてなかったしな。楽しめるときは思いっきり楽しもう」

　みんなの嬉うれしそうな声が響く。

　さあ、早く飲み屋に行こう。久しぶりのブラニッカだ。

　できれば、今日はお気に入りの店をいくつか梯はし子ごしたいものだ。

　竜は夜目が利かない。

　体力のほうは俺の【回復ヒール】で無む茶ちやさせられるがそっちはどうにもならない。

　急いでいるとはいえ夜の飛行は命取りで、どっちみち今日はこれ以上進めない。

　それに俺たちの疲れもかなりきつい、魔王との戦いでの疲れが抜けていない、魔王城では疲れなんてとれない。

　こんなときだからこそ、うまい飯と酒でしっかりと心の疲れを抜いておく、それが実力を発揮するために必要なことだ。

　……ついでに、酒場で情報を集めるつもりだ。

　一般市民の間で魔王イヴがどう思われているか、そしてイヴが魔王になったことでどんな変化が生まれているか、それを知りたかった。
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　人と魔族が共存する世界唯一の街、ブラニッカにやってきた。全員で街の中に入っていく。

「エレンはフードを深くかぶっておけ。顔を見られるな」

「かしこまりました！」

　エレンが俺の指示通り、深くフードをかぶる。

　なにせ、【改良ヒール】により、容姿を多少弄いじっているとはいえ、この街を滅ぼそうとしたノルン姫のおもかげは残っている。

　ブラニッカにはノルン姫を恨んでいるものは多い。

　……もっと大胆に【改良ヒール】で容姿を変えればいいのだろうが、それは俺の趣味ではない。

　あのノルン姫を弄んでいるという実感が薄れる。

　元の顔を尊重しないで好きに作るのであれば元が美少女である必要なんてない。それに不思議と作りものめいた顔になって、そそらない。

　なにより、俺の美学に反するのだ。

「んっ、良かった。ブラニッカは平和そう。ケヤルガ様のおかげ」

「だな。俺たちの戦いは無駄じゃなかった」

　セツナが街の様子を見ながら感想を言う。

　ここを出たときは街はかなりぼろぼろだったが、短期間でずいぶんと持ち直しているようだ。

　もともと魔族側から見たら、人間との戦争、その最前線にある街だ。

　荒事には慣れているのだろう。

　商店の主たちが元気よく客引きしており、人通りも多い。

　ノルン姫の襲撃で人間と魔族の関係が壊れることはなく、相変わらず人と魔族が笑いあっている。

　猫獣人型の魔族が、紙の束を抱えて大通りを走ってきた。

　広場のど真ん中で立ち止まる。

「号外！　号外！　新魔王イヴ様の続報が入ったよ！　新政権の公式発表だ！　買った！　買った！」

　どうやら、新聞売りらしい。

　意外にもブラニッカは人間からもたらされた活版技術が発展しており、新聞なんて文化もある。

　新聞売りに人々が群がる。

　新たな魔王政権にみんな興味津々のようだ。

「イヴがどう書かれているか気になるな。俺も買ってみよう」

「私も賛成です。世間の目を知っておくことは重要ですからね」

　そう言ったのはエレンだ。

　軍師だけあって、情報収集に余念がない。

　猫獣人から新聞を購入した。

　新聞を読むのはあとにして、先に酒場に入る。

　今日の店は決めている。人気の店なので早く席を取らないとお預けになる。

　少し行儀が悪いが、新聞は酒を飲みながらゆっくりと読もう。
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　俺が訪れたのは、かつての友が紹介してくれた店だ。

　あいつはブラニッカで出来た唯一の友人だった。

　もし、あいつが生きていれば、新魔王政権への移り変わりに商機を見み出いだして、一気に成り上がっていたかもしれない。

　優秀で、気持ちのいい奴やつだった。生きていれば呼び出して一緒に飲みたいと思えるほどに。

　惜しい奴を失ってしまったものだ。

　エレンがキョロキョロと店内を見ている。

「すっごくにぎやかなお店ですね」

「まあな、大きな街の人気店になるとこれぐらいは普通だ。エレンはこういう店は初めてだったか？」

「はい、今まで縁がありませんでした」

　そういえば、エレンをこういう店に案内したことはなかったな。

　ノルン姫をエレンに変えてからすぐにブラニッカを出発した。

　その後は、黒翼族の集落や、迫害された者たちの集落、そして魔王城だ。

　発展した街にも、うまい酒場にも連れて行ってやれなかった。

「今のうちに贅ぜい沢たくをしておけ。気になったものはどんどん頼んでいい」

「では、遠慮なく」

　この店は、とにかくメニューが多い。

　しかも外れがない。

　酒も上物を揃えてくれている。

　必ず、エレンも満足するだろう。

　メンバーの中でセツナと同じく年少組なのに、酒が好きだし、ちゃんと味がわかる。

　みんなに好きなものを頼ませてみると性格が出て面白い。

　セツナは尻尾をぶんぶんと振りながら、肉料理ばかりを頼む。

　フレイアはサラダや魚介類などのさっぱりしたものを主軸にする。

　エレンは知的好奇心が強く、面白そうな珍しいものを頼む。

　気配り上手なクレハは全員の注文を見て、足りなそうなものを選ぶ。

「グレン、飯の時間だぞ。そろそろ起きろ。ご馳ち走そうだぞ」

　俺の頭の上で子ギツネが丸まっている。よほど、飛竜での旅が怖かったのか、疲れ果てたように熟睡している。

　ゆすっても起きない。

　しまいには起こすなと尻尾で手を払われた。

　仕方なく使っていない椅子の上に乗せる。

　こいつのために、持ち帰りでいくつか料理を注文しておこう。

　食べものは十分なので、レアな地酒を頼む。

　注文が来るまでの間に、さきほど買った新聞を読む。

「なるほど、新政権からの公式発表の情報量が多いし、わかりやすい。事前にかなり準備をしていたようだ」

　その新聞に書かれているのは、新魔王イヴの統治方針。他にも税制など、民衆が気にする情報が多く記されている。

　魔王ハクオウ時代との比較がうまくまとめられておりわかりやすい。

　おそらく、イヴが魔王になったとわかってすぐに、政治の実務を行う各種族の長おさたちが伝でん書しよ鳩ばとなどを使って主要な街に情報をばらまいたのだろう。

　しかし、イヴが魔王になる前から準備しておかないと、これだけのものは作れない。

　各種族の長たちの中には先々代のときに魔王に仕えて経験豊富なものが多いと言っていたが頼りになりそうだ。

　味方でいてくれるうちはだが。

「私にも読ませてください」

「ああ、いいぞ」

　エレンが目を細めつつ、二、三秒で新聞を読み切る。

　彼女は速読術を身に付けているので、この数秒ですべて内容を頭にいれることができる。

　その後は下を向き、考察に入った。

　髪の毛をくるくると指に巻き付ける。

　彼女が深い集中状態に入ったときの仕草だ。

　指の動きが止まる。考察が終わったらしい。

「エレンから見てどうだ」

「悪くないですよ。『すべての魔族に平等に』という基本方針は敵を作りやすいですが、耳当たりのいい言葉なので表だって文句を言われることは少ないはずです」

「敵を作りやすいというのはどういうことだ？」

「魔王ハクオウ時代に優遇されていた種族は面白くないですし、今まで迫害されていてようやく解放された種族は次は自分たちが支配する番だと思っているので、両方を敵に回します。短期的な安定を求めるなら、どっちかに寄せたほうがいいと思いますが、長期的な視点であればありです。問題は初期の混乱をどう抑えるかですね」

　エレンの視点にはかなり政治的なものが入っている。

　俺たちにはない視点だ。

「他にはどう見る」

「先代と比べて税の減額をしているのが気になりますね。……先代魔王ハクオウは別に極端な浪費家というわけではありません、魔王城にいたとき暇つぶしに城にあった書類を流し見してみましたが、適切にお金を集めて使っていたと思います。ただでさえ、新たな政権を立ち上げるために、お金が必要な状況で、税収が減れば破綻しないかなと。あの人たち、人気取りじゃなくて考えて税を減額しているのか心配にはなります」

「まあな、たぶん削る部分は軍の維持費だろうな」

　なにせ、先代の魔王軍のほとんどは身内で固められている。

　新魔王政権がそのまま既存の軍を使うとは思えない。

「勘ですが、それだけではない気がします。そもそも、イヴが全種族平等をうたっていることは知っていますが、それを公式の発表として各街にばらまくのを許している時点で噓うそくさい。今、実権を持っている人たちは虐げられてきた種族の集まりですから、もっと反発してもいいはずなのに……早く魔王城に戻ったほうがいいですね。案外、イヴにとって真の敵は身内かもしれませんよ」

　それは俺も同意見だ。

　だからこそ、キャロルとラピスをイヴの側に用意した。

「早く帰らないとな。そのためにもさっさとやるべきことを終わらせよう」

　魔王となり圧倒的な力を持ち、なおかつ絶対順守の命令が可能なイヴを傷つけることは難しい。

　それでも危うさがある。側にいてやりたい。

　そんなことを考えていると酒と料理が運ばれてきた。

　いい匂いがする。

　セツナのお腹なかが鳴った。

「……ケヤルガ様、ごめんなさい」

　セツナが顔を赤くして恥ずかしそうにしている。

「気にするな、とりあえず乾杯だ。みんな、ジョッキを持て」

　それぞれに注文した酒を掲げる。

「乾杯！」

　ジョッキをぶつけ合い、宴会が始まった。

　……一応、これが魔王討伐のお祝いだ。

　功績の割にしょっぱいが、酒と料理がうまい店で仲間だけで祝うほうが気疲れしなくていいだろう。

　俺たちが魔王城に戻れば、盛大な宴が開かれ英雄としてもてはやされるそうだが、そっちは非常に疲れそうだ。




　　　　◇




「このクルナーラって料理、面白い。セツナ、気に入った」

「私も気に入りました。好みに合わせて作れるのが楽しいですね」

　俺が頼んだ、クルナーラという料理をセツナとフレイアは気に入ったようだ。

　薄いパンのようなものに自分で具材を載せ、好きなソースをかけてかぶりつく。

　具材は、ひき肉や魚介類を炒いためたもの、トマトなどの野菜、チーズ等、いくつも用意されている。

　それらを好きに組み合わせる。

　俺が気に入ったのは、羊肉を炒めたものにトマトとチーズをトッピング、辛いソースの組み合わせ。

　フレイアは魚介類にアボカド、レタスと甘いソース。

　セツナはまさかの牛、豚、羊肉にチーズと動物性たんぱく質オンリーな具を山盛りにして酸味があるソースをかけている。……見ているだけで胸焼けしそうだ。

　さすが、氷狼族。

「ケヤルガ兄様、見てください。こっちの料理も美味おいしいですよ！」

　俺の口元にエレンが赤い筒状の料理を運んでくる。

　チーズがたっぷりかかっている。

「たしかにうまいな」

　手が込んだ料理だ。

　どうやら、鶏とり肉にくを薄いパンで包んだあとトマトソースで煮込み、チーズをかけてからオーブンで焼いているようだ。

　しっとりした食感がいいし、パンで包んでから煮込んでいるおかげでパンと具に一体感がある。

「こっちのオムレツも素敵よ。卵じたいに味が染みていて美味しいわ」

「……へえ、これも面白いな。ソースをかけるんじゃなくて卵にスープを混ぜてから焼いているのか」

　クレハのお気に入りは、卵を溶いたあと具材とスープを混ぜ込んでから焼いたオムレツだ。

　スープの出来がいいおかげで味に深みがあるし、食べやすい。

　この店は、何度か来たことがあるが底を見せない。

　いい地酒も揃そろっており、ただでさえうまい料理がさらに進む。また、来たいものだ。

　そうこうしているうちに、客席がいっぱいになってきた。

　周囲で酔っ払いたちが出来上がり始める。魔族と人間が肩を組んで立ち上がった。

「新魔王イヴ政権万歳！」

「これで、商売がやりやすくなるな！」

　新聞を読みながら、盛り上がっている。

　彼らは商人らしい、新魔王政権からの発表の中には一部の魔族たちが独占販売していた商品の自由販売化も盛り込まれている。

　商人たちは顔を真っ赤にして、新魔王政権に対して語る。

　どうやら、おおむね期待感が上回っているようだ。

　魔王ハクオウは圧政だったから、その反動だろう。

「最近、黒い騎士たちがこのあたりの街道に出るらしいぞ。そいつらに襲われた奴やつらも黒い騎士になって、次の黒い騎士を作るらしいな」

「なんだ、その出来の悪い怪談は。がはははは、まさか信じてんのか」

「俺も噓っぽいと思ってるけど、見たって奴がそれなりにいるんだよな」

　彼らは笑い飛ばしているが、俺はその黒い騎士に心当たりがある。

　今の会話が本当ならとんでもないことになる。

　……なにせ、ジオラル王が使役している存在のみが黒い騎士を作れると俺は考えていた。

　だが、黒い騎士に生物を黒い騎士に変える力があるのだとすれば、黒い騎士たちは指数関数的に増えていく。

　そんなもの止めようがない。

　冗談抜きで世界が滅びかねない。

　このことは頭の隅に留とどめておく。

　意識をセツナたちに戻す。

　みんな、料理を平らげつつあった。かなり量があったので満腹が近く、料理の追加は必要なさそうだ。

　全員に好きなデザートを頼ませる。

　女の子なので甘い物は好きなようで、みんな目をきらきらさせて、思い思いのデザートを注文した。

「今度は、イヴも一緒にこよう」

「ん。仲間外れは可哀かわいそう」

「ですね、こんなに美味しいお店ですし」

「ケヤルガ兄様は優しいです！」

「お土産とか、包めないかしら？」

　セツナたちが頷うなずく。

　魔王になったイヴが、こんな大衆店に来ることは難しいだろう。

　だが、俺ならなんとかしてやれる。

　今日も楽しかったが、イヴと一緒ならもっと楽しいだろう。




　　　　◇




　腹が膨れたあとは宿に移動する。

　奮発して、広くていい部屋をとる。

　追加料金を払い、たっぷりのお湯をもらい身体を清めた。

　今日はうまい飯の他にもずっとご無沙汰になっていた娯楽をする。

　俺は服を脱ぐ。

「さあ、みんな服を脱げ。ずっと可愛かわいがってやれてなかっただろう。今日は全員一度に可愛がってやる」

「ケヤルガ様、嬉うれしい」

「ずっと、身体が疼うずいていました」

「たくさん、可愛がってくださいね。ケヤルガ兄様」

「全員、一緒なんて、さすがに恥ずかしいわね」

　ずっと、そういうことをする暇すらなかった。

　俺はイヴのサポート役をスカウトするために、一晩抜け出して、そのときに星兎族のラピスと愛し合ったので発散できている。

　だが、セツナたちも辛そうにしていた。

　順番なんて言うのは可哀そうだ。全員、満足させてやる。

　セツナたちは、恥ずかしそうに服を脱ぐ。

　だが、その顔にはこれからの行為に対する期待があった。身体のほうも準備ができているようだ。

　それぞれ、違った個性を持つ美少女が並ぶと壮観だ。

　ひどく興奮する。

　……四人一度にというのはさすがの俺もきついかもしれない。

　だが、これだけ、俺の女たちに求められているんだ。

　今日の俺なら、全員愛しきることができるだろう。
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　懐かしいブラニッカで一晩を過ごした。

　広くて清潔な宿をとり、全員を性的な意味で可愛がった。

　四人を一度に相手にするのは、体力的にきつかったがすっきりして良かった。

　みんな、ぐっすりと眠っている。

　美少女たちが全裸で眠っているのは絵になる。

　ちなみに、俺たちが愛し合っている最中、長い昼寝を終えたグレンは我関せずといった様子でがつがつ包んでもらった料理を食べていた。

　……いっさいこちらを気にしないのはある意味すごい。

　満腹になったのか、ベッドの隅で丸まって二度寝している。

　全員の寝顔を楽しみ、キスをする。

　そして、立ち上がり着衣を整えた。

「出発前に用事を一つ片づけるか」

　書き置きを残して外にでる。

　ブラニッカを出発する前に、さらなる情報収集をしておきたかった。

　竜騎士たちとの合流時間までに済ませよう。




　　　　◇




　商業が活発な街だけあって、街の人たちの朝も早い。

　適当に買い物をしながら、店主に二、三質問をする。

　聞きたかったのは、酒場でも噂うわさになっていた黒い騎士についてだ。

　思ったより多くの情報が集まった。

　ほとんどはまた聞きで信ぴょう性が薄いが、目撃例が多いし、それぞれの情報に大きな矛盾がなく真実に思えた。

　最近になって、目撃例が増えているそうだ。

　ジオラル王の目的がいまいちわからない。

　話を聞いていると黒い騎士は手綱を離して馬を暴れさせているだけのように思える。

「……そうか、暴れるだけでいいのか」

　黒騎士は襲った相手を黒騎士にすると噂になっている。

　黒騎士の数を増やすことが目的であれば辻つじ褄つまが合う。

　なら次だ。

　どうして、こんな強引な手を使ってまで戦力を補充しているかだ。

　黒い騎士を作る力が魔王からもたらされたのなら、まともな神経ではこんなことをしない。

　バレれば人類の敵として、他国だけでなく、国内の者まで敵に回す。

　それがわかっていて、ここまで強引に戦力を増やして行うことの選択肢はひとつしかない。

　戦争の準備だ。

　どれだけ強引なことをして敵を増やそうが、それでも勝てると踏んでいる。

　戦争をするために黒騎士の数を増やしているとすれば、ますます早急にジオラル王を倒さないといけないだろう。

　戦争が起こってしまえば、人間にも魔族にも魔物にも、多くの血が流れる。

　見知らぬ他人がいくら死のうと知ったことではないが、長い旅でいろんな場所に知り合いが増えた。

　なにより、イヴを悲しませたくない。

「兄ちゃん、おまけだよ」

「ありがとう。悪いな」

　話を聞かせてくれた果物屋のおばちゃんがリンゴを一つ投げてくれた。

　いい人だ。

　ブラニッカはいい街だ。うまい酒場があるし、親切な人もいる。できればなくなってほしくない。

　そのためにも、さっさと復ふく讐しゆうを終わらせよう。

　ジオラル王国を滅ぼし、ジオラル王と【砲】の勇者ブレットを倒せば、長かった復讐の旅にも終わりが見えてくる。

　復讐のついでに世界が平和になれば最高だ。




　　　　◇




　買い物と情報収集を終えた後は宿に戻り、セツナたちと食堂で朝食を済ませる。

　昨日、たっぷり可愛がったこともあり、彼女たちは疲れているかと思ったが元気そうだ。

　むしろ肌に艶があり、笑顔が多い。

　彼女たちは欲求不満だったのが久しぶりのセックスで潤ったのだ。

　そういえば、魔王城にいるイヴは可愛がってやれていない。あの城に戻ったら一日中愛し合おう。

　食後の紅茶を楽しみ、さきほど情報収集のついでに買ったお菓子や果物を味わう。

「ケヤルガ様、そろそろ時間」

　セツナが懐中時計を見て声を上げる。

「もう、そんな時間か。行こう、待たせては悪い」

　竜騎士たちにはよくしてもらっている。不義理はできない。

　宿を出る際に、昨日のうちに頼んでおいたお弁当と酒を受け取る。

　これは竜騎士たちへの差し入れだ。

　彼らは森で竜と一緒に野営だ。

　糧食はあるだろうが、やはりうまい飯が食べたいだろう。

　俺たちのようにブラニッカで羽を休められなかった彼らに、少しでも潤いを与えてやりたい。




　　　　◇




　竜騎士たちと合流し、再び空の旅を楽しむ。

　竜騎士は竜に乗りながら器用に弁当を食って、うまいですよ！　と上機嫌に言っている。

　ここまでと同じで二頭の竜への乗員振り分けは、俺・グレン・セツナ、向こうにはフレイア・クレハ・エレン。

　相変わらず、グレンはキツネ耳美少女形態で俺にしがみついている。

「いいかげん慣れないのか」

「むう、慣れるわけないの！　落ちたら死ぬの！」

　顔を俺の背中に押し付けながら、グレンは文句を言う。

「なら、いっそのこと子ギツネ姿になって俺のリュックに入るか？　クッションを敷き詰めておけば、落ちても死なないかもな」

「いい考えなの！　さっさとリュックにクッションを詰めるの！」

「そう急せかすな、ラナリッタに着いたらの話だ。まあ、グレンにこの場で手を離して変身してリュックにもぐりこむ勇気があるなら話は別だが」

「我慢するの……」

　グレンは一秒だって、怖くて俺から手を離すことはできない。

　変身してリュックに移動なんて不可能だろう。

　俺たちが数日掛けて旅した距離を、あっという間に飛竜は踏破していく。

　飛竜に乗せてもらってよかった。

　この気持ちよさは飛竜じゃないと味わえない。

　眼下に見知った風景が広がり始める。

「ケヤルガ様、もう少しで着きますよ」

　竜騎士が声をかけてくる。

「そうだな」

　ブラニッカもいい街だが、ラナリッタも素晴らしい街だ。

　いい意味でも悪い意味でも、ひたすら自由な街。

　善も悪もすべて飲み込み繁栄していく混こん沌とんの街だ。

　あそこで俺はセツナと出会った。

　運が良かったと思う。

　セツナほどの奴隷はそうそう手に入るものではない。

　そろそろ、ラナリッタが見えて来るな。

　そう、考えたときだった。

「ラナリッタが燃えている？」

　黒い煙がもくもくと広がり、地上が赤く染まっている。

　まさか、戦争が起こっている？

　ラナリッタはジオラル王国に属する街だ。

　圧倒的な力を持つジオラル王国に喧けん嘩かを売る人間の街なんて存在しない。

　しかも、ラナリッタは弱肉強食。

　自分の身は自分で守るというルールがあるおかげで、金持ちは私設の軍隊を持っているし、その自由な気質から強力で高レベルな冒険者たちも多く非常に強い。

　どんな命知らずがラナリッタに喧嘩を売ったのだろう？

　竜が近づいていく。

【翡翠眼】を起動し、視力を強化し、様子を見る。

　すでに街を守る防壁が砕かれ、そこから黒い騎士たちがなだれ込み暴れまわっていた。

　ラナリッタの人々が必死に抵抗をしている。

「なぜ、ジオラル王国がラナリッタを!?　自国の街じゃないか」

　……黒い騎士がいるということは、ジオラル王国が襲撃していることになる。

　事実、黒い騎士が前衛であり、後方部隊の弓使いや魔術士たちはジオラル王国の紋章が入った装備を使っている。

「これ以上、近づくのはまずいです」

「予定を変更する。ラナリッタに立ち寄らず、迂う回かいしてジオラル王国を目指してくれ。このことをあちらにも伝えられるか」

「可能です！」

　竜騎士がサインを送り、もう一人の竜騎士がこくりと頷うなずく。

　俺たちならラナリッタを救えるかもしれないが、それよりも【賢者の石】が届けられる前に、ジオラル王を始末するほうが重要だ。

【賢者の石】を使った禁呪が発動すれば詰む。

　二頭の竜が旋回する。

　グレンの抱きつく力が一層強くなる。

　そして、それは起こった。

　魔術で強化された矢が飛んでくる。

　普通の弓ではありえない速度と軌道で。

　俺たちが乗った竜は華麗に回避したが、フレイアたちが乗っている竜が翼を矢に貫かれた。

　この高度に届くだけでも並じゃないのに鋼鉄より硬い竜種の翼を貫くなんて異常だ。

　今の矢を放った弓使い、三英雄にも匹敵するかもしれない。

　フレイアたちの乗った竜が高度を落としていく。

　竜騎士が顔を歪ゆがめ、口を開く。

「ああ、可哀そうに。翼にあんな大穴空いたら、あいつはもう二度と飛べない」

「あいつらの救援に向かう。俺の【回復ヒール】なら竜を癒いやして飛べるようにできる。おまえは離れた場所に控えていろ。癒し終えたら、向こうの竜騎士に合図を送らせる。もしものときのための救難信号ぐらいあるだろう？」

「それはもちろんありますが、この高さですよ。あの弓がある以上、これ以上高度は落とせません」

「大丈夫だ。このまま飛び降りる。セツナ、来い」

「ん。ケヤルガ様」

　セツナをお姫様抱っこする。竜の上で立ち上がると、グレンが悲鳴を上げた。

　涙目になって、背中にしがみついている。

「行ってくる。また後で拾ってくれ」

　竜騎士に挨拶してから、飛び降りる。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ、死ぬ、死んじゃうの！　自殺は止めるの！　どうしてもやるなら一人で死ぬのおおおおおおおおおおお！」

「んっ、うるさい。グレン、黙らないと舌を嚙かむ」

　まったくやってくれる。

　フレイア、エレン、クレハをここに置き去りにするわけにはいかない。

　大きなロスタイムになってしまうが助けざるを得ない。

　……前向きに考えよう。竜の翼を貫くほどの実力者ならある程度の情報を持っている。

　この礼はきっちりしつつ、情報を入手しよう。

　何を考えて、ジオラル王国がラナリッタとの戦争なんてとち狂ったことをしているのか。

　それを知らなければ足を掬すくわれる気がしていたのだ。

「ぶつかるのおおおおおおお！」

　グレンが絶叫する。

　もうそろそろ地面だ。地面にぶつかる瞬間に爆裂魔法を叩たたきつけ、運動エネルギーを相殺。

　魔術の起点となった腕がぐしゃぐしゃに潰れるが、それ以外の被害はない。

「大丈夫だって言っただろう」

「ん。さすがはケヤルガ様」

「寿命が縮んだの……」

　即座に壊れた腕を【回復ヒール】し、セツナとグレンを地上に降ろして俺は走り出す。

　みんな、無事でいてくれよ。
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　当初の予定では、今日はラナリッタでゆっくりして、明日ジオラル王国に乗り込む予定だった。

　だが、そのラナリッタがジオラル王国軍によって襲撃され、炎上している。

　いろいろと不可解だ。

　まず、ジオラル王国が自国の街であるラナリッタを襲撃していること自体がおかしい。

　次に瘴しよう気きに侵された黒い騎士と一般の軍が協力していることも異様だ。

　黒い騎士の存在は隠匿されていたはずだ。

　協力しているということは、あれを公開したということ。

　なぜ、あんなまがまがしく気味が悪いものが簡単に受け入れられているのだ？

　自分が黒い騎士にされる恐怖はないのだろうか？

　それとも材料が人間であることは伏せているのだろうか？

「ああなるのは死んでもごめんだな」

　黒い瘴気に侵されれば不死性を獲得するし、身体能力も向上する。

　だが、理性はなくなり王の操り人形になる。

　それは死よりも辛い。

【砲】の勇者ブレットという例外がいることはいるが、その例外になれるなんて保証はない。

　黒い騎士にされる前に逃げだすのが普通だ。

　……しかし、その普通がなされていない。

　それどころか、ジオラル軍は協力して戦っている。

「まったく、面倒な展開だ」

　黒い騎士の弱点、思考力がないせいで単純な作戦しかできないという点、それが正規軍のサポートによって補われている。

　俺は舌打ちしつつ、フレイアたちが乗っていた竜が墜落したポイントに向かって走る。

　厄介なのはなにも黒い騎士たちだけじゃない。

　凄すご腕うでの弓使いの存在。

　魔力で強化された弓によって、フレイアたちが乗っていた竜の翼が貫かれている。

　普通の弓なら届きすらしない上空に攻撃を届かせ、さらに減衰した威力で竜種の高い防御を貫くなんて並大抵の使い手じゃない。

　勇者と同等の脅威だ。

　クレハとフレイアが居ても危ないかもしれない。

　弓使いは二人にとって相性が悪い。

　クレハは遠距離攻撃手段を持たず、竜に届いたということはフレイアの魔術のさらに外から攻撃ができることを意味する。

　フレイアが超音速の矢を防げるとは思えない。

　戦闘はもう始まっていた。

　クレハが何度も剣を振るっている。

　剣を振るうたびに硬質な音が鳴り、折られた矢が周囲に散らばる。

　次々に飛来する矢を斬り払っているのだ。

　弓使いの姿は見えない。遠距離から一方的に攻撃されているようだ。

　いつものクレハなら、矢の飛来する方向に矢を斬り払いながら突進して距離を詰める。

　しかし、それはできない。

　背後には手負いの竜とフレイア、エレンがいる。

　クレハがこの場を離れれば、弓使いは残りのメンバーを皆殺しにするだろう。

　フレイアの魔術もあれだけ離れていると届かない。

　だから、ああして守りに徹するしかない。

　超音速の矢を斬り払う離れ業は神経をすり減らす。

　いずれ、クレハが消耗してくれば矢を防げなくなる。

　このままいけば弓使いが勝利する公算が高い。

　それだけでなく、黒い騎士たちがじわじわと迫っていた。

「だが、残念だったな」

　俺という援軍が現れた。

　この時点で弓使いの勝利がなくなった。

【翡翠眼】に力を込める。矢の飛んでくる方向を凝視する。

　超強化された視力と動体視力で弓の軌道を逆算し、射手を見つける。

　面白い、なんと七百二十メートル先。

　ふざけた距離だ。

　フレイアの最大射程の五百メートルをも超える攻撃。

　そのせいでフレイアが反撃できていない。

　一般的に弓での射程はただ飛ばすだけで二百メートルと言われている。

　その三倍以上の距離から精密射撃をしてくるとは、人間業じゃない。

「セツナはクレハたちと合流してくれ。黒い騎士どもが迫ってきている。いくらクレハでも、あの矢をさばきながら黒い騎士どもを相手にはできない」

　俺が射手を狙っているように、向こうも手を打ってきている。

　クレハたちのほうへ黒騎士どもが十人ほど向かってきているのだ。

　あいつらは不死身で殺すことはできない。

　矢の処理で手一杯な今、クレハでも対応に苦労するだろう。

　だが、氷漬けにすることで動きを封じられるのは実証済みだ。あの弓使いの矢から身を守る技量を持ち、クレハの足を引っ張らず、氷を自在に操れるセツナなら最高の援軍になる。

「ん。任せて」

　セツナと二手に分かれる。

「ご主人様、グレンはどうするの？」

「おまえはこのまましがみついていてくれ。なにせ、今から向かう先には、黒い騎士がうじゃうじゃいるからな。おまえの力が必要だ」

　射手がいる位置は後方部隊のさらに背後、多数の弓使いと魔術士、その護衛の黒い騎士が多数いる。十や二十じゃきかない。

　射手を無力化するには、その肉の壁を突破しないといけない。

　少数の黒い騎士なら、【改悪ヒール】のごり押しができるが、あの数は辛い。

　グレンの炎が必要だ。

「わかったの。あのくっさい連中、神獣の聖なる炎で浄化してあげるの！　ゴミはゴミ箱へ！　なの」

「なあ、グレン、自分で神獣の聖なる炎なんて言って恥ずかしくないか？」

「……じっ、事実なの！　うるさいの！」

　まあ、細かいことはいい。

　俺は剣を引き抜く。

　グレンが尻尾をぶんぶんと振る。気合いを入れているようだ。

　そして、俺の剣がグレンの炎に包まれる。

　浄化の炎による魔力付与エンチヤント。これで斬れば、不死身の黒い騎士ですら息絶える。

　射手との距離が残り二百メートルまで近づいた。

「ご主人様、なんかすっごい矢と魔法の雨が来てるの!!」

「だろうな」

　後方部隊に単身で突撃しようとしているのだ。

　こういう出迎えは想定内だ。

「なかなかの練度だ」

　少し感心する。

　有効射程に入るまで我慢し続けて、獲物が射程に入るなり一斉射撃。

　それも、一人に対して全力の飽和攻撃。

　これがなかなか難しい。

　気持ちが逸はやり、有効射程へ入る前に攻撃を行うものがでるし、相手が一人だと油断して出し惜しみをするのが普通だ。

　だが、敵は正しいことをした。一糸乱れぬきっちり引き付けての全力攻撃。

　こうでないと面白くない。

「ご主人様、死んじゃうの！」

「大丈夫、俺には見えている」

【翡翠眼】とは逆の眼めが光り輝く。神鳥から譲り受けた【刻こく視し眼がん】。

　その力は数秒先の未来を視みること。

　矢と魔法の着弾箇所が視えた。

　破壊に埋め尽くされる光景、完全な回避は不可能。もっとも攻撃が薄い箇所へと体を滑り込ませ、グレンを抱きしめてかばい、防御結界を張る。

　攻撃が着弾する。凄すさまじい衝撃。

　だが、致命傷には程遠い。

　最低限の被害で切り抜けた。

「ごほっ、ごほっ、もっと完璧に躱かわしてほしいの！」

「最善は尽くした。今のも針の穴を通すような位置取りだ」

　未来が視えさえすれば、レベル２００オーバーの敏びん捷しよう性せいでどんな状況だろうが対応して見せる。

　首を傾ける。目があった位置を矢が通りすぎていく。

　それは超音速かつ、莫ばく大だいな魔力を込めた致死の一撃。

　竜を落とした弓使いの矢だ。

　めちゃくちゃしやがる。

　大規模な破壊による砂すな埃ぼこりと煙で敵も味方も視界がゼロになり、緊張が緩んだ小休止。

　その隙に急所を狙った一撃をとばしてきやがった。

　眼球のピンポイント射撃なんて人間業じゃない。

【刻視眼】で未来が視えていなければ喰くらっていたかもしれない。

　あの弓使い、どんどん興味が湧いてきた。

　いったい、どんな奴やつなんだろう。

　……できれば、女がいい。

　それも美しければ文句ない。

　こいつのせいで、ジオラル王国へ行くのが遅れた。

　クレハ、フレイア、エレンが危険な目にあった。

　世話になっている竜が傷つけられた。可愛い奴なのに。

　許すわけにはいかない。

　俺の復ふく讐しゆうの相手だ。どうせ復讐するなら女のほうが楽しめる。

　次々に飛来する矢を躱す。

　音速を超える一撃ばかり、それも俺の意識の死角を狙う。

　それでいて、単調にはならない。一射一射に工夫が見える。

　煙で視界は塞がれているにもかかわらずだ。

　惚ほれ惚れする。

　なんて技量だ。

「だが、相手が悪いな」

　未来が視えている俺に、矢など当たるはずがない。

　相性が悪すぎる。

　今の俺を捉えるには、視えていても躱しようがない超広範囲攻撃しかない。

　煙が晴れた。

　あの弓使い以外は確実に殺したと思い込んでいたのだろうか？　そんな俺が残り五十メートルまで近づいているのだから。

　敵の集団が動揺している。

　感情と思考力がない黒い騎士たちだけは、即座に反応し殺到してくる。

「しゃらくさいいいいいいいいいいいいんんだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　あえて、自らの暴力的な衝動にすべてを任せる。

　ステータスを【改良ヒール】で弄る。

　防御を捨てて超攻撃型に変更する。

【刻視眼】と俺の速度があれば、黒い騎士の散発的な支援攻撃など当たらない。防御力なんてもういらない。

　超広範囲攻撃は避けようがないとはいえ、この距離だ。

　味方ごと撃つなんてできるわけがない。

　できたとしても、致死性の攻撃ではない。

　だから、防御を捨てて好き勝手暴れられる。

　俺の剣が黒い騎士に吸い込まれるたび、切断ではなく粉砕により、粉々になっていく。




　あまりの筋力ゆえに、一太刀一太刀が音速を超えて、周囲にソニックブームが発生し剣が直撃していない敵すら斬り刻む。

　面白いな。浄化の炎を纏まとった剣でソニックブームを引き起こすと、どういう理屈かわからないが衝撃にすら炎が混じる。

　レベル２００を超えたステータスを攻撃力に集中したゆえの理不尽な現象。

　黒い騎士どもも、グレンの聖なる炎を纏う一撃で不死性を剝はがされ即死だ。

　ちょくちょく矢や魔法が飛んできており、そのすべてを最小の動きで躱す。

　うまく、俺の逃げ道を塞ぐように陣形を整えているが、俺の筋力と速度は超大型魔物に匹敵する。

　たかが数人の人間の壁、障害になどなりはしない。




　なんの工夫もなく強引に突っ込み、ぶつかれば弾はじき飛ばす。

　笑みが込み上げてくる。

　これはもう戦いじゃない、虐殺だ。

「どこだああああああああああああああああああああああああああああああああ！　弓使いいいいいいいいいいいいいいいいいいい！　逃げずに出てこい！」

　乱戦と興奮ゆえに、弓使いを見失った。

　まあいい、邪魔者を皆殺しにすれば見つけやすくなる。

　視界に入ったすべてを殺していく。

　黒い騎士は浄化の炎を纏った剣で、魔法使いや雑魚なほうの弓使いは素手で。

　五本目の剣が折れた。

　浄化の炎のダメージと、俺の乱暴な使い方で二、三振りしかもたない。

　だが、困りはしない。

　死骸からいくらでも剣をはぎ取れる。

「グレン、浄化の炎の付与が遅れてるぞ」

「無理を言わないでほしいの！　これ、結構疲れるの。ご主人様は壊しすぎなの！」

　剣が折れる度に炎を纏わせているグレンが文句を言い始めた。

　しかし、壊れるものは仕方ない。

　剣って、なんでこんなに脆もろいのだろうか。

　どんなに雑に使っても壊れない剣が欲しいものだ。

　殺して、殺して、殺して、壊して、壊して、壊し尽くす。

　どんどん敵の数が減っていく。そして、誰もいなくなった。

　おかしい、例の弓使いがいない。

　もしかして、暴れついでに壊してしまったか？　しまった、これじゃ殺しただけだ。復讐としては下の下。

　ハイになりすぎた。

　反省しないと。

　だいぶ消耗したな。

【刻視眼】が限界だ。

　解除する。これは精神力と体力、両方を消耗する。

　超攻撃型のステータスもバランス型に戻す。

　次の瞬間だった。額と右胸に矢が突き刺さる。

　危ないな。バランス型にステータスを戻していたおかげで浅いところで止まったが、超攻撃型のままなら致命傷だった。矢を引き抜くと、血が噴き出る。

【刻視眼】のことは知らないだろう。

　だが、何かあるのは感じ取り、それがある限りは攻撃が通じないと判断し、しかも俺が纏う空気の変化で解除したことまで察した。

　敵ながら惚ほれ惚れする。

　こういう、きっちりとしている奴は好きだ。

　尊敬に似た感情が込み上げてくる。

「さすがはプロだな」

　ご丁寧に、致死性の毒まで塗ってあった。毒耐性がある俺でなければ、即死だ。

　うん、やっぱりきっちりしている。

　走る間に、神甲ゲオルギウスの【自動回復オートヒール】によって、傷が癒える。

　矢の直撃と同時に【翡翠眼】でその姿を捉えてあった。

　狙撃手のセオリー通り、スナイプ直後に場所を変えてはいるが、俺を振り切るには至らない。

　もう煩わしい壁はない。

　ここからは一秒たりとも目を離さない。

　次々に矢が飛んでくる。

　この近距離で音速を超える矢は躱せない。

　だが、躱す必要はない。

　致命傷を喰らいかねないところだけをガードして、敏捷性まかせに距離を詰める。

　矢が何本突き刺さろうが気にしない。

　即死でなければ、【自動回復オートヒール】で癒せる。

　敵の姿がはっきり見えた。

　赤毛の女だ。顔を布で隠しているが、女なのは間違いない。

　復讐のしがいがある。

　ついに距離がゼロになる。

　左手で、首をがっしり摑つかんで持ち上げ、地面に叩たたきつけて組み伏せる。

「がはっ」

　女が今の衝撃で弓を離した。

　ついでに空いた右手で両肩の関節を外してやる。これで無力化だ。

「きゃああああああああああああああああ」

　可愛い声で鳴く。

　さて、顔を見せてもらおうか。

　顔に巻いている布をはぎ取る。

　二十代半ば、なかなかの美人だ。

　だが、既視感がある。この眼、どこかで見たことがある。

　猛もう禽きん類るいを思わせる鋭い眼。彫りが深く凛り々りしい顔立ち。

「【癒】の勇者ケヤル、お父様の仇かたき！　殺してやる」

　ああ、思い出した。

　三英雄の一人【鷹眼】だ。

　同じ眼をしている。

　そして、この弓の絶技。間違いないだろう。

　というか、なぜ俺が【癒】の勇者だとわかったのだろうか？　まあ、どうでもいいか。

【回復ヒール】して、こいつの記憶と経験をコピーすればわかる。

「そうか、おまえは【鷹眼】の娘か」

「お父様がおまえなんかに負けるはずがない。卑ひ怯きような手を使ったに決まっている！　絶対許さない！」

「卑怯な手？　なんのことやら。確かに【鷹眼】を殺したが、戦争の中で正々堂々戦った結果にすぎない」

「噓うそだ！」

「まあ、おまえが信じようと信じまいとどうでもいいが。いったい、この騒ぎはなんだ。どうしてジオラル軍がラナリッタを襲っている？　なぜ、竜を射落とした？」

「……誰がおまえなんかに答えるもんか」

「だろうな。まあ、構わないさ。俺には答えなくても答えさせるなんて手はいくらでもあるんだよ。あひゃひゃひゃっ、久しぶりだな、女に復讐するのは。そそるなぁ」

　セツナたちとの愛のあるセックスもいいが、やはり組み伏せて無理やりというのも悪くない。

　最近、ラピスといいセツナたちといい、純愛ばかりで少々食傷気味だった。

「この外道！」

「卑怯者の次は外道か。その眼、いいなぁ。俺に恨みを持つ奴やつを返り討ちにするって、変に興奮するんだよ。復讐に対する渇望を知っているだけに、それを踏みにじって、凌りよう辱じよくすることに昂たかぶる。なんだろう、今の気持ちは言葉にできない。ただ一つ言えるのは、【鷹眼】には感謝しないとな。奴のおかげで、こういう趣向を楽しめる」

　復ふく讐しゆうに燃えるものは同志であり、なるべく力を貸してやるようにしているのだが、逆恨みをしているものに容赦はしない。

　同情の価値なしというやつだ。だから、その逆恨みすらスパイスにして、迷惑をかけられた分楽しませてもらう。

　俺の言葉が癪しやくに障ったのか【鷹眼】の娘が目に涙を溜ためながら暴れ始める。

　だが、弓使いがこの距離で組み伏せられてできることはない。

　二、三発殴って黙らせてから服をはぎ取ると生娘のような悲鳴をあげた。

　ああ、この反応、処女だな。

　復讐がより楽しめそうだ。

　さあて、お薬、お薬。

「まあ、なんだ。父親を殺されて俺が憎いみたいだが、その恨みがいつまでもつかな？　俺が大好きになるお薬をくれてやる」

　ポシェットから、特別製の媚び薬やくを取り出す。

　新作だ。

　ただ快楽を与えて性欲を増幅するだけじゃない。人間に使うのは初めてで、楽しみだ。

　組み伏せた女が血を吐く。

　舌を嚙かみ切ったようだ。

　なるほど、好き勝手されるようなら、死んだほうがマシか。

　そう言う奴は星の数ほど見てきたが、実際に死ぬ奴は滅めつ多たに見ない。

　ただ、悲しいことに目の前にいるのは回復術士だ。

「自殺なんて許すわけがないだろ？」

　俺の前で自殺なんてできるはずがない。

　即座に【回復ヒール】してしまう。

「なんで、死ねないの」

　自殺に失敗し、これから自分に起こることを想像して目が潤んでいる。

「ああ、それはまだ死んだら困るからだよ」

　また舌を嚙み切られても困るので布を嚙ませる。

　その布には特製ポーションたっぷり。

　女が内股をこすり始める。

　その目は物欲しそうに俺を見ている。

「ひひひ、いつまで正気を保てるかな。本当に父親を愛していて、仇を討つのなら、俺を喜ばせるようなこと言わないし、しないよなぁ」

　戦場で、こういうプレイは初めてだが、特殊なシチュエーションで興奮できそうだ。

[image: ]

　さて、この女はどれだけ持つか。

　そんなことを考えながら、俺は笑って見せた。







[image: 第五話　回復術士は英雄となる]







　新たな復讐対象が眼の前で、涙を流し、股から愛液と精液を流して痙けい攣れんしている。

　天空を舞う竜を矢で射い貫ぬき、俺の予定を狂わせ、クレハ、フレイア、エレンを危険に晒した弓使い。

　それだけでなく、俺に卑怯者だとレッテルを貼ってきた。

　一つ一つの罪はさほど大きくないが、これだけ積み重なると許すわけにはいかない。

　しっかりと復讐しないといけなくなった。

　クレハたちから見えないほど離れていることもあり、戦場の中でぐちゃぐちゃにしてやった。

　さすがの俺も戦場では初めてだが、これはいい趣向だ。

　外でするのも見られるのも嫌いじゃない。そんな興奮を血と炎が煽あおる。

　戦場でそんなことをしてると、弓使いを助けようと新たな敵がやってくるが、そんな奴らは皆殺しにした。

　こんな雑魚、片手間で十分だ。腰を振りながらでも殺せる。

「あああ、くりゃさい、ケヤル様の、くりゃさい」

「いいのか、父親の仇じゃなかったのか」

　ぐったりとしていた【鷹眼】の娘がいつのまにか、自分から抱きついてきて、俺のモノを入れてしがみつきながらガクガクと腰を振っている。

　そんな俺たちに向かって矢が飛んで来たので、摘つまんでダーツの要領で投げると、また一人バカが死んだ。

　さきほどから、邪魔する奴はこんなふうに雑に殺している。

　剣を持ってやってきた連中がいるので、手のひらを向け第三階位魔術【炎弾】を放つと、まとめて吹き飛んだ。

「ああ、ああ、ぎもちいいい」

　そんなことをしている間も、【鷹眼】の娘は腰を振っている。

　尻を摑んで、そのまま思いっきり腰を突き入れると、絶頂したのか背中がそらされてつま先までピンと伸びる。

「ひぎいいいいいい、あああ、また、いっちゃいました。動いて、動いて！　もっと、腰を動かして、動かさせて！」

　そうやって絶頂したのは良いが、こうやって突き入れたままなので、さきほどのように自分で腰を振ることもできない。

　泣きながら動かさせてと懇願してくる。

「そうして欲しければ、俺の質問に答えろ」

「質問、なんれすか、それより、○○○○！」

「父親の仇の俺が憎いんじゃないのか？」

「お父様より、○○○○のほうがずっと大事です！　動いて、じゃなきゃごろして、動いて、じゃなぎゃごろじて！」

「ぷはっ、あはははははははははは」

　涙混じりにひどい顔で、あまりにも間抜けなことを言うものだから大笑いしてしまう。

　ご褒美に、四つん這ばいにして後ろから突いてやる。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！　ありがとうございます！　いぐうううう」

　絶頂にあわせて精を吐き出す。

　虚うつろな眼めでびくんびくんと身体を震わせて、そのまま失神した。

「なかなか楽しかったよ」

　久しぶりに楽しめた。

　何より笑えた。

「あっちの連中はどうするか」

　助けるわけでもなく遠巻きに見ている連中は放置している。

　どうやら、この弓使いは人気があるらしい。奴らは股間を膨らませて痴態を眺めている。恥ずかしい連中だ。

　何人か殺されたせいで、助けに行っても無駄という免罪符を手に入れたからだろう。

「さてと、これぐらいで十分か。知りたいことは知れたし、すっきりだ」

　遊び過ぎたかな。思ったより薬が強かった。

　なかなか調整が難しい、こればかりは慣れない。

　完全に弓使いは壊れてしまった。

【鷹眼】の娘だけあって、なかなか頑丈だったが少々遊びが過ぎた。

　レベルもスキルも技能もステータスも優秀だが、普通の美人の範囲にとどまっている。

　これでは、俺の所有物おもちやにはふさわしくない。

　まだ治そうと思えば治せるが、要らない。

　リサイクルはせずに捨てよう。

　俺は、股間を膨らませるだけで弓使いを助けようともしない薄情ものたちのもとへと弓使いを蹴り飛ばす。

　まあ、俺の〝食べ残し〟でも十分楽しめるだろう。

　……うわぁ、戦場で無抵抗な女を相手に始めやがった。

「呆あきれるな。奴らには良心や常識というものがないのか」

　ため息を吐いて、着衣を整える。

　やっぱり復ふく讐しゆうはいいな。最高の娯楽だ。

　必要な情報を【回復ヒール】で記憶を漁あさって手に入れた。

　それだけじゃない、こいつの父親である【鷹眼】は技能を【模倣ヒール】する隙を与えてくれなかった。

　しかし、娘のこいつからはしっかりと技能を【模倣ヒール】させてもらった。遺伝なのかレアで強力な技能を持っていて満足だ。

　さて、これで復讐は終わりだ。

　ちゃんと頭を切り替えよう。

　ここからはお仕事だ。

　レクリエーションは終了。

「ジオラル王国、ずいぶんと面白いことになっているな」

　口角を吊つり上げる。

　弓使いは、大貴族かつ英雄の娘だけあってなかなかの情報を持っていた。

　まさか、あそこまでジオラル王がぶっ飛んでいるなんて想像もしていなかった。

　ジオラル王国は一周目でもアレだったが、あくまで魔王と魔族から人類を守る盾という外面を守りつつ、陰でひそかに禁呪を作り上げ魔王を殺し【賢者の石】を得ることで世界征服をしようとしていた。

　しかし、今のジオラル王国は違う。

　もはや、外面を投げ捨ててしまった。

　ただ、もてるすべての力、外道なものも総動員して、逆らうものすべてをなぎ倒そうとしている。

　黒い騎士たちは、ジオラル王国の力の一端でしかなく、ありとあらゆる禁忌の力を使い、人間だろうが魔族だろうが、己の敵をすべて踏みつぶしている。

　いや、自国だろうと他国だろうと関係なくだ。

　ジオラル王に逆らうものはみんな死ぬか、黒い騎士にされる。

　ジオラル兵も恐怖で縛られている。命令に逆らう、あるいは脱走すれば黒い騎士にされる。それが嫌で、黒い騎士たちと肩を並べて戦っている。

　今のジオラル王は魔王よりよほど魔王らしい。

　勇者や正義を掲げて戦うつもりはないが、あんな奴やつに好き勝手されれば、復讐を終えたあとに待っている楽しい生活がぶち壊される。

　ジオラル王国に支配された世界なんて想像もしたくない。

　だから、ジオラル王国を壊す、完膚なきまでに。

　俺の幸せを邪魔するものはすべて排除だ。

「おっ、ラナリッタも頑張るものだな」

【翡翠眼】で視力を強化し、さらに【模倣ヒール】で弓使いから得た技能【鷹眼】の重ね掛けをすることで二重に視力と動体視力を強化、透視能力まで得た規格外の眼で街を見る。

　これは便利だ。【鷹眼】は技能だから体質である【翡翠眼】と併用できる。

　この眼があればすべてを見通せる。

　街では驚くの光景が繰り広げられていた。

　なんと、黒い騎士相手にラナリッタ側が善戦している。

　冒険者たちやラナリッタの私設軍が連携して、殺すのではなく罠わなに嵌はめたり、うまく誘導して、一か所に集めたところを数人がかりで氷魔術をかけて無力化したりしている。

　犠牲は少なくないが、しっかりと対抗できている。

　司令官がいいのだろう。

　まあ、こういう作戦ができるのは俺のおかげでもある。

　後方部隊が無事であれば、黒い騎士たちをフォローしていただろう。

　その後方部隊を復讐のついでに潰したから、ラナリッタ側の策がはまる。

　……ただ気になることがある。

　噂うわさの黒い騎士を生み出す黒い騎士がいない。

　それはラナリッタにとっては幸いだ。そんな奴らがいればとっくに滅びていただろう。

「ご主人様が怖いの、女の人をあんなに乱暴に、ぶるぶるぶるぶる、グレンもいつかあんなことを……逃げるの！」

　走り去ろうとした子ギツネの首根っこを捕まえる。

　そういえば、クレハたちに見られていないから羽目を外して楽しんだが、グレンのことは気にしていなかったな。

　俺のお楽しみ中も隣でずっと見ていたのか。

「俺は身内には優しい。グレンが望まない限り、そういうことはしない。だいたい、キツネ相手に獣じゆう姦かんするつもりはない。身が危うくなったら、さっさとキツネになれ」

「グレンを食べない？」

「食べない」

「信じてあげるの！　だから、グレンにあんなことしちゃだめなの！」

　ふむ、トラウマにはなっていないみたいだ。良かった。

　よくよく見るとグレンも可愛いな。幼いがキツネ耳美少女というのも素晴らしい。

　暇になったら少しずつ仕込んでいこうか、いつか自分の意思で俺に抱かれたいと言うように誘導していくのだ。

　もふもふのキツネ尻尾に顔を埋うずめながら、いろいろとするのは気持ちよさそうだ。

「なにか悪いことを考えている顔なの！」

「気のせいだ。考えていたのはとってもいいことだ」

　噓うそは言っていない。俺にとってとってもいいことだ。

　遅くなったが、クレハたちのところへ戻ろうか。

　竜を癒いやして飛べるようにしなければ。
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　クレハたちのところに戻ると、クレハとフレイアがいなかった。

　エレンと竜騎士が、応急手当てを受けた竜の側そばに佇たたずんでおり、セツナが護衛として周囲を警戒している。

「エレン、クレハとフレイアはどうした」

「クレハとフレイアはラナリッタの方々に救援を請われて、街に向かいました。正義感の強いケヤルガ兄様がここにいれば、かならず協力するからって。付近の黒い騎士たちは全滅させましたし、ケヤルガ兄様があの弓使いと敵の後方部隊を撃破したので、周辺の安全は確保できています。だから、セツナだけは護衛に残して、二人に救援の許可を出しました」

　分断された場合の指揮を行うエレンが快活に答える。

「ああ、そうか。いい判断だ。こんな非道なことを許してはおけないからな」

「はい、ケヤルガ兄様もそう考えて、竜の飛行に邪魔な弓使いを排除するだけではなく、後方部隊も殲せん滅めつしたのですよね」

「よく、俺の意図を読み取ったな。えらいぞ」

　エレンの頭を撫なでてやる。

　俺はフレイアたちの前では、正義感で動いているという建前を見せており、それをフレイアたちは信じている。

　……フレイアたちの前で見せている正義感がある俺なら、ラナリッタを見捨てたりしない。

　エレンの判断は間違ってはいない。

「竜を見せてくれ。【回復ヒール】する」

　竜に寄り添っている竜騎士に話しかける。

「よろしくお願いします。【癒】の勇者様。ですが、片翼がちぎれちまっています。こうなりゃ、どんな【回復ヒール】だって治せません。こいつはもう飛べません」

「忘れたか、俺が肩を治すところを見せただろう。俺の【回復ヒール】は普通じゃない」

　通常の【回復ヒール】とは消毒と自己治癒力の強化の組み合わせでしかない。

　つまるところ、放っておいて治るものしか治せない。

　部位欠損の治療は不可能だ。

　しかし、俺の【回復ヒール】は違う。時間の巻き戻しにすら近い。あるべき姿へと回帰させる。

「【回復ヒール】」

　翼をもがれた竜の傷が癒える。

　翼だけでなく、疲労やかつての古傷すらも癒し尽くし、この竜にとって最善の状態へと導く。

「これで飛べるな」

「信じられない……これが、【癒】の勇者の力」

　竜騎士が目を見開いて、声を震わせる。

　それだけ信じがたい光景なのだろう。

「さて、これからどうするか。もう日が暮れる。竜を飛ばすわけにはいかないな。なにより、クレハとフレイアが街の中だ」

【翡翠眼】と【鷹眼】の組み合わせで街を見ると、二人は大暴れだった。

　クレハが黒騎士たちを次々にぶった斬って無力化し、フレイアが超広範囲の氷魔術でまとめて氷漬け。

　やっていることは、ラナリッタの連中と一緒だが、クレハとフレイアは二人でラナリッタ全軍並みの働きを見せる。

　レベル２００オーバーかつ、勇者の力、恵まれた素質値、強力なスキルと技能、そして圧倒的な実戦経験。

　そのすべてが絡み合った結果だろう。

　セツナがくいくいと俺の裾を引っ張った。

「ケヤルガ様、二人を呼び戻す？」

「いや、乗りかかった船だ。いっそ毒を皿まで喰くらおう。俺たちも助勢する。街の中の黒い騎士を一掃する」

「わかった」

　セツナが頷いて氷の爪を魔術で作り出すと、エレンがセツナに戦術を授けた。

「竜騎士、おまえは竜と共に森に潜み、相方と合流してくれ。明日の正午に、森の入り口で待ち合わせだ」

「かしこまりました。御武運を」

　予定変更があったものの、想定していた状況とのズレもあり、むしろこれで良かったとすら思える。

　このトラブルすら味方につけて予定を修正していこう。
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　ラナリッタの街の中でクレハたちと合流した。

　俺たちが全員揃そろったことで、殲滅力は格段にあがる。

　エレンが作戦を立案することで常に最適な戦術でパーティは動き、そのエレンをセツナが守る。

　グレンの炎を剣に纏まとったクレハは単独で黒い騎士たちを消滅させることが可能となり、フレイアの戦術級魔術は冴さえを増す。

　そして、すべてをこなせる俺は好き勝手暴れつつ、全員をフォロー。

　不死身の黒い騎士たちを殺し尽くす。

　日が完全に沈むころ、ラナリッタに潜伏していた黒い騎士は全滅した。

「ようやく終わったな」

「ん。セツナ、もうくたくた」

「ええ、さすがに今回は疲れたわ」

「魔力がすっからかんです」

「ケヤルガ兄様、私も頭を回転させ続けて気分が」

　体の疲れや怪け我がは【回復ヒール】で癒してしまう。

　ただ、精神の疲れと魔力の消費だけはどうしようもない。

　しっかりと体を休める場所がほしい。でないと明日からの行動に支障がでる。

　その場で休んでいると、周囲に人が集まってくる。

「すげえよ、あんたら」

「一騎当千ってこういうことを言うんだな」

「ありがとう、あなたたちが来なければラナリッタは終わっていたわ」

「お兄ちゃんたち、かっこよかったよ！」

　次々に感謝の言葉が飛び出してくる。

　クレハは頷き、セツナは鼻息を荒くし、フレイアは鼻をかいて、エレンは微笑する。

　まあ、たまには普通に感謝されるのも悪くはない。

　そして、その人だかりを割り、奥から立派な白い鎧よろいを身に纏った壮年の男が現れる。

「【癒】の勇者ケヤル様、【術】の勇者フレア王女、【剣聖】クレハ様、その仲間の方々。ラナリッタを救っていただき、感謝します。あなたがたが竜より舞い降り、助勢してくださらなければ、ラナリッタも黒い騎士たちに吞のみ込まれておりました。私は、この街の領主。アフル・レアル・ラナリッタ。ぜひ、我が屋敷で歓迎させてください。そして、これからの話をさせていただきたい」

　俺たちの正体を知った周囲の人々が沸き上がる。

　ラナリッタでは、とある事件により【癒】の勇者ケヤルと【術】の勇者フレア王女は英雄になっている。

　そして、【剣聖】クレハも生粋の英雄で、人々が歓声をあげるのも納得できる。

「ええ、歓迎を受けましょう。……そして、今後のこと。邪悪に堕おちたジオラル王国を倒すために語り合いましょう」

【剣聖】クレハは見た目でわかるとして、俺とフレイアの正体を見破ったのはどういう手品だろう？

　この街の軍を指揮していたのは彼であり、なかなかの辣腕を振るっていた。

　そして、この街をここまで発展させた男。

　傑物じゃないはずがない。有意義な話ができそうだ。

　彼の屋敷でしっかりと体を休めつつ、ジオラル王国を潰すために、今の状況に応じた最適解を出すとしよう。
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　ラナリッタを放置して先に進むつもりだったのに、なし崩し的に救ってしまった。

　正義感がありすぎるのも考えものだ。

　ラナリッタの人々の歓声を受けながら、俺たちはラナリッタの領主であるアフル・レアル・ラナリッタの馬車で彼の屋敷へと向かっている。




　馬車の周囲には人々が押し寄せて、俺たちへと感謝の言葉と声援を送り続けている。

「びっくりしますね。ここまで歓迎されるとは」

「うるさいのー、お昼寝の邪魔なの」

　街にはさきほどの戦いによってできた傷跡が生々しく刻まれていた。

　この状況で、これだけ熱烈な歓声を受けるとは……いや、逆か。こんな状況だからこそ英雄が必要となる。

　英雄なんて宗教と一緒で縋すがり付くための寄る辺にすぎない。

　未来が明るくなると信じさせる何かを人々は常に欲しがっている。今はそれが俺なのだろう。

　領主、アフル・レアル・ラナリッタが俺の顔を見つめて、口を開いた。

「竜に乗って救世主が現れるとは思ってもみませんでした。まるでおとぎ話だ」

「ただの偶然です。……別件で、ジオラル王国に向かう途中でした。そこで、この街の惨状を見てはせ参じたわけです。さすがにこれは見過ごせない」

　俺は微笑ほほえみながら適当なことを言う。

　救ったのは成り行きだが、馬鹿正直にそんなことを言う必要はない。

　感謝したいのならさせてやる。

「さすがは真の勇者です」

「……それですが、なぜ私が【癒】の勇者だとわかったのでしょうか？」

　今回の戦いでは【癒】の勇者の象徴である【回復ヒール】は使っていないはずだ。

　加えて、フレイアはフレア王女の頃とは顔を変えている。

「簡単なことです。顔を変えているとはいえ、あれだけの魔術を使えるのは【術】の勇者フレア王女に違いない。ならば、その隣に立つのは【癒】の勇者ケヤル様しかおりますまい」

「言われてみれば、そうですね」

　深読みしすぎた自分が情けない。

　フレイアが本気を出せば、【術】の勇者だとばれるのは当たり前。そうなれば、俺の正体もばれるわけか。

「そろそろ私の屋敷に着きます。精いっぱいのもてなしをさせていただきます。皆様、お疲れのようですし、体を休めていただき、食事をしながら、今後の話をしましょう」

「お言葉に甘えます」

　精神の疲れを取るための環境としては申し分ない。

　……アフル領主がジオラル王国と繫つながっていない保証はないが。

　もし、罠わなに嵌はめようとしてくるなら、そのときは生まれてきたことを後悔させてやろう。




　　　　◇




　精いっぱいのもてなしというのは本当だった。

　貴族相手に使うような最上級の部屋を自由にしていいと言われ、今は豪ごう奢しやな大浴場を使わせてもらっている。

　浴場というのは、使うのにも維持するのにも多額の金がいる貴族の娯楽だ。

　戦場を駆け回ったせいで、砂すな埃ぼこりやら返り血やら、いろいろなもので汚れていることもあり、ありがたい。

「これ、いい」

　セツナが湯舟から顔だけ出して、いつものきりっとした表情ではなくまったりとした顔をしている。

　普段はピンとしている狼耳もぺたんと倒れていた。

「お風呂なんて久しぶりね。なかなか屋敷の外では味わえないもの」

「私は初めてなのに懐かしい気がします」

　クレハとフレイアは慣れたものだ。なにせ二人とも生粋のお嬢様だ。

　エレンもうっとりとしていた。

「ケヤルガ兄様、お風呂とはいいものですね。旅でも定期的に使いたいものです。衛生面の改善及び士気の高さを維持するのに効果的ですよ」

「まあな、心の疲れだけは俺の【回復ヒール】ではどうにもならない。錬金術の力で携帯用の湯舟でも作れないか考えてみよう。湯舟さえあれば、水と炎はフレイアに任せられる」

　石や木の材質では不可能だろうが、テントのような携帯式で軽量なものを考案してみよう。

　それにしてもいい景色だ。

　上気した美少女たちの肌というのはそそる。

　セツナやエレンの控えめなのも、クレハやフレイアの大人の魅力たっぷりなのも風呂場ではより輝く。

「グレンも、お風呂は嫌いじゃないの。楽しいの！」

　子ギツネが気持ちよさそうに犬かきをしていた。キツネのくせに。

　この場でそれか、グレンはいつもマイペースだ。

　まあ、これはこれで可愛かわいい。

　じゃあ、風呂ならではの楽しみ方をするとしよう。

　セツナを後ろから抱きしめる。

「きゃっ、ケヤルガ様」

　セツナのうなじが赤く染まる。それは体が温まったからだけではない。

「セツナはたくさん頑張ってくれたからな。ご褒美だ。可愛がってやろう」

　こういうシチュエーションを楽しめる機会はなかなかない。

　風呂の中でやると、いつもと違った感触や反応を味わえるだろう。

「セツナちゃんだけずるいです。私も可愛がってください。今日はたくさん凍らせました！」

「そうね、私たちもがんばったわ。可愛がってもらってもいいはずよ」

「私もです。私の戦術がなければ、敵を撃退できませんでした」

　フレイアとクレハとエレンも近くにやってきておねだりしてくる。

　昨日に続いて、また全員とというのはハードだ。

　しかも、今日は戦場で復ふく讐しゆうセックスをしたばかり。

　だが、やって見せよう。

　大浴場でなんて、もうそんな機会はないかもしれない。

「仕方ないな。全員、可愛がってやる」

【回復ヒール】を使えば俺の体力は無尽蔵だ。

　明日の決戦に備えて、女たちの心も体も癒すとしよう。




　　　　◇




　風呂場でがんばりすぎてのぼせかけた。

　性的な興奮による高まりと、風呂の効果が合わさって、ふわふわしながらのプレイ。

　体の小さなセツナやエレンなどは、意識が朦もう朧ろうとしてふにゃふにゃで可愛がっていて面白い。

　感触も中の具合もいつもと違って、新鮮だった。

　機会を作って、また風呂場で可愛がってみたいものだ。

　風呂から出ると用意してもらった服に着替えて涼む。

　みんな、どこかぼうっとしている。

「……ケヤルガ様、すごかった」

「ですね。ちょっと、今日のは忘れられません」

「乱れすぎて恥ずかしいわ」

「ケヤルガ兄様はすごいです」

　さきほどの感想をそれぞれが呟つぶやく。その仕草が可愛くてこの場で襲いたくなったがそれは我慢しよう。

　そろそろ夕食の時間だ。

「【癒】の勇者様、夕食の支度ができました。ご案内します」

　使用人がやってくる。

　さあ、気を引き締めよう。

　アフル領主から新たな情報が得られるかもしれない。




　　　　◇




　領主からの歓待ということで期待していたが、その期待以上に豪勢な食事が並んでいる。

　ワイン一つとっても、そこらの労働者が一ひと月つき働いても買えないたぐいのもの。

「皆様、心ばかりの食事を用意させてもらいました。マナーなどは気にせずに、お好きに楽しんでください。足りなければいくらでも作らせますし、食べたいものがあればお申しつけください。材料が手配できるものであれば作らせます」

　……これ以上ないぐらいにこの人は俺たちを楽しませようとしている。

　だからこそ気を付けないといけない。

　打算がないわけがない。

　俺は人を操るのは好きだが、好き勝手使われるのは嫌いだ。

　奴やつの真意を見逃さないようにしないと。

「心ばかりなんてとんでもない。このようなご馳ち走そうは見たことがない。ありがたくいただきます」

　微笑みながら、思考を巡らせる。

　ある意味、もう戦いは始まっている。

　ワインを飲みながら、カードの切り方について俺は考えていた。




　　　　◇




　食事がひと段落し、デザートが出される。

　美しくデコレートされたケーキたち。

　今日の夕食は素晴らしかった。

　さすがはラナリッタの領主。ラナリッタで提供できる最高のものを出してきたのだろう。

「今日の食事は気に入っていただけましたかな？」

「もちろん。これほどの食事、王侯貴族でも滅多なことでは味わえないでしょう」

　これはお世辞じゃない。ただの事実だ。

「よろしければ、【癒】の勇者ケヤル様がラナリッタを出られてから、どうされていたのかを聞かせてもらってよろしいでしょうか？」

　ラナリッタでは大立ち回りを演じた。

　そんなに日数は経たっていないのに懐かしいとすら思える。

「ラナリッタを出てからは魔族領域に向かいました。好戦的で残虐な現魔王がいる間はこの戦争が終わることはないと思いましてね。話が分かる次期魔王候補に取り入り、現魔王を討伐して新魔王政権を打ち立てました。実は、私がジオラル王国に向かっていたのは、魔王とジオラル王国の裏の繫がりを知ったからというのもあります。裏の繫がりを清算したうえで、新魔王と人間の代表で会談をし、和平を実現したかったのです」

　八割の真実に二割の噓うそを混ぜる。

　これが一番ばれにくい噓の吐き方だ。

　あまりにもスケールが大きい話に、アフル領主が言葉を無くした。

「……それは本当ですか？」

「もちろん。その証拠に私たちを送り届けてくれた竜騎士たちは魔王軍のものです。そして、新魔王イヴ・リースは私の恋人だ。この戦争を止める交渉をする余地はありますよ」

「なんとも、そこまでとは。私は【癒】の勇者ケヤル様を甘く見ていた。さすがは真の勇者。そのような方法で平和を実現しようとするとは」

　アフル領主は心の底から感心したような声をあげる。

　そして、次々にイヴのことを聞いてくる。

　彼は新魔王とのパイプを欲しがっているようだ。

「いろいろな奇跡が積み重なった結果です。ただ、私が離れている間にジオラル王国は変わりすぎた。ジオラル王国をなんとかしなければ、話し合いなんてできそうにもありませんね」

　真の目的であるジオラル王の抹殺と【賢者の石】の回収については伏せておく。

　あれの存在を知れば、悪用しようとするのが目に見えている。

「そういうことだったのですね……。ならば、我々と目的は同じはずです。ケヤル様は魔族領域に出向いており、ご存ぞん知じないでしょうが。今のジオラル王国は地獄です」

「そのようですね」

【鷹眼】の娘の記憶を得ており、大まかな状況は知っている。

「ジオラル王は、自らは王ではなく神だと宣言し、神に逆らうものはすべて滅ぼすと宣言しました。当然、内外で大きな反発がありましたが、すべて黒い騎士たちによって飲み込まれております」

「でしょうね。あれの大軍を倒す術すべはほとんどない」

　どうやっても殺せない。

　氷漬けにしたり生き埋めにしたりして動きを封じるぐらいだ。

「ええ。しかも、黒い騎士たちの中には仲間を増やしていく特別な個体も存在します。今回の戦いでは姿を見せませんでしたが、あれが出れば終わりです……味方が次々と敵に変わっていく。グラローゼの街は、黒い騎士を増やす個体一体に滅ぼされた」

「グラローゼ、南方の要所。あそこを単独で落とすか。俺ですらできるか怪しい」

　なるほど、黒い騎士を増やす黒い騎士はやはり単なる噂うわさではなかったのか。

　ただ、数はそう多くないみたいだ。

　もし、黒い騎士を増やす黒い騎士の数がそれなりにいるなら、ラナリッタという強い街を落とすのに使わないはずがない。

「ジオラル王の目的はなんだと考えていますか？　ぶっちゃけた話をすれば、今でもジオラル王国は世界を征服しているようなものだ。魔族との戦争状態という茶番を演じながら、それを盾に世界各国から援助をたかる。世界最高の人材と資金があり、どの国もジオラル王国に逆らえない」

　そこが不思議だった。

　こんな強引なことをしても得られるものはないというのに。

「……何が目的かはわかりませんが。神を名乗ると同時にジオラル王が要求しているのは、民の命です。自国、他国を問わず、民に命を差し出せと言ってくるのです。逆らえば黒い騎士がやってくる。殺さつ戮りくのための殺戮。ただ、わかっているのは戦わなければ皆殺しにされることだけ。絶対に従うわけにはいかない」

「いったい、ジオラル王は何万、何十万の人間を殺すつもりだ？　殺戮のための殺戮……いや、待て。そういうことか。だから、神と名乗ったのか。面白い」

　ようやく見えた。

　一周目の世界で、奴が執り行おうとした禁呪。

　あれは世界征服を目的としていて、その手段として神となるというものだった。

　あれを【賢者の石】なしでやろうとしているのか。

　それなら、数十万の魂が必要になるのもわかる。

「ケヤル様、何か心当たりが」

「ええ、遥はるか古いにしえに存在した禁呪。それがジオラル城の地下に仕掛けられているのを脱獄の折に目にしました。それは……」

　隠すことでもないので、その禁呪について教える。

　すると、アフル領主が震え始めた。

「どうかしている」

「どうかしていないなら、こんなことしないでしょう。あなたは、俺にあのイカれた王を殺してほしいと頼むつもりだったのでしょう？　安心してください。俺は俺の意志であの王を討つ」

　ジオラル王は一周目でも二周目でも随分と俺を苦しめてくれた。

　その礼はしないと。

　そして、王を殺し、【砲】の勇者ブレットを待ち伏せて殺せばついに復讐は完了する。

「心強い。ですが、単独では無理です。私はいくつかの国、街、村をとりまとめ対抗組織を作り上げております。我々と協力してください。……すでにジオラル王を倒すために他国の勇者が三人も派遣されましたが、すべて返り討ち。いえ、ただの返り討ちならまだ良かった。囚とらわれ、黒い騎士となり絶大な脅威になっている。わかりますか、もし【癒】の勇者ケヤル様まで敵に回れば、世界は終わりだ。どうか慎重に」

　この非常事態に他の勇者が動いていたか。

　勇者は世界に十人存在する。ジオラル王国には【術】【砲】【癒】、同盟国に【剣】が存在し、残りは当然他国に存在する。

「慎重に行きたいところですが……、明日には出発しないといけない。実は交渉の他にもう一つ目的がありましてね。魔王の秘宝が盗まれたのです。今の話で確信しました。その秘宝はジオラル王のもとへ届けられようとしている。あれが届けば数十万の魂なしに禁呪は完成してしまう。無む茶ちやをしてでも明日には仕掛けるべきだ」

「そういうことなのですね……かしこまりました。ならば、可能な限りの支援をさせてください。私のパイプをすべて使って、明日までに集められる兵すべてで仕掛けます。少しでもケヤル様の勝率があがるように」

「いや、ジオラル王国へ今から兵を派遣するのは無理だ。各地で大きな反攻作戦を繰り広げてほしい。そうすれば、王は各地に戦力を派遣しなければならなくなる。そちらのほうがありがたい」

「では、そのように」

　ささやかな手助けだが、ないよりはマシだ。甘えるとしよう。

　０・１％程度でも勝率はあげたい。

「ケヤル様、もう一つお願いがあります。ジオラル王を倒した後には、ジオラル王国を立て直さなければなりません。実務は私が行えますが、人々を惹ひきつけ、納得させるだけのシンボルが必要です。それは私にはなしえません。世界を救った【癒】の勇者ケヤル様、そしてその伴侶である【術】の勇者、フレア王女が立つべきだ」

　ジオラル王国の影響力は大きい。

　曲がりなりにも人間同士の戦争が行われなかったのは、ジオラル王国という強大な存在があったからこそ。

　ジオラル王国がなくなれば、戦乱の時代がくるだろう。

　それだけでなく、ジオラル王国に所属する街や村に次々と他国が群がり略奪していく。

　ジオラル王国は無くなってはいけない。

　だが、立て直すには、だれもが納得する新たな顔が必要となる。アフル領主は俺とフレイアこと、フレア王女にそうなれと言っている。

「俺はともかく、フレア王女はジオラル王の娘だ。民が納得するでしょうか？」

「だからこそいいのです。正統な王家の血を引き、なおかつ正義のために闇に堕おちた父を裁いた悲劇のヒロインという脚本を用意すれば、いいシンボルになる」

「そのあたりのことは任せましょう。あなたがたの得意分野だ」

　想像もしていなかった……という演技をしているが、この提案は想定の範囲内だ。

　きっと、この男ならこう言うと思っていた。

　だからこそ、俺は彼に招かれた。

　俺の恋人のイヴが魔王として魔族を率いて、俺の所有物ペツトのフレイアにジオラル王国を任せれば、この世界は思いのまま。俺にとっての理想の世界を作れる。

　事前準備は整った。

　あとは、ジオラル王を討つだけ。

　もっとも、その〝だけ〟が遠い。黒い騎士へと堕ちた名も知らぬ三人の勇者、黒い力に侵された狂気の王、その黒い力の源。魔王をおかしくしたナニカ。【砲】の勇者ブレット。

　そのすべてを打ち破り、俺は俺の求める世界を手に入れてみせよう。

　決戦は明日だ。
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　食事のあと、ラナリッタの領主アフルと打ち合わせを行っている。

　エレンには残ってもらい、セツナたちは先に部屋に戻らせた。

　今の議題は明日のジオラル城強襲ではなく、ジオラル王を倒したあとのことだ。

　巨大な悪を倒してそれですべてがうまく行く。

　……なんていうのは物語の中だけで現実はそんなに甘くはない。

　むしろ、その後のほうが大変なぐらいだ。

　こういう話はジオラル王を倒してからでもいいと思うだろうが、それでは遅い。

　何事も事前の準備が必要だ。

　というわけで、俺達はこうして場をもうけている。

　エレンが打ち合わせの内容をまとめる。

「では、国の名前は変えない、ジオラル王を倒したあとは、新生ジオラル王国だということを強くアピールするという方針で行きましょう」

「ああ、ジオラルの名はたとえ悪名をかぶった今でも捨てるには惜しい」

　ジオラル王国が存在したからこそ、人間同士の戦争は起こらず平穏を保てていた。……認めたくはないがこれは事実だ。

　ジオラル王国という強大な支配者がいなくなれば、野心をもった連中が暴れ出すのは目に見えている。

　それは一国、二国の問題で収まらない。

　一歩間違えれば、戦乱が世界中に燃え広がっていくだろう。

　人間は欲深い。俺はそのことを誰より知っている。

　人の善意や理性に期待すれば待っているのは破滅だ。

　ジオラル王が倒れたあと、欲深い連中を押さえつける何かが必要だ。

　その点では、即座にフレイアを即位させ、新生ジオラル王国を名乗るというプランはありだ。

　新生ジオラル王国になるとはいえ、ジオラル王国は残る。

　今のジオラル王国のような無茶はできないため、いずれは舐なめられて押さえが利かなくなるが、時間稼ぎにはなる。

　ただ、そうするにも問題は多々ある。

「あの、アフル様。人材のほうは本当に大丈夫なのでしょうか？」

「ええ、安心してください。ラナリッタは自由都市。国の内外から政務や経済に長たけたものが集まっております。スネに疵きずはありますがね。政争に負けたものやら、貴人の夫人相手に不倫したもの、不正がばれたもの。他にもいろいろと……名前も立場も捨ててはいますが、能力がある。本来、彼らのような人間は表舞台には立てませんが、緊急事態です」

「……へえ、そういうリサイクルもあるのですね。私にはない視点です。勉強になりました」

　エレンは興味深そうにしていた。

　ノルン姫だったころには、こういった負け犬たちに意識を向けていなかった。だからこそ、面白いのだろう。

　国を立て直す際の最重要課題の一つが人材不足。

　ジオラル王は、黒い力を公に振るうようになってからというもの、自らに逆らう家臣たちを殺しすぎた。わずかな生き残りも次々に離反してジオラル王国を去っている。

　……すでに国としての機能が壊れている。税の徴収や法の執行すらろくにできていないらしい。

　もし、フレイアが即位しても、ジオラル王国は極度の人材不足でまともな運営ができない。

　外から人を引っ張ってくる必要がある。だが、信用できる人間を見つけることはひどく難しいし、そもそもここまでやらかしたジオラル王国に来てくれるものは少ない。

　ましてや、能力や実務経験があるものはなおさら。

　その難題をアフル領主が解決すると断言してくれた。

　スネに疵を持っているものたちだが、ジオラル王国は現在進行形でスネに疵をつけまくっている。

　まったくもって問題ない。

　最大の懸念を解決したので、思いのほかスムーズに話は進んでいく。

　エレンが口を開いた。

「他国を押さえつける方法は必要ですね。平和を愛する新生ジオラル王国では、いつかは野心的な国の反発を許します。……今のジオラル王国の強請ゆすりに近い援助要請って、あれはあれで優秀なシステムなんですよね。他国を適度に締め付けて、消耗させて、戦争する余力を奪えます。新生ジオラル王国は、クリーンなイメージを守らないといけないので真似まねできないのが辛いです。悩ましいですね」

　考えていることは俺と同じだ。

　エレンも、ただフレア王女と俺を祭り上げて新生ジオラル王国を誕生させるだけでは不十分だと感じている。

「だな。ジオラル王国の強請りは我欲にまみれたものだったが、反乱の芽を摘むという点では優秀だった」

　ジオラル王国は人類を魔族から守るために、ありとあらゆる国から、資金、物資、人材、技術を徴集していた。

　これは平和維持のためと考えると理にかなっている。

　そうすることで、他国が反発できない状況を作り出していたのだ。

「こういうのはどうだ？　『人類は手を取り合うべきだ。新生ジオラル王国は平和のため戦争根絶を宣言する。戦争を引き起こした国には、ジオラル王国は正義の鉄てつ槌ついを下す』と宣言するんだ。俺たちの力を誇示することで抑止力になる。勇者が三人居れば、それだけで一軍を凌りよう駕がする」

「一歩間違えば、いろんな国から袋ふくろ叩だたきに遭いますが、その路線で行くしかないですね。……ジオラル王国がケヤルガ兄様のものになったら、いっそのこと、どこかの国をそそのかして暴れさせて、見せしめに叩き潰つぶすぐらいはやりたいところです。ケヤルガ兄様に逆らうとどうなるか。バカな人たちは言葉ではわかってくれませんし」

　エレンが可か憐れんに微笑ほほえむ。

　その仕草と言葉があまりにもミスマッチで異様だ。

　アフル領主の表情が引きつっていた。

「……あなた方だけは敵に回さないようにしよう。あなた方は過激ではあるが、理性的で利害が一致する限りは共に歩ける」
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「アフル領主、俺は俺から奪う奴やつを許しはしません、ですが俺から奪うことはないですよ」

　それは俺のルールだ。

　あくまで俺は復ふく讐しゆう者であり、正義でないといけない。

　でなければ、あのクズどもと同じになってしまう。

「【癒】の勇者ケヤル様、今後のことはわかりましたが、明日はどうやって少人数で王城を強襲するつもりですか？」

「王城の脱出路から侵入する。王城というものには必ず、王族が逃げるための隠された脱出路がある。それはジオラル城も変わりはしない。そして、その脱出路のことを王族であるフレア王女は知っている」

　……正確には、フレイアの記憶を【回復ヒール】したことで得た俺は知っている。

　脱出路を通れば、最小限の消耗で王城に忍び込める。

「危険ではないでしょうか？　ジオラル王とてフレア王女があなたに付き従っていることは重々承知、ならば脱出路も警戒されているはず」

「そうだろうな。だが、王は脱出路の存在を自国の兵だろうと知られたくないはずだ。兵を配置するにしろ、ごく一部の信用できる兵しかおけない。その上、脱出路は道幅がせまく、王の手駒は数の利を活いかせない。城下町を突っ切って、真正面から王城の門をくぐるより何十倍も安全だ」

　エレンが横でこくりと頷うなずく。

　これはすでに二人でさんざん話し合ったことだ。

「なるほど、言われてみればその通りです。もう一つ懸念があります。ジオラル王が城にいる確証がない。ジオラル王を討つことができなければ城を占拠できても意味はない」

　俺は小さく笑う。

　アフル領主は根本的に勘違いしている。

「それは違います。最優先は秘宝が届く前に、あのバカげた禁呪を潰すことです。禁呪を発動されれば、その時点で終わりだ。幸い、禁呪の発動に必要な装置を動かすことはできない。あれはジオラル城にあるということが重要な意味を持つ。禁呪を潰せば、ジオラル王は後からでも処理できる」

　黒い騎士だけであればさほど脅威ではない。

　ジオラル王本人もだ。

　そして、口にはしなかったがジオラル王不在はありえない。

　ジオラル王はあの禁呪に執着している。

　今の状況で、王城を離れることはありえない。

「確かに。……私もまだまだ青い。最優先事項すら見落としていた。【癒】の勇者ケヤル様。私は私なりにできることを行っていきます。凡人らしく、地に足を着けてあなたたちを支えましょう。ですから、どうか、この国を、いえ人類を救ってください」

「任せてください。私は勇者ですから」

　それからいくつか確認して打ち合わせが終わる。

　部屋に戻ってゆっくりと眠ろう。

　風呂場でたっぷりと愛したし、これ以上フレイアたちと体を重ねるのはよしておこう。




　　　　◇




　翌朝、朝食を摂とり、俺たちは屋敷を出発し街を出る。

　ラナリッタを出るとき、多数の民衆に声援を受けて送り出された。

　こういう勇者らしいイベントは久しぶりだ。

　一周目では、フレイアたちのおまけとしていろいろ経験したが、二周目ではほとんどなかった。

　思い出せるのは、フレア王女が俺を迎えに来て、村のみんなに送り出されたときぐらいか。

「みんなの応援で力をもらいましたね」

「ん。セツナも気合いが入った」

「負けたくないって心の底から思えるわ」

「ケヤルガ兄様は大人気です」

「グレンは、声援よりお肉がいい」

　それぞれに思うところはあったようでいい顔をしている。

　街から出ると竜騎士たちと合流し、竜に跨またがる。

「竜を入れ替えたのか？」

　二日間世話になった竜ではなかった。

　顔つきや大きさが違う。

「よく気付きましたね。実は、こいつがケヤルガ様を乗せたいとわがままを言いましてね。きっと、ケヤルガ様に恩返しをしたいのでしょう」

「ＧＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ」

　竜が咆ほう哮こうをあげる。

　子ギツネモードになっていたグレンがびっくりして毛を逆立てる。

「俺たちのほうこそ世話になって感謝している。最後の仕事、しっかり頼む」

　竜が返事の代わりに翼を広げた。

　言葉よりも行動で示す。

　こういうのは嫌いじゃない。

　俺たちが乗ると、竜は力強く羽ばたき天に舞う。

　……この戦いが終わったら客としてではなく操縦士として乗せてもらいたいものだ。

　こいつとなら気持ちよく空を飛べるだろう。




　　　　◇




　竜たちは空を舞う。

　そして、ジオラル王国の上を通りすぎる。

　目的地はその先だ。

　ジオラル王国の裏手には巨大な滝がある。

　そこに降ろしてもらう。

　滝の近くにある森の中を歩いていき、なんの変哲もない大樹の根元を掘ると、巧妙に隠されていた取っ手つきの蓋が見つかった。

　錬金魔術で解錠して蓋を外すと、地下への入り口があり、足を踏み入れる。

　隠し通路の出口は滝の裏側で、豪快な水しぶきが目の前に広がる。

　そして、その反対側にはトンネルがあり城へと続いている。

「こんなところに出るんですね。ここから先が王城の地下に繫つながっているなんて驚きです」

　この地下通路の情報源であるはずのフレイアが感心している。

　記憶を消しているし無理もないだろう。

「王族御用達の緊急脱出ルートだ。見つからないように工夫を凝らしているさ」

　脱出ルートを使うのは、城が落ちそうになったとき。

　城からの追っ手が、城内の脱出ルートを見つけて追ってきたとしても、ここに出たとき滝から飛び降りたと考える。

　実際は、ここから森に出る隠し通路があるとは思わない。

　そのためにわざわざ隠し通路を分岐させている。

「みんな、何があっても俺から離れるなよ。ここから先は分岐が呆あきれるほど多い。正解のルート以外は即死トラップの嵐だ」

　これも脱出ルートの定番だ。

　時間稼ぎをしつつ、敵の数を減らすために、山ほど分岐を作り、罠わなを仕掛ける。

　王族の命を守るため、当代一の技師が技巧の限りを尽くした罠の数々が待ち受けている。

　まともに挑めば、俺でも無事に抜けられるか怪しい。

　ちなみに、この脱出ルートを作った錬金術士は王の命によって殺されている。

　理由は簡単。正解のルートと罠のすべてを知っているから。

　ここまで来ると偏執狂の領域だ。

　幸い、フレア王女の記憶は正しく、三十分ほど歩いているが一つも罠は見かけない。

「こんなジオラル王国の秘中の秘、ケヤルガ兄様はよく調べることができましたね」

「苦労はしたが、なんとか手に入った。さて、敵に遭わずに城までたどり着ければ力を温存できると思ったが、そうはいかないみたいだな。お仲間が現れたようだ」

　設計者を殺してでも秘密を守りぬいたこの脱出路。

　秘密を守るためにごく一部の兵士しか配置しないという見込みは甘かった。

　黒い靄もやに包まれ、理性のかけらもない生きた死体たちが道を阻む。

　黒い騎士たちなら秘密もくそもない。

　絶対服従で外に秘密が漏れることもないからだ。

　そして、俺が仲間と言ったのは、同じジオラル王国の人間だからじゃない。

　黒い騎士たちの中に勇者がいたからだ。

　ひと際目を引く、筋骨隆々な大男の手には勇者を示す紋章が、黒い闇に吞のまれた今も輝いている。

「グレン、おまえの炎を貸せ。強敵だ」

「しょうがない、力を貸してあげるの。ご主人様はグレンがいないと何もできないの」

　文句を言いつつも、グレンの炎が俺の剣を包む。

　目の前にいる勇者の得物は斧おの。【斧】の勇者か。

　肩慣らしにはちょうどいいだろう。

　理性を失った不死身の勇者ぐらい一蹴できなければ、理性をもったまま不死身になった【砲】の勇者ブレットには勝てない。

　腕試しにはちょうどいい。

　俺は燃える剣を強く握りしめ、思い切り踏み込んだ。
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　ジオラル城の脱出路を俺たちは走っていた。

　そこで、敵の一団と遭遇する。

　その中には、ジオラル王に挑み敗北した三勇者の一人、【斧】の勇者がいた。




【翡翠眼】でステータスを見ようとして、見られなかった。

　黒い瘴しよう気きが濃いと稀まれにこういうことが起きる。

【砲】の勇者ブレットと再会したときも、奴やつのステータスを確認できなかった。

　……強大な敵かつ、正しく力が把握できない【斧】の勇者とセツナたちを戦わせるのは危険か。

　重要な戦力であり、俺の大事な所有物おもちやだ。

　俺が相手するしかない。

「【斧】の勇者とは俺が戦う。セツナたちは残りを片付けてくれ！」

　するどく叫ぶ。

　それが今のパーティであれば最適解だろう。

　フレイアたちが、それぞれの武器を手に取り頷うなずく。

　グレンの炎が俺の剣に纏わりついている。

「ああああああああああああああああああああああうううううううううううううう」

【斧】の勇者は言葉を忘れてしまっているらしい。

　気持ち悪いうめき声をあげて俺を睨にらみつけている。

　見上げるほどの大男でブレットよりもさらに大きく、全身が筋肉に包まれている。

　上半身が異様に膨れ上がっており、下半身とのアンバランスさが不快。

　そして、非常に端整で少年のような顔立ち、そちらにも違和感がある。

　殺される前は、その瞳に活力が溢あふれていたのだろうが、今は虚うつろで死んだ魚のような目だ。

　武器は俺の背丈ほどもあるハルバード。

　こんなものまともに使えるとは思えないが、この体格と筋肉なら可能なのだろう。

　ハルバードは槍やりと斧が一つになったような武器で、打突も斬撃もこなせ攻撃パターンが多い。

　だが、デメリットもある。

　単純に槍や斧よりも重量が増える。

　もとより巨大な武器であるため取り回しは極めて難しいうえ、さらに重くして振りを遅くするなんてどうかしている。

　重さは威力面ではメリットになるのだろうが、当たらなければ意味がない。

　常に先手を取り続けて圧倒してみせよう。

　そう考えて、一歩踏み込み、戦慄する。

「なっ」

　まるで瞬間移動のような速度で敵が距離を詰めてくる。

　こちらの想定の数段上。速いのは踏み込みだけじゃない、腕の振りもだ。

　その巨体で、その武器で、俺以上の剣速だと。

　回避は不可能、剣を斜めにして流すことを試みる。

【斧】の勇者が咆哮した。

「がああああああああああああああああああああああああああああ！」

　空気が震える。

　完璧に流した、斜めにした剣の上をハルバードが滑り地面に叩たたきつけられ、大地が爆発して吹き飛ばされた。

　追撃をいれられると思ったが、こんな攻撃をしてくるとは。

「バカ力だと思ったが、これほどとはな」

　剣をうまく流して九割の衝撃は殺したのに、肩が外れ腕が砕けた。

【自動回復オートヒール】で治しながら支えたが、もし【自動回復オートヒール】がなければ、押しつぶされていただろう。

【斧】の勇者が笑う。

　そして、こんどは横薙なぎの一撃。

　相変わらずの神速。

　だが、その速度はもう見た。

　知っていれば対処はできる。

　飛び上がり、空中で体をひねり蹴りを叩き込む。

　首を折るつもりで放った一撃が筋肉で止められた。

　足を摑まれかけたので、反対の足で押すように蹴り距離を取る。

　後ろに跳ぶが、それより敵の踏み込みが速い。

　しかも、今度は斧であると同時に槍でもあるハルバードの性質を活かし、突進突き。

　その穂先を躱せば、そのまま斧の刃で横薙ぎに移行。

　攻撃が続き、息をつく暇もない。

　このままじゃじり貧だ。

　攻撃を受け流しながらも、どんどん不利になっていく。

　やばいな、この間合い、この速度、次は受けすらまともにできない。

　……少しだけ無理をする。

　こいつにはブレットと戦う際の練習台になってもらおう。

「【限界突破リミツトブレイク】」

　対ブレット用に開発した魔術を使う。

　速度を上げる際、今まではステータスを速度に特化させたが、広範囲に光弾をばらまき絨じゆう毯たん爆撃してくるブレットを相手に防御力を犠牲にするなんて真似まねはリスクが高すぎる。

　奴と戦うためにはステータスの配分を変えずに、そのままで速くなる必要があった。

　それこそが【限界突破】。

　その名の通り、脳のリミッターを外し、脳内麻薬を垂れ流し、限界を超えた運動を体にさせる。

　ありふれた考え方かつ、魔術的にも実現が容易な技だが、誰もやろうとしないのは肉体を傷つける諸もろ刃はの剣つるぎになるからだ。

　一瞬だけ速く動こうが、すぐに限界が来るし、最悪なのは意図しないタイミングで行動不能になること。

　だけど、俺には【自動回復オートヒール】がある。

　無理をして壊れる体を常に癒やし続けることで、速度を維持できるし、行動不能になることもない。

　俺だからこそ、このデメリットだらけの欠陥技を完璧に使いこなせる。

　体が加速する。

　必中のはずの【斧】の勇者の攻撃が空ぶる。

　チャンスだと理性が叫び、前に出ようとするが本能が警鐘を鳴らし、俺はその場で足を止める。

【斧】の勇者は空ぶった横薙ぎの攻撃を止めずに、加速しながらそのまま一回転。踏み込んでいれば叩き斬られていた。

　さらにそのまま体を捻ひねり、踏み込みながら横の回転運動を縦に変換。

　その攻撃には当たらないが、斧が地面にぶつかると爆発が起こり、石が礫つぶてとなって飛んでくる。それらをはたき落とす。

「……これほどの勇者がいたとはな」

　一見力任せに見えて、【斧】の勇者は素晴らしい技巧の持ち主だ。

　斧を自らの体の一部とし、全身の力で振るう。

　驚くべきは、この斧は特別な武器ではなくただの丈夫な斧であること。

　もし彼が正気であれば、お互いの技と力をぶつけ合う、最高の勝負ができただろう。

「残念だ」

　そろそろ終わりの時間が近づく。

　いくら速かろうが、技量が優れていようが、黒い力に侵された奴には駆け引きなんてものはない。ただ全力で叩き潰つぶそうとするだけ。

　単調であり、呼吸を盗める。

　今の【限界突破】した状態であれば、倒せる。

　初めて俺から距離を詰める。俺の瞳から翠みどりの燐りん光こうが漏れる。

【翡翠眼】を限界まで強化する。

　極限の動体視力により、周囲の景色がゆっくりになる。

【斧】の勇者の神速の一いつ閃せんすらも捉えた。

【斧】の勇者が選んだのは迎撃の横薙ぎ。

　猫のように姿勢を低くして潜り込み、さらに【斧】の勇者の横薙ぎを下から剣の柄で叩き撥ね上げる。

　突風が頭上を通りすぎる。

　手首をひねると剣を振り上げた形になる。そのまま渾こん身しんの力で振り下ろし袈け裟さ斬りにする。

　グレンの浄化の炎が黒い靄もやを断ち切り、血が噴き出る。

　たたらを踏んで下がる【斧】の勇者めがけて、追撃の突きで心臓を貫く。グレンの炎が内側から、瘴気を燃やし尽くす。

　剣を引き抜く。

　巨人が膝をついた。

　彼の虚うつろでなにも映っていない眼が理性の輝きを取り戻した。

　彼の眼が俺を見る。恨み言でも言うのかと思ったら、微笑ほほえんだ。

「ありがとう。俺を殺してくれて」

　驚いた。

　黒い靄を浄化の炎で払ったことは何度もあったが、正気を取り戻したのは彼が初めてだ。

　彼はもう敵じゃない。癒そう。

　……いや、もう手遅れだ。

　彼は死んでいる。俺の【回復ヒール】は生きてさえいれば、どんな傷だろうが病だろうが治すことができるが、死人だけは癒せないし記憶を奪うこともできない。

　彼がこうして話すことができたのは黒い靄の欠片かけらが体内に残留しているからだ。

　だが、その残留している黒い靄も、浄化の炎で駆逐されつつある。

「教えてくれ、おまえほどの男がなぜ負けた」

　黒い力で強化されていたとはいえ、レベル２００オーバーの俺と渡りあえるような男が、まともな相手に負けるとは思えない。

　ブレットであれば【斧おの】の勇者を殺せる可能性はあるが、三人の勇者がジオラル王に挑み敗北した時期は俺がブレットと再会した時期と一致する。

　つまり、こいつを倒せる何かが王の配下にいる。

「俺を殺したのは、じょうお」

　そこで、彼の中にあった黒い残ざん滓しが燃え尽きた。

　彼の言った、「じょうお」。途切れたが、そういう存在があると確信できた。

　面白い。その正体不明の敵も倒してやろう。

「ケヤルガ様、こっちは終わった」

「グレンの浄化の炎があると楽ね」

　俺が【斧】の勇者と戦っている間、他の雑魚どもの相手をしていたセツナたちが戻ってくる。

　ここの敵は片付いた。これで先に進める。

　ここから先には、残り二人の勇者、そして【斧】の勇者を殺した何かが待ち受けている。今まで以上に気を引き締めないといけないだろう。

　ジオラル王の首が見えてきた。一秒でも早く殺したいものだ。
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【斧】の勇者を倒した俺たちはさらに先へと進んでいく。

　それにしても脱出路になんて数の分岐を用意しているんだ。

　分岐が多いだけでなく、意図的に似たような作りにしてあり、見分けがつきにくい。

　よくも、こんな複雑な道をフレア王女は頭に叩き込んでいたものだ。

　地図などを所持するのではなく、暗記していたことに感謝する。

　道を知らずにここを突破するのは不可能だっただろう。




　フレア王女は魔術の才能に優れ、人心掌握術に長け、頭脳明めい晰せきで、容姿は抜群、誰もを魅了する歌の才能まで持つ。

　性格以外のすべてが完璧な少女だ。

　もっとも、そのくそみたいな性格のせいですべてが台無しになっているが。

　ある意味、俺の所有物おもちやになって良かったかもな。

　俺のおかげで、そのくそみたいな性格が改善できたのだから。

　今までフレイアとなったフレア王女にはさんざんジオラル王国に敵対する行為を取らせ、ジオラル兵を何人も殺させてきた。

　そして、いよいよ父親殺しに加担させる。

　いや、加担で終わらせたらつまらないからジオラル王のとどめはフレイアに刺させるのもいいかもしれない。

　その後、記憶を取り戻させたら、いったいどれだけ面白いことになるだろうか。

　……俺の【改良ヒール】による記憶操作は記憶の抹消ではない。

　記憶を引き出すカギを無くさせているだけ。

　その気になれば記憶を取り戻させることができる。

　悩ましいのは〝フレイア〟のことは愛しているということだ。

　フレア王女に対する復ふく讐しゆうとして、今まで自分が何をやってきたかを突き付けるのは楽しいが、大事な所有物おもちやを失うのは惜しい。

「そんなに顔をじっと見つめられると照れてしまいます」

　何を勘違いしているのか、フレイアが顔を赤くする。

　バカな奴やつだ。

　俺が何を考えているか、まったく気づいていない。

「いや、フレイアは可愛いと思ってな」

　徹底的に壊して復讐を完璧なものにするか、一生奴隷にして使い潰すか。

　……そのどちらにするかは、ジオラル王をフレイアに殺させてから決めよう。

　どちらのほうが楽しめるかをぎりぎりまで考えるのだ。

「おかしいですね。一度目の襲撃以降、まったく攻撃が来ません」

　軍師であるエレンが呟つぶやく。

　そういえば、こいつもジオラル王の娘、ノルン姫か。

　こっちは、さほど恨みがあるわけじゃない。

　せいぜい、親友を殺した程度の可愛いものだ。

　しかも、ジオラル王国に弓を引いたことを思い出しても、それが何か？　ぐらい平然と言うメンタル。

　ぶっちゃけ、記憶を戻しても大してダメージを受けない。

　こっちは飽きるまでは飼ってやろう。

「言われてみると妙だな」

「ええ、ジオラル王は人の道を外れていますが、愚王ではありません。彼の功績がそれを物語っています。なのに、兵の小出しなんて真似をするのはおかしいです」

「エレン、どんなパターンが考えられる」

　軍師としてのエレンは信用しているので、意見を聞く。

「……こちらを油断させるためでしょうか。たとえば、この脱出路を守るつもりがあるように見せかける」

「それをして何の意味がある？」

「たとえばですよ。この脱出路を倒壊して生き埋めにするつもりで、それを悟らせないために最初だけ兵を見せつける。兵を見せつけておけば、ここを使い捨てるつもりがないと思わせることができます」

「面白いな、他にはどんなことが考えられる」

「時間稼ぎです。兵を小出しにするのは愚策ですが、目的が時間稼ぎだけであるなら有効です」

　どちらもありそうだ。

　地響きがした。これは。

「どうやら、エレンの読みが当たったようだな」

「たしかに、これはそうですね」

　ミシミシと嫌な音を立てる。

　壁にひびが入っていく。

　フレア王女の記憶にあった。他人の記憶というのは、なかなか扱いづらい。キーワードが正しくないと、引き出す情報に漏れがでる。

　事実、この崩落についての記憶を知っていながら、思い出せなかった。

　この脱出路、最大の罠わながこれだ。

　王族が、城を落とされたあと逃げるためにこの道がある。

　この脱出路を設計したのは天才錬金術士。

　彼はこう考えた。

　王族を逃がしたあと、この道を残す意味はない。

　ならば、この道を通って逃げた王族を守るため、この脱出路を使って追っ手を確実につぶす。

　その方法が……。

「脱出路を崩落させて、侵入者を押しつぶす仕掛けか。さっきの連中は、それを悟らせないための布石。やってくれる」

「フレイア、全力で天井に向かって最高の威力の魔術を放ってください！」

　エレンが叫ぶ。

「心配いりませんよ。全力なんて出さなくても、これぐらい三割の力で」

「だめです。全力でお願いします！　この脱出路に使われている石材、そのすべてが耐魔力加工されています。踏んだ感触でわかります」

　なんて無駄遣いだ。

　これだけの規模の脱出路をすべて耐魔力加工された石材で造るなんて、下手な城の一つや二つは買える。

　しかも、それを使い捨てにするなんて狂気の沙汰だ。

　こんなつまらないことに税金を使われた国民は泣いてもいい。

　だが、この場においてはひどく有効な手立てだ。

　およそ、物理攻撃でこの質量をはじき返すのは不可能。どれだけ技量に優れていても関係ない。

　唯一の対応策は戦略級魔術だが、それすらも対魔力加工で有効打にはなりえない。

　例外があるとすれば、通常魔術士百人がかりで行う儀式魔術のさらに上の魔術。

　そんなものを使えるのはこの世に一人しかいない。

　フレイアが杖つえを構え、理不尽なまでに圧倒的な量の魔力が生じる。エレンの言う通り、全力で魔術を放とうとしている。

　高まる魔力だけで鳥肌が止まらない。

　これが、【術】の勇者たるフレイアの本気。

　天井に向けてフレイアが杖を掲げる。

　立体魔法陣が七重に展開される。
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　天井が崩れ崩落が始まる。それと同時に、フレイアの魔術が完成した。

「我放つは紅ぐ蓮れんの業火……第七階位魔術【炎帝】」

　それは、天に向かって延びる紅蓮の柱。

　人間の限界と言われる第五階位を二つ超えた【術】の勇者のみに許された神代の魔法。

　一周目の世界でフレイアが到達した極致へとこの段階ですでに届いている。

　いや、一周目のフレア王女すら超えている。

　この莫ばく大だいな熱量を放ちながら、いっさい熱を感じない。

　魔術とは物理法則を超越する。

　紅蓮の柱に、すべての熱量を圧縮し、余波という名の無駄な浪費を一切しない、完璧なる制御。

　紅蓮の柱は魔力耐性を備えた石材すら容易たやすく貫いて、そのまま天へと延びる。

　空が見えた。

「きれい」

　セツナが白い狼耳をピンと伸ばして、呆ほうけた声を上げる。強大な力は恐れすら超えて、畏敬の念を抱かせる。

　空が見えるのは、脱出路だけではなくその上にある城を最上階まで貫いたせいだ。

　ふざけた威力だ。

　地響きは続く。周囲が崩落に巻き込まれるが、頭上のすべてを吹き飛ばした俺たちだけは無事だった。

　間違いなく、フレイアは全勇者の中で単純な攻撃力だけなら最強だろう。

「ふう、どうですか」

「惚ほれ惚れする魔術だった。ポーションを飲んでおけ」

　俺が渡したのは、お手製の魔力回復量向上のポーション。

　魔力回復ポーションには二種類ある。

　魔力を溶かしておき、飲めば体が魔力を吸収し、即座に魔力を回復するもの。

　もう一つは、体内で生成する魔力量を増やすもの。

　並の魔術士なら前者でいいが、フレイアクラスになると固定量の回復なんて誤差のようなものだ。

　こんな規格外の魔術を撃ったのだから、今の内から回復しないとまずい。

　フレイアが喉を鳴らして、ポーションを飲みほす。

「さて、前には進めないから、上に行くしかなくなったな」




　崩落した脱出路を砕いて前に進むのは面倒すぎる。

　幸いなことに、すでに城の下まで来ていた。

　ならば、フレイアが空けた穴を上るほうが早い。

　壁に手を当てる。

　錬金魔術を発動する。くり抜かれた壁から土や石が突き出て螺ら旋せん階段ができる。

　これぐらいの芸当なら、俺にだってできる。

「ケヤルガ様もすごい。セツナはこんな器用なことできない」

「私も魔術を使ってみたいわね」

「できないことを無理にやることはない。……俺のはただの器用貧乏だしな。おまえたちは自分の得意なことを磨いたほうがいい」

　俺は、数多い手札をうまく使うことでなんとかやっているにすぎない。

　魔術はフレイアに及ばないし、剣技はクレハに劣り、戦略眼はエレンに劣る。セツナは現時点では、俺たちに劣るが、才能という意味では、俺たちのなかで一番だ。

　螺旋階段を上っていく。

　警戒は怠らない。

　生き埋めにされないために、あれだけ派手な花火を打ち上げてしまったのだ。

　すぐに出迎えが来るはず。

　今度は、さきほどのようにあえて兵を小出しにする理由はない。

　全力で潰しに来るはずだ。

　ほら、来た。

　フレイアが作った穴を、黒い靄もやを纏まとった無数の兵たちが覗のぞき込み、飛び込んできた。

　この中に、残り二人の勇者がいる可能性が高い。

「全員、聞け。皆殺しにしようとすれば時間も体力も浪費する。あいつらを突破して、ライナラの間を目指す。その地下に、奴の野望、禁呪の装置がある」

　この大陸でもっとも美しい花、ライナラ。

　その花が咲き乱れる、ジオラル城の中でも、もっとも清らかで安らぐ場所が、王女フレアの命令で作られたライナラの間。

　そんな美しい場所の地下におぞましい欲望の塊を隠すのはあいつらしい。

　そこにたどり着けば、俺たちの勝ち。

　こんな有象無象突き抜けて、さっさと勝ちを拾いに行こう。
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　フレイアの全力の魔術により地下脱出路どころか、地上の城まで貫き、道が出来た。

　俺が錬金魔術で作った螺旋階段を使い地上へと駆け上がっていく。

「出迎えが来たぞ！」

　ジオラル王によって作られた黒い騎士たちが襲いかかってくる。

　その中には、黒い騎士を作る黒い騎士もいる可能性が高い。

　俺たちの誰かが黒騎士にされれば終わりだ。

　注意は十分にしておこう。

　歓迎の矢と魔術の雨が降り注いできた。

「俺が先頭を走る。クレハはフレイアとエレンを守ってやれ。セツナは自分の身は自分で守れるな」

「わかったわ。フレイアとエレンには指一本触れさせない」

「ん。セツナも大丈夫」

　フレイアは優れた砲台ではあるが、自衛能力はまだまだ低い。

　毎朝のセツナの訓練で、ようやく一人前の戦士程度にはなったが、こんな修羅場を単独で切り抜けるのは難しい。

「ご主人様はグレンを守るの」

「わかってるさ！」

　子ギツネ姿のグレンが耳元で鳴き声をあげる。

　こいつを失うと黒い騎士を倒せなくなってしまう。

　敵の放った矢と魔術が次々と周囲に着弾する。

　その中で、直撃する矢と魔術だけに対処する。

　矢は斬り払い、魔術は【翡翠眼】でその性質を見破り、優位属性の魔術で効率よく撃ち落とす。

　四大属性すべてを使用できるフレイアの技能を【模倣ヒール】しているからこそ、そういう真似まねができる。

　先頭を走る俺が、大半を無効化しているため、後方のセツナたちが楽をできていた。

　矢と魔術を抜けた先には、剣を抜いた黒い騎士たちの群れ。

「グレン！」

「了解なの！」

　グレンの炎が剣を覆う。

　ここで、魔力の消費は避けたい。

　さきほど実験した【限界突破リミツトブレイク】は使用せずに、防御が薄くなるリスクを背負い、【改良ヒール】によってステータスを攻撃偏重にした。

　とはいえ、レベル２００オーバー。

　敵が勇者クラスででもなければ攻撃偏重にしても大したダメージを受けない。

「はああああああああああああああああああ！」

　豪快に横薙なぎ。

　前方にいた五人の黒い騎士をまとめて薙ぎ払う。

　すると、全員の腰から上が吹き飛んだ。

　さらに、もう一歩踏み込み、もう一列後ろの黒い騎士たちも同じように吹き飛ばす。

　乱暴な使い方をしたせいで剣が折れる。

「脆もろい剣だな」

「だから、ご主人様は剣の使い方が荒いの！」

　俺は、転がっている剣を五本ほど回収する。

　そして、錬金魔術を使用する。

　雑に五本ぶんの剣の刀身を溶かして結合させ、新たな刀身を形作る。

　出来上がったのは、分厚く、巨大で、重く、丈夫な剣。

　急造のため、斬れ味はあまり良くないが、これならどんなに派手に暴れようが壊れない。

　今の俺のステータスなら、この超重量の剣でも問題ない。

　グレンが炎を纏わせたのを確認してから、突進突きで進路にいた敵を吹き飛ばしながら敵の中心に入る。

　そして、その場で回転斬り。

　敵の体が何体分も宙に舞う。

　剣は折れていない。よし、思った通り丈夫だ。

　これならやれる。

「敵も味方もお構いなしか」

　敵の群れに突っ込めば、矢や魔術は使用してこないと思ったが、甘かったようだ。

　味方が不死なせいか、あるいは敵の排除をしろという簡単な命令を守っているのか、同士討ち覚悟で矢と魔術が降ってくる。

　それらは当然、前衛の黒い騎士たちも巻き込む。

　超重量の剣で防ぐのは面倒だが、対応できないほどじゃない。防御行動をしながら前へと進む。

「ちっ」

　背筋に悪寒が走る。

【剣聖】の技能である【見切り】で敵の攻撃を感知した。

　自らの剣域に入ったすべてを瞬時に把握できるスキル。

　本来なら即座に対応するのだが……あまりにもその攻撃は速すぎた。

　俺の剣域は二メートル五十センチほどで並の攻撃なら即座に反応することで対処できる。

　だが、今回の攻撃は二メートル五十センチまで侵入されてから気付いても遅い。

　それは音を軽く置き去りにするほどの速さだった。

　できたのは、わずかに体を沈めて急所を外すことだけだ。

　鈍い衝撃を肩に受けて吹き飛ばされる。

　俺が受けた攻撃は鉛玉だ。体内をぐちゃぐちゃにしながら貫通していった。

　ひどい激痛が走り、【自動回復オートヒール】により癒されていく。

　俺の中にある、知識が告げている。

　これは銃だ。

　遥はるか西の国で作られ始めたばかりの武器。

　俺の知識によると威力はすごいが、射程・精度・連射速度で弓に劣るため、まだ本格的に運用されてはいない。

　ジオラル王国では見向きもされていない。

　つまり、この攻撃を使用したのは他国の者である可能性が高い。

　即座に立ち上がり前方に跳ぶと、俺が倒れていた場所が砕ける。

　弾丸の飛んできた方向からあたりをつけ、射手がいる方角を睨にらむ。

【見切り】は、攻撃の侵入角まで割り出せる。攻撃は防げなかったものの、居場所は摑つかんだ。

　二百メートル先の高台に敵を見つける。

　髪が長く、頰ほおのこけた男が長い筒を構えている。あれが銃か。

　奴やつが引き金を引いた、その弾丸を剣で斬り払う。

　いかに音よりも数段速い攻撃であろうと、十分な距離があれば対応して見せる。

「負け犬勇者か。負けただけではなく後に続くものの足を引っ張るなんて無様だな。そんな惨めな存在にはなりたくないものだ」

【翡翠眼】でステータスを確認してわかった。

　あいつは【銃】の勇者レストール・ストライフ。

　ジオラル王に挑んで敗れた勇者の一人。あの【斧おの】の勇者と違って、今回は確認できた。

　ならば、もう一人の勇者もここにいるはずだ。

【斧】の勇者のときとは違い、時間稼ぎではなく、俺たちを潰すつもりなら、戦力の小出しはしないだろう。

　ほら、もう来た。

　黒い騎士たちが道を空けた。

　その道を疾走し、まるで豹ひようのように一切の無駄なく引き締まった肢体の少女が槍やりを突き出してくる。

　俺はその槍を弾く。

　重い一撃だ。

　少女は槍を弾かれてもまったく動じず、槍の長さを活いかした連続突きを放ってくる。

　スウェーバックして躱かわしたはずの槍が、目測以上に伸びて浅く腕に突き刺さり血がこぼれる。

　なにかからくりがある、後ろには避けられない。

　打ち合いながらなんとか懐に入る。

　槍使いは懐に入られると弱い。

　長い槍は引き戻すのに時間がかかるし、薙ぎ払うにも振りかぶらなければならず時間が必要だ。

　だが、あり得ないことが起こった。

　槍が縮んで間に合わないはずの迎撃をされたのだ。

　舌打ちして、横に跳ぶ。

「技じゃない。槍自体が変化するのか」

　長さを自在に変える槍は地味な能力に見えて非常にやりにくい。

　槍という武器の長所を伸ばし、同時に抱える欠点を大おお凡よそ潰している。

　理不尽なほど長い間合いによる制圧力を保ちつつ、突きに合わせて伸ばすことで威力を増強し、懐に入られれば縮めて対応力を上げる。

　おかげで、さきほどから攻めあぐねていた。

　そこに【銃】の勇者の狙撃が飛んできて、かろうじて躱す。

　厄介だな。

　二人の勇者と黒い騎士たちを同時に相手にすることは難しい。

　今は【銃】の勇者は俺を狙ってくれているが、フレイアやエレンに狙いを変えられれば、守り切れるか怪しい。

　なら、ここはリスクを負うしかないか。

「フレイア、十秒後に俺が指差す方向に氷の魔術を放て、できるだけ分厚い氷を放つんだ」

「わかりました！」

「クレハ、セツナ。フレイアの魔術と同時に俺が道を作る。フレイアとエレンを抱えて駆け抜けろ。目的地はエレンがわかっているはずだ」

「……そういうことね。わかったわ」

「んっ。ケヤルガ様と一緒にいたいけど、命令なら従う」

「安心してください。ケヤルガ兄様がいない間は私が指揮を執ります」

【銃】と【槍】の勇者の猛攻を防ぎながら、道を作るための準備を始める。魔力を高め、技能の割り当てを変更する。

　フレイアの魔術が完成する。

「第七階位氷結魔術……【氷獄】！」

【銃】の勇者のいる高台が凍り付き、射線が防がれる。

【銃】の勇者は、ぎりぎりで回避が間に合い右腕だけが凍り付いた状態だ。殺せはしなかったものの、あれなら、しばらくは銃撃が止やむ。

　この隙に道を作る。

【槍】の勇者の槍をあえて急所を外して受けて、筋肉で止める。

　防ぎにくいのなら、防がない。

　そのために防御にステータスを割いた。

　一歩踏み込み斬りかかると、奴は槍を手放して後ろに跳んだ。逃がさない。だが五本の剣を束ねたせいで重く、剣での追撃は間に合わない。

　剣を手放し、さらに距離を詰めて巴ともえ投なげでフレイアたちの遥か後方へと投げ飛ばす。

　うっとうしい奴が、視界から消えた。これで技を放てる。

　剣を拾い上げ魔力を込める。

「らああああああああああああああ!!」

　そして、思い切り振りかぶって投げ飛ばす。

　魔力が込められた大剣は弾丸のように黒い騎士を弾はじき飛ばし飛んでいく。

　剣の通ったあとに道が出来た。

　螺ら旋せん階段をかなり上っていたこともあり、階段の終端の壁に剣が突き刺さる。

　そうして出来た道を全力で駆け抜けていく。

「くっ」

　俺に突き刺さった槍が暴れ始めて抜けてしまう。そして、主人のもとに戻っていく。

　これで確信した。この槍は【神装武具】だ。

　槍を手にした【槍】の勇者が、遥か後方から追ってくる。

【銃】の勇者のほうを見ると、フレイアの作った魔氷を銃撃によって砕き終える直前。

　螺旋階段を上りきったが、【槍】も【銃】も俺たちを追走できる状態だ。

　俺だけならともかく、フレイアとエレンを抱えたまま、奴らを振り切るのは不可能だろう。

「ここは俺に任せて、先に行け！」

　だから、ここで俺が【槍】と【銃】を殺し、その間にセツナたちには先に行ってもらう。

　戦力の分散は好ましくないが、【銃】を相手にフレイアとエレンを守り切る自信はない。

　そして、フレイアとエレンを先に行かせるのであれば、クレハとセツナという護衛は欠かせない。

「グレンも行ってくれ。行く前に、このあたりの武器すべてに炎を纏わせてくれると助かる」

「出血大サービスなの！　だから、死んじゃダメなの」

　壁に突き刺さった大剣、そして適当に拾った六本の剣をグレンの炎が包んだ。壁に突き刺さった剣を引き抜き、残りは地面に突き刺しておく。

　これは俺の武器のストック。

　こんなストックを作ったのはグレンをクレハたちと先に行かせるためだ。

　子ギツネ状態のグレンをエレンに向かって投げる。

　エレンはぎゅっとグレンを抱きしめて走り出す。

　セツナたちが視界から消えた。俺は螺旋階段の下を見下ろす。

「ここから先へは行かせない」

　俺の言葉に反応するかのように、【銃】の勇者が狙撃してきた。

　うっとうしい銃弾を弾く。

　時間との勝負だ。

【銃】と【槍】をぶち殺し、さっさとセツナたちと合流するとしよう。

　そして、ライナラの間までたどり着き、忌々しい禁呪の儀式装置をぶち壊す。
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　セツナたちを先へと行かせ、俺は螺旋階段の上で剣を構える。

【銃】の勇者がフレイアの氷結魔術で行動不能になれば楽に済んだのだがそううまくはいかなかったみたいだ。

　ステータス上は防げるはずがない一撃だったが、事実として奴はフレイアの氷を銃撃で叩たたき割っている。

　銃というのは初めて見たが、なかなかに厄介だ。

　銃はブレットの【砲】と比較した場合、攻撃範囲や連射性能、応用力で劣るが、その分単発の速度と威力が高い。

　一点集中型というべき存在。

　そちらに意識を向けていれば防げるのだが、逆に言えば、意識をそらしたり、体勢を崩した状態で攻撃されれば防ぐのが極めて難しい。

　音速の三倍の速度というのはそれだけ危険だ。

　俺の【回復ヒール】は、生きてさえいればどんな状況でも治せるが即死だけはどうしようもない。

　心臓を貫かれてもしばらくは持つ。最悪なのは頭を撃ち抜かれること。

　それだけは避けないといけない。

　そして、もうひとつ厄介なのが【槍】の勇者。

　さきほど打ち合った感触で分かったが、一対一ならさほど苦労しない相手だ。

【斧】の勇者に比べて実力は数段落ちる。

　問題は、【銃】の勇者の狙撃を常に防げるような体勢で居続けなければならないという制約と周りの黒い騎士という邪魔者。

　そのせいで、決めきれない。

　ならばすることは一つ。

　何をおいても【銃】の勇者を倒すことだ。

【銃】を潰せば、あとはどうにでもなる。

「さて、方針は決まった」

　剣をぎゅっと握り、【銃】の勇者の狙撃を躱す。

　あと、二分だけ、現状維持で粘る。

　二分も時間を稼げば、セツナたちがこいつらに追いつかれることはない。

　時間を稼いだあとは、【銃】の勇者をダメージ覚悟で特攻して潰す。

　奴やつがいるのは二百メートル先、城の二階に位置する高台。

　そこにたどり着くための方法をイメージしながら、今は耐える。

　体勢を崩して致命の一撃を受けないことを第一に、かと言って敵の物量に押しつぶされないように。

　槍やりを躱すために後ろに跳んだ俺の額めがけて、槍が伸びてくる。それを首を振ってぎりぎり躱す。

　初見では喰くらったが、二度喰らうほど間抜けではない。

　これが【神装武具】だと確信し、その能力も把握した。

　槍の長さを任意で変える。

　それにより、届かないと思った槍がせまってくるし、伸びることにより加速し威力も増す。

　防御面でも、長い槍ほど懐に入られた場合には隙を晒さらす欠点があるが、この槍は懐に入られれば短くなり取り回しが良くなる。

　けっして派手ではないが実戦的でいい武器だ。

　槍の型からも、実直に積み重ねてきた努力の跡がうかがえる。

　真面目で努力家。

　ジオラル王の玩具おもちやになる前は、そういう人間だったのだろう。

　ただ、惜しむらくは若く実戦経験が足りない。教科書通りすぎるし、技量においてはあくまで凡人の領域を出ない。

　右肩を弾丸に撃ち抜かれて吹き飛び、壁に叩たたきつけられる。

「銃というのは厄介だな」

　いくら警戒しても、詰むタイミングというのはある。

　初めから喰らう覚悟はしていた。

　それでも、頭だけは絶対に守るように動いている。

　黒い騎士が突っ込んで来たので乱暴に斬り払う。

　その場にいた連中は倒したが、グレンの炎が尽きた。

　別の剣に持ち替える。

　二分がやけに長く感じる。

　二本目の剣の炎が尽きると同時に、ようやく二分が経たった。

「ようやく、攻めに回れる」

　次、【銃】の勇者が撃ったタイミングで突撃する。

　今までの戦闘でわかったのは、発射のインターバルに一秒かかることだ。

　つまり、一秒以内に奴のもとへたどり着けば勝てる。

　俺は奴の射撃のタイミングを読んで、螺旋階段から、奴のいる高台めがけて跳ぶ。

　跳んだことで、銃弾の回避に成功し、足元に着弾した。

【銃】の勇者のいる高台の遥はるか手前で失速する。こんな距離の跳躍なんて俺にもできない。

　剣の柄を口で咥くわえる。

　そして、両手を後方に向けて【風】と【炎】の複合魔術を使う。

「【爆風】」

　その名の通りの技が発生し、莫ばく大だいな推進力を得て【銃】の勇者のもとへ飛ぶ。

　この速度なら、二百メートルに一秒もかからない。迎撃は不可能だ。

　しかし、奴は撃ってきた。

　一秒のインターバルはフェイクだったのだ。

　連射ができないと思わせるために、必ず射撃の間隔を一秒とっていたのか。

　黒い靄もやで理性を失っていても、長く戦ってきた経験は体に染みついている。

　銃使いであれば、射撃の間隔を狙ってくる奴なんて飽きるほど見てきただろう。

　だからこそ、身に付けた戦略。

　面白い。

　ただでさえ、奴の弾丸は音速の三倍に至る。

　そして、今の俺自身も音に近い速度で飛んでいる。

　到達時間も俺達の速さの分短くなり、威力も高くなる。急加速した直後で方向転換もできない。

　そして奴の狙いは正確に眉間。

　今更対応は不可能。

　待ち受けているのは確実な死。

　眉間に弾丸がめり込み、貫通し、脳髄がブチまけられて即死した。

　即死なら【自動回復オートヒール】も発動しない。

　俺の負けだ。

　まあ、それが現実に起こっていればだが。

　この光景は、神鳥カラドリウスより授けられた左ひだり眼め、【刻視眼】の力で視た未来の光景。

【刻視眼】は数秒先の未来を視通せる。

　消耗が激しく、滅めつ多たに使わない力だが、確実に【銃】を潰すために使っていた。

　現実では俺が宙に躍り出たところだ。

　このまままっすぐに【爆風】で突っ込めば死ぬ。

　だから、まずは【爆風】使用時、あえて右手の【爆風】を弱める。

　すると、空中で軸がぶれて不規則になり、相手の狙いが正確ゆえに弾丸は逸それていく。

　着地直前に逆噴射で勢いを殺して着地。

　無む茶ちやをしたせいで、両腕が砕けるが構いはしない。

　即座に【自動回復オートヒール】が発動している。

【銃】の勇者が銃を構える。

　俺は複雑なステップを踏みながら接近する。

　銃のもっともシンプルな対処法だ。

　一度たりとも、銃口の直線上に立たない。

　それさえ守れば被弾はない。

　腕の【自動回復オートヒール】を待つのももどかしい。

　剣を咥えたまま、駆け抜けて、すれ違う。

　口に咥えた剣の刃が【銃】の勇者の首をかき斬った。

　グレンの炎を纏う剣で斬られた【銃】の勇者の傷は、たとえ黒い靄の力があっても癒えはしない。

　俺は血を流し続ける【銃】の勇者を後ろから羽交い締めにする。

「【略奪ヒール】」

　せっかくだ。【斧おの】の勇者のときは間に合わなかったが、死ぬまでの数十秒の間に、技能と力と記憶をいただく。

　こいつの技能は欲しいし、なにより三人の勇者がどうやって殺されたかを知りたい。

【略奪ヒール】が完了して二秒後、【銃】の勇者は息絶えた。

「久しぶりに死ぬかもしれないと思ったよ」

　強敵に対して敬意を表して黙もく禱とうをしながら、奴から奪った記憶を探る。

「ちっ、そういうことか」

　あれだけの技量をもった【斧】の勇者、援護能力に長たけた【銃】の勇者がいて、それでも負けた理由が気になっていたが、記憶を見て納得した。

　三勇者は負けて当然だった。

　俺たちですら、あんなものに対策をせずに挑めば負ける。

【銃】の勇者の銃は、【神装武具】ではないが、世界一の鍛冶師と言われる伝説のドワーフによって作られた魔道具。

　それゆえに、【神装武具】には劣るものの極めて強力な武器だ。

　その銃を手に取り、【改良ヒール】で奴からもらった技能をセットした。

　この銃の能力は、弾丸に持ち主の魔術を込めること。

【銃】の勇者は、自らが得意とする【加速】という魔術を弾丸に込めることで、弾速を増し威力を高めていた。

　俺の場合、込めるのは【改悪ヒール】。

　奴から得てセットした技能をさっそく使う。

　それは、【超感覚】。

　周囲の景色がやけにゆっくりと流れていく。

　こいつの効果は体感時間を引き延ばすこと、倍率は五倍。

　きわめて強力なスキルだ。

【槍】の勇者を銃で狙う。

【超感覚】のおかげで狙いやすい。

　加えて俺は【翡翠眼】で超視力、超動体視力、透視能力を持ち、さらには【刻視眼】で未来視までできる。

　外すほうが難しい。

　弾丸が吐き出され、即座に【槍】の勇者の頭を撃ち抜く。

　頭を撃ち抜かれようと、敵は黒い騎士、黒い靄の力で傷が癒えていくが、弾丸に込めた【改悪ヒール】が発動し、全身の筋肉が捻じれて指一本動かせなくなる。

「うん、便利だ。この銃はもらっていこう」

　銃をベルトで背中に固定、【銃】の勇者の胸元から弾丸をあるだけもらう。

　この弾丸の自作は時間がかかるし、完璧なものは俺にも作れない。

　弾を使いきれば、こいつの記憶にあるドワーフを訪ねるか、銃を処分しよう。

　来たときと同じように【爆風】を使い、螺ら旋せん階段に戻る。地面に突き刺しておいた炎を纏う剣を回収。
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　そして、黒い騎士を蹴散らして指一本動かせない【槍】の勇者の首を斬り落とした。

【槍】の勇者が死に絶え、奴やつの【神装武具】が宝玉に戻る。

　それを懐にいれた。

　これはフレイアに装備させよう。

　クレハには【剣聖】に代々伝わる宝剣がある。

【神造武具】があればフレイアの戦力は一段と増すはずだ。

　俺は全力でライナラの間に向かう。

　クレハがいれば、大丈夫だと思っていたが、さすがにアレに遭わせるわけにはいかない。

　どうか、無事でいてくれ。
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【銃】の勇者と【槍やり】の勇者を倒した俺は先に行ったセツナたちを追いかける。

　背中には【銃】の勇者がもっていた銃をつるし、腰には剣を二本ぶら下げている。

　いい土産が出来た。【銃】の勇者の技能は非常に実用性が高いし、【槍】の勇者の【神装武具】をフレイアに持たせることで戦力があがる。

　ただ、想定以上に時間を奪われたのは事実。

　二人の勇者を倒したあと、黒い騎士たちに囲まれてしまった。

　しかも、グレンの炎を纏まとった剣を使い切ったせいで、振り切るのに時間がかかっていた。

「セツナたちが無事だといいが。まさか、あんな化け物がいるとはな。三勇者が負けるのも頷うなずける。クレハがいても危険だ」

　最悪なのは、俺が合流するまでに三勇者を倒した黒い騎士を生み出す黒い騎士と出遭ってしまうこと。

　あいつの認識を誤っていた。

　黒い騎士を増やせる能力を脅威だとは思っていても、その能力だけしか警戒していなかった。

　だが、よく考えてみればわかる。

　黒い騎士を生み出せるのは、魔王から王に渡された存在だけだった。

　つまるところ、そいつと同格でない限りは黒い騎士を生み出すなんて芸当はできない。

　……それが意味するのは、黒い騎士を生む黒い騎士とは黒い力を与える存在のレプリカということ。

　レプリカの材料は無数の人間たちの力の結晶。

　黒い力を受け入れた人間は、逆に自らの力を黒い力の主に授ける。

　たまりにたまった力を形にしたものこそが、黒い騎士を生み出す黒い騎士の正体。

　厄介なのは、人間たちの力の結晶ゆえにその形は人間そのものであり、なおかつその知識と技術を持っている。

　そして、【銃】の勇者の記憶を見てわかった。

　黒い騎士を生み出す黒い騎士が、人間を黒い騎士にするには、十七秒触れ続ければいいということ。

　十七秒触れられれば、どれほどの強さを持つものだろうが、黒い騎士の仲間入りをしてしまう。

「クレハが黒い騎士にされたら終わりだな」

　俺とクレハはほぼ同レベル。

　そして、純粋な近距離戦闘においてはクレハは俺を上回る。

　そんなクレハが黒い力を受け入れれば勝てる道理はない。先を急ごう。
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　ライナラの間を目指して疾走していると、強烈な闘気と魔力を感じた。

　爆発音が断続的に聞こえる。

　戦闘中のようだ。グレンがいて浄化の炎がつかえるのに戦闘が長引いているということは奴が来たんだろう。

　ジオラル王は螺旋階段ではなく、禁呪の儀式装置があるライナラの間に切り札を配置したようだ。

　それだけ、禁呪を大事に思っているらしい。

　戦闘音が鳴りやんだ。

　戦いが終わったようだ。

　走り抜けた先、広い通路にでる。

「クレハ、フレイア、セツナ！」

　悲惨な状況だった。

　崩れ落ちた壁に背を預けてフレイアは気絶し、セツナはガレキに埋もれて動けない。エレンは震えながら隠れており、クレハが黒いのっぺらぼうのような奴に首を摑つかまれ片手で持ち上げられていた。

　まずい、戦闘音が鳴りやんだのは七秒前。あと十秒もすれば黒い騎士にされてしまう。

　ここから駆け寄って剣を振っても間に合わない。

　背負った銃を抜いて射撃、黒いのっぺらぼうの腕が千切れとび、クレハが床に落ちる。

「キュアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　黒いのっぺらぼうが叫ぶ。

　二連射して、頭と心臓を吹き飛ばし、崩れ落ちたところにさらに追い打ちをかけると弾がきれた。

　銃を後ろに放り、クレハのもとへと走る。

「グレン、隠れているんだろう。こい！」

「ごっ、ご主人様、遅いの！」

　ガレキの陰に隠れていた子ギツネが震える足取りでやってくる。

　……そして、倒れ込んだ黒いのっぺらぼうは、千切れとんだ腕と穴だらけの体を再生する。

　これだけの傷がもうほとんど再生している。

　なんてうっとうしい。

　回復速度も普通の黒い騎士とは比べものにならない。

　腰の剣を引き抜き、クレハのもとではなく黒いのっぺらぼうのほうへ行く。

　剣と剣がぶつかりあう。

　……重い一撃だ。

　筋力は俺とほぼ互角。

　ただの力任せの一撃であれば受け流して反撃するが、技量も大差はない。

　二手、三手と打ち合う。筋力も技量も互角ゆえに決め手にかける。

　なら、剣以外を使う。

　剣を打ち合いながら、俺は詠唱を続ける。

　激しい動きをしながら詠唱なんて真似まねは曲芸に等しいが、それができるだけの経験を重ねてきた。

　四手目を防がれるのと同時に風の魔術が発動し、敵を吹き飛ばした。

　おまけで剣を投とう擲てき、むろん風に乗って加速する。

　奴が壁に叩たたきつけられ、その次の瞬間には串刺しになった。

「やっぱり、ご主人様は強いの！　がんばるの！」

「応援より先にクレハをおまえの炎で死なない程度に燃やせ。黒い力がまわる前に！」

「そんなことしたら大おお怪け我がするの！」

「生きてさえいれば、俺が【回復ヒール】する」

　黒いのっぺらぼうは黒い力を与えられた人間たちの力の集合体だ。

　磔はりつけにされた奴が剣を引き抜くと、修復が始まる。

　これで死なないのは織り込み済み。

　グレンがクレハを燃やすのを横目に、奴に向かって走る。

　再び、戦闘が始まる。

　戦況は終始劣勢。クレハが苦労したのがわかる。

　剣の腕はクレハのほうが上だが、なにぶん相手の体力も集中力も無限、回復力もある。

　面倒なことに学習能力まである。

　さきほど俺が使った風魔術を終始警戒している。

　グレンは、クレハの処置を終わらせたあと、俺の剣に神獣の炎を纏わせてくれたが、その攻撃が当たってダメージを負わせることができても、黒い力の総量が大きすぎて致命打にならない。

　面倒だ。

　ただ、俺に有利なポイントとしては、俺もあいつも他人の技術と知識を手札とするのは一緒だが、奴は俺のように組み合わせては使えない。

　ただ使い分けているだけだ。

　たとえば、俺は今も剣を打ち合いながら魔術を使用していた。

　剣の一振り一振り、体の動き、そのすべてに魔術的な意味を持たせつつ、魔力の軌跡を空間に残す。

　何振りもの剣閃によって出来上がるのは、立体魔法陣。

　魔力を空間に残すのは超高等技術。

　そして武術の動きと魔法陣構築をリンクさせるという、人外の技。

　仕込みは上々。剣と剣がぶつかり合うと同時に組みあがった魔法陣に魔力を込めて叫ぶ。

　そう、これは攻撃と詠唱が一つになったからこそ、戦闘中に発動できる大魔術。

　その名を……。

「【風竜の巣】」

　溜ために溜めた魔力が爆発し魔術が完成、無数の真空の刃やいばが乱舞する。

　目の前にいた黒いのっぺらぼうをミンチにした。

　……手札を揃そろえて使い分けるだけでは所詮は劣化コピーだ。

　組み合わせで新たなものを作るのは俺にしかできない。

　これは決め手にならないだろうが。時間稼ぎはできた。ここまで細かく斬り裂けば再生に時間がかかるはずだ。

　クレハのもとに行く。

「ご主人様、早く癒すの！　やばいの！」

「わかっている。それから、いちいち剣に炎を纏わせて斬っても、らちが明かない。全力で炎を放つ準備をしておけ」

「無理なの！　あいつ、めちゃくちゃ速いの！　当てられないの！」

　そうだろうな。俺やクレハですら苦労する相手に、グレンが攻撃を当てられるわけがない。

「大丈夫だ。俺が当てさせる。おまえはただ全力で炎を放つことだけを考えろ」

「やってやるの！　どうせ、やらないと殺されるからやけくそなの！」

　子ギツネが尻尾をぶんぶんふる。

　すると尻尾から金色の粒子がこぼれ始めた。

　見た目はふざけているが、全力でやっているようだ。

　ちらりと、ミンチにした黒いのっぺらぼうを見ると再生がだいぶ進んでいた。

　休ませてはくれないか。

　治療が終わり、クレハが目を覚ます。

「私、負けたの？」

「……相手が相手だ。仕方ない。【回復ヒール】したが、魂にダメージを受けている。しばらく休んでおけ」

　グレンの浄化の炎がぎりぎり間に合った。

　これ以上、グレンの炎が遅れていればやばかった。

「そう、任せるわ。……悔しいわね。優勢に戦っていたのに、なんどもなんども浄化の炎を纏わせた剣で斬ってもとどめを刺せなくて、ついには負けたわ。動けるようになったら、すぐに手伝うから」

　さすがにフレイアたちをかばいながら、浄化の炎にすら耐えて再生する相手は辛かっただろう。ミンチにされた黒いのっぺらぼうが復活する。

　いかにあいつでも、炎を纏わせた剣ではなく直接グレンの全力の炎が当たれば無事ではすまないはずだ。

　あいつに特大の浄化の炎を当てるための方法を、何パターンも頭に描く。

　俺の女どもに手を出した罪を償ってもらおう。

　……ただ、残念なのは女じゃないどころか、生き物でもない奴とは気持ちいいことができないことだ。

　まあ、あいつの分もジオラル王に徹底的に仕返しをするとしようか。
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　黒いのっぺらぼうとの戦いが続いている。

　浄化の炎を纏まとわせた剣でミンチにしたというのに、なんの痛つう痒ようも見せない。

　あのクレハですら勝てない相手に正攻法で挑むのは辛い。

　背後でグレンが浄化の炎を放つ準備をしている。

　黒いのっぺらぼうは力が強過ぎた。

　だから、グレンが限界まで力を込めた炎をぶつける。

　俺がしなければいけないのはグレンが確実に炎を当てることができる状況を作ることだ。

「化け物め」

　思わず、悪態をついてしまう。

　奴やつの身体能力が俺を超え始めた。

　勝てないとわかり、状況に適応を始めているらしい。

　一度使った手がどんどん通じなくなっている。

　ましてや、敵には無限の体力がある。

　無限の体力と回復力がある相手に、学習されたらたまったものじゃない。

　時間をかければかけるほど不利になり、確実に負ける。

　だからこそ、次で決める。

　ますます鋭く、重くなっていく斬撃をいなしながら布石を打っていた。

　体内で魔力を練り上げ続ける。

　剣で戦いながら魔力を練り上げ続けるのは、奴にはできない技だ。

　通常の魔術であれば、すでに放てるだけの力が体内で練り上がっている。

　だが、まだだ。

　普通の魔術を当てたところで足止めにすらならない。

　だから、限界を超えて練り続け、限界を超えた魔力が体表に漏れ出て循環する。

　……これも俺の記憶にある賢者の技術。

　通常、一度に放てる魔力量というのは決まっており、その魔力量で使用可能な魔術の威力には限界がある。

　その限界を破るために、一度外に放った魔力に流れを作り、体外でとどめる。

　それにより、放出可能量以上の魔術が使える。

　脳が過負荷で悲鳴をあげ始めた。

　剣を振りながら、これだけの制御、それもこの難敵相手にだ。

　限界を超えた反動で、脳の血管が切れ、【自動回復オートヒール】で癒される。

　渾こん身しんの力で振るった剣と剣がぶつかり、俺と黒いのっぺらぼうが同時に弾はじき飛ばされる。

　お互い、体勢を崩した。

　黒いのっぺらぼうが体から無数の触手を生やして襲いかかってくる。

　ドリル状の先端は俺の体を容易たやすく貫く鋭さだ。

　おそらく、人の形で戦うよりそちらのほうが有利と判断したのだろう。

　……無限に再生しながら、次々と最善策を打ってくるのが敵の強みだとはわかっていたが、これほどとは。

　触手の数は、二十四本、それぞれが違う軌道と角度で襲いかかってきた。

　躱かわしきれないし、防御も難しい。

　だが、ぎりぎり間に合った。

　奴の時間を止めるのに必要な魔力を練り上げ終わった。

　体外に循環させていた魔力をすべて使い魔術を放つ。

　今の奴は、次に放つ魔術を躱せない。

　必勝を確信した故に、攻撃にリソースのすべてを注いだ。二十四本の触手を放った奴は身動きが取れない。

　まだまだ甘い。

　そんな奴に向かって放つのは……。

「【永久凍土】」

　第五階位氷結魔術。

　およそ、人間が使える最高位の魔術。

　フレイアのように、人間の限界を超えた第六階位以上を使うには、技能だけでは足らずスキルのブーストがいる。

　絶対零度の吹雪が黒いのっぺらぼうを飲み込む。

　目に映るものがすべて凍り付き、動きが止まる。

　黒い騎士相手には、氷結が効果的だ。

　それは、上位種であるこいつでも変わらない。

「グレン、今なら当てられるだろう！」

　叫ぶ。

　この氷は、通常であれば丸一日凍り続けるが、相手が相手だ。事実、もうひびが入り始めている。

　数秒後には内側から砕かれてしまうだろう。

「わかったの！　神獣の炎を見せてあげるの！」

　子ギツネが、わざわざキツネ耳美少女の姿に変化して、金色の炎を纏った。

　こちらに見せつけるように尻尾をわざとらしく大きく振るのを見て、少しいらっとしてしまう。

「神威の炎よ。穢けがれし者を焼き尽くせ……【神炎爆裂】！」

　通路を埋め尽くすほどの金の炎が通過した。

　その炎は浄化に特化しているようで、俺も黒いのっぺらぼうごと炎に包まれたが、まったく熱さを感じない。

　対照的に、黒いのっぺらぼうは悲鳴をあげて消滅していく。

　黒い煙が全身から漏れ出て、それすらも炎に焼き尽くされる。

　炎が止やむと、黒いのっぺらぼうは完全に焼失していた。

　念のため魔術を使って周囲を探しても、いっさい反応がない。

「グレンはすごいの。どやっ！」

「たしかにすごいが、俺ごと撃つなら事前に言え。心臓に悪い」

　あの黄金の炎に飲み込まれた瞬間、死を覚悟した。

「安心するの、グレンがご主人様を殺すわけがないの。本気の本気の炎は、穢れしか焼かないの」

「おまえならやりかねない」

「失礼なの！　ご主人様が死んだらグレンも道連れだから、絶対に殺さないの！」

「……理由にそういうところを挙げるから信用できないんだが」

　グレンが首を傾かしげている。

　この駄ギツネに説明しても理解されないだろう。

「魔力はまだ余裕があるか」

「半分ぐらい」

「なら、魔力回復量向上ポーションを飲んでおけ。こいつは前座だ。親玉を倒すには、今の炎がいる」

　まだジオラル王と、ジオラル王に与えられた存在がいる。

　少なくとも、あと二発はこの火力がほしい。

「やなの。あれ、まずいの」

「飲めば、ぜんぶ終わったあとにうまい肉を山ほど食わせてやる」

「回復ポーションをよこすの！」

　子ギツネ姿に戻って、前足で器用にコルクを外して飲み始めた。可愛くはあるが、少女の姿で飲むほうが楽だろうに。

　セツナたちのほうを見ると、クレハがみんなを助けてポーションを飲ませていた。

「……不覚。セツナは役に立てなかった」

「私だって。すぐに気絶して情けないです」

　セツナとフレイアは、黒いのっぺらぼうに負けたことを気にしているようだ。

「さっきのは相手が悪い。落ちこむなとは言わないが、早く気持ちを切り替えてくれ。この先は二人の力がいる」

「ん。がんばる」

「はい、この失態を取り戻します」

　前向きになってくれて何よりだ。

　最後の一人、エレンが近づいてきた。

「ケヤルガ兄様、敵が切り札の一枚を切った以上、この先に敵の急所があります。そちらを一刻も早く潰しましょう」

「同感だな。運が良ければ、さっきの黒いのっぺらぼうを信用して、他の敵がいないかもしれない」

　それは希望的観測だが、黒いのっぺらぼうが潰されたとわかれば増援が送られてくるのは確実だ。なら、そうなる前に動くのが一番いい。

　俺たちは陣形を作って先へと進んだ。
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　ジオラル王国で、国花と定められている、白く美しい花ライナラ。

　そのライナラが敷き詰められた部屋へと足を踏み入れる。

　ライナラ自体の美しさもあるが、その配置や、調度の一つ一つに美意識が溢あふれている。

　これを、あのフレア王女が作ったというのだから信じられない。

　部屋の中央にやってくる。

「懐かしいわね」

「そうだな。ここでクレハと出会った」

　俺がここに来たのはクレハを癒すためだ。

　そのときは、この下に禁呪の儀式装置があるなんてことは想像もしなかった。

　中央の床が隠し扉になっている。

　開くには鍵が必要だ。だが、鍵を取ってくるなんて面倒なことはしていられない。

　ここを砕けば、禁呪の儀式装置が設置されている場所にでる。

　錬金魔術を使い手持ちの剣の形状を変更。

　巨大なスパイクが付いたハンマーにして、思い切り振り下ろす。

　床が砕けて、地下へと向かう階段が目に入った。

「そうだ、忘れていた。フレイア、これと契約をしておけ」

「はっ、はい、ケヤルガ様」

　フレイアに【槍やり】の勇者から奪った【神装武具】を渡す。

　最終決戦前にフレイアにはパワーアップしてもらう。

「それは勇者のみが使える武具だ。握りしめて祈りを捧ささげれば、おまえが願う武器になる。どんな性能でも思いのままだ。今更、アドバイスはしない。おまえがもっとも必要だと思う能力を思い浮かべて契約しろ」

「……私が願う武器。なら、答えは一つしかないです」

　フレイアが祈りを捧げて、宝玉が杖つえへと変わる。

　それは生命力が溢れる、大樹の枝から削りだされた杖だった。

　一周目に使っていた世界樹の杖によく似ている。

「いい杖だ」

「ケヤルガ様にもらったこの杖で、必ず役に立って見せます」

「名前はなんにする？」

「ヴァナルガンドです」

「ほう」

　驚いた。

　一周目の【神装武具】とまったく同じだったからだ。

「あっ、あの、どうかされましたか」

「いや、なんでもない。ちょっと懐かしい響きがしてね」

「この子が、そう呼んでくれって言ってるんです」

　やはり、フレイアになってもフレアはフレアか。

　ならば、この杖もあのときと同じだけの力があるだろう。

　新たな力を得たフレイアに期待をしよう。

　次にフレイアが戦うのは、父親とだ。

　存分に父殺しのために力を振るってもらおう。
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　階段を下りていく。そこには、罠わなもなく伏兵もいなかった。

　ここまであれだけの妨害があったというのに、逆に怪しい。

　順調に進んでいく。

　そして、下りた先には広い部屋があった。扉を開いて中に入る。

「よく来たのう。【癒】の勇者ケヤル」

　威厳があり、白い髭ひげを生やした初老の男。

　豪ごう奢しやなローブと、この国で一人しかかぶることを許されない冠を身に着けている。

「こんな地下に隠れていたのか、ジオラル王」

　そこにいたのはプローム・ジオラル。

　ジオラル王だ。

【翡翠眼】で彼を見ることで、その能力を見破る。
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　当時は、人間（？）の意味がよくわからなかったが今ならわかる。

　初めて遭ったときからすでに彼は人間を辞めていた。

　今見えているステータスは、今の俺達と比べるとあまりにも低い。人間の枠を出ていない。

　しかし、それは本性を隠しているに過ぎない。

　ジオラル王に黒い瘴しよう気きが流れ込んでいく。

　すると、レベルがどんどん上昇し始めた。

　レベル上限を無視して、ありえないペースで。

　そして、そのレベルは３００にも届く。

　これはただの黒い瘴気じゃない。

　先代魔王の記憶にあり、彼を狂わせた力の正体だ。

「【癒】の勇者ケヤルよ。貴様は強い。その力を無為に散らせるのは惜しい。どうだ、わしの右腕とならないか？　ジオラル王国は、いや、わしは世界のすべてを手に入れる。そのわしの右腕となる。その意味はわかるであろう？」

「さてね。それより聞きたいんだが、娘二人を殺した俺が憎くないのか？　俺があんたなら憎くて、憎くて、八つ裂きにしたがるだろうな」

「構わぬよ。あれらは便利な駒でしかない。より使える駒が手に入るなら、もういらぬ」

　俺は笑いをかみ殺す。

　こいつ、まだフレイアとエレンがフレア王女とノルン姫と気付いてないのか。

　なんて間抜けなんだ。

　それに、右腕になれだと？　その意味がわかるであろう？　ふざけるな。

　もともと、この世界は俺のものだ。

　なぜ、こいつの下に付く必要がある？

　俺は俺が思うままに生きていく。

　そのためにやり直した。

　誰かの下に付くなんて死んでもごめんだ。

「それで、どうだ【癒】の勇者よ。答えはでたか？」

　もちろんだ。

　悩む必要すらなかった。

「答えは……バカめ！　だ」

　最後の復ふく讐しゆうの相手であるブレットの前座だ。

　さっさと殺してしまおう。
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　ジオラル王と向かい合う。

　少し意外だったのは俺を部下に勧誘したこと。

　娘二人を殺した男を誘うなんて、よほど娘に対する愛情がないのだろう。

　フレイアとエレンが可哀かわいそうだ。

　彼女たちの性格があそこまでねじ曲がったのは、こういうことが関係しているのかもしれない。

　もっとも、だから許すなんてことはないのだが。

　俺は俺から奪う奴やつを許さない。

　どんな事情があろうと関係ない。

　そいつの行動だけがすべて。

　この男も復讐対象だ。

　ジオラル王国の象徴にして、傲慢な王。

　一周目、くそみたいな人生になった発端はこいつだ。

　だから、俺はこいつのすべてを奪って、むごたらしく殺してやる。

「愚かな。【癒】の勇者ケヤル。……拒んだところで、我が力で傀かい儡らいになるだけだというのに。【砲】の勇者のようになぁ」

　俺を嘲るジオラル王の言葉を聞いて、口角を吊り上げる。

　やっぱり、こいつは頭が悪い。

【砲】の勇者が、自我を保っていることに気付いてもいない。

　ブレットと比べると格が落ちる。

　さっさと処分してやる。

「いくぞ、みんな。こいつを殺して世界の平和を取り戻す。……ジオラル王を倒せば、この無意味な魔族との戦争が終わる！」

　高らかに建て前を謳い上げる。

　だが、噓うそではない。

　すでに魔族はイヴが魔王になり、イヴを使えば思い通りに操れる。

　あとはジオラル王国の頭にフレイアをすげれば、この世界は俺の思うがまま。

　とくに私欲はないが、俺が楽しく暮らすためには、世界は平和できれいなほうがいい。

「ええ、必ず倒すわ」

「全力で援護します！」

「ん。がんばる」

　クレハ、フレイア、セツナ。

　それぞれに、気合いが入っている。

　それでいい。気を引き締めないと即全滅してしまう相手だ。

　中身は小物だが、さっきの黒いのっぺらぼうよりもさらに強い。

　なにせ、本体だけあって瘴気の濃度が桁違いだ。

　グレンの炎があってもまともにやりあえば勝てないかもしれない。

　だが、手はある。

　先代魔王は自らに寄生した存在に打ち勝つために研究をしており、その記憶を俺は得ている。

　実際のところ、それを使えばさっきの黒いのっぺらぼうは楽に倒せた。

　それをしなかったのは、黒い力を媒介にしてこいつらが繫つながっている可能性があったからだ。

　その場合、黒いのっぺらぼうを倒すのに対応策を使ってしまえば、敵に知られて、対応策の対応策を練られてしまう。

　切り札とは、最後の最後まで切らないから切り札たりえる。

　ジオラル王の体が膨れ上がり、黒い触手が全方位に飛び出してくる。

「まったく、初手からそれか。とっくに人間を辞めているようだな」

　俺とクレハは剣で弾き、残りの三人はフレイアが作った土の壁に隠れてやり過ごす。

　重い一撃だ。

　触手の一本一本が超一流の剣士が放つ渾こん身しんの一撃に匹敵する。

「フレイア！」

「わかってます！」

　フレイアにはあらかじめ指示を出している。

　その指示とは徹底的に奴の動きを止めること。黒い力を持つ相手をいくら傷つけたところで、奴は再生する。

　氷漬けにして動きを止めるのが一番いい。

　次々に氷槍の雨が降り注ぐ。

　並の魔術なら見た目通りの効果しかない。

　だが、フレイアの魔術は違う。

　氷槍が触手に突き刺さると同時に、内に込められた冷気が爆発的に解放されて凍り付く。

　いくつかの触手が止まったことで距離を詰めやすくなった。

「ご主人様、いくの！」

「そこから出るなよ。出たら守ってやれない」

　俺の胸元からグレンが顔を出している。

　グレンは子ギツネモードで俺の服の中にいた。

　こいつの炎がないとろくにダメージを与えられない。

　この大物相手では剣に纏わせた炎も、一太刀ごとに消えてしまう。

　前線にグレンがいないと、スムーズな張り直しができない。

　前線でもっとも安全な場所はここだ。

　前に出ても俺のそばにいれば守ってやれる。

『愚か、愚か、愚か』

　黒いぶよぶよの塊になり、声帯も失ったジオラル王は思念を送ってくる。

　そんな姿になってまで力を得ようとするほうがよほど愚かだと思うが、それは価値観の違いだろう。

　特大の氷槍が黒いぶよぶよの本体に突き刺さる。

　しかし、氷の力が解放される前に飲み込まれてしまった。

　内側から凍ることもない。

「あの中身は、どうなっているんだ」

「わからないわ。でも、危険ね」

　再び、再生した触手を横っ飛びで躱かわしながら、奴の様子を窺う。

「グレン、限界まで炎を剣に纏まとわせろ」

「わかったの！」

　グレンの力が剣を覆い、剣の耐久力を度外視したレベルで燃え上がる。

　そのタイミングで、剣を振りかぶって投げる。

　矢のように剣が突き刺さり、吞み込まれた。

　奴は何の痛つう痒ようも見せない。

「クレハ、あれに近づくな。浄化の炎を纏った剣ですらあれだ。吞み込まれるだけだ」

「……そのようね、あれをどうやって倒せばいいのかしら」

　俺たちは距離を保って防戦一方になる。

　ときおり、距離を詰めた状態でグレンが浄化の炎を放つことで多少のダメージを与えることができているが、決定打にはならない。

　想像以上の化け物のようだ。

「やれやれ、何度当てても効かない。グレンの炎って案外しょぼいんだな」

「あれがすごすぎるだけなの！　海を松明たいまつで蒸発させようとしているようなものなの！」

　面白いたとえだ。

　また、襲いかかる触手を受け流す。

　幸いなことに触手には吸収機能がないらしい。

「名案がある」

「聞いてあげるの」

「全力で炎を纏うグレンをぶん投げて、あいつに飲み込ませ、グレンが内側から焼き尽くすっていうのはどうだ？　おまえの力が神獣にふさわしいものなら勝てるぞ」

　我ながら名案だ。

　なにせ、ことあるごとに神獣とドヤ顔するグレンだ。

　きっと、あんな化け物ぐらい焼き尽くすだろう。

「死ぬの！　無理なの！　あんなのの中に入ったら、即死なの！」

「ちっ、ダメか」

　名案が没になった。

　わがままの多い子ギツネだ。

　なら、別の手を使うしかないか。

「とにかく、焼け石に水でも隙を見て炎を放ち続けろ」

「がんばるの！」

　こうして、俺が盾になりながら少しずつ削ろう。

　攻めの手を使うにも、隙を作らないといけない。

　あれを使うには時間がかかる。

　それにはフレイアの力が必須だ。

　しばらく、氷槍の雨がやんでいる。

　小技では効果が薄いと考えたフレイアが大技を放つための溜めを作っている。

　分厚い土壁の向こうから爆発的な魔力の高まりを感じる。

　それにジオラル王も気付いたようだ。

　先端がとがった、ひと際大きな触手が土壁に伸びていく。

　魔力で分厚く強化された土壁でも、あの触手なら貫きかねない。

　反射的に手を伸ばす。

　俺の腕に触手が突き刺さり肩が外れるほどの衝撃が襲うが、かろうじて踏ん張る。

　そして……。

『がははははは、捕まえたぁ』

「俺を侵食しているのか!?」

　体内に黒い瘴しよう気きが流れ込み、這はい上がってくる。

　即座に腕を斬り落とし、【自動回復ヒール】が発動する。

　斬り落とした腕を見ると、真っ黒に染まり、黒い騎士と同じものになっていく。

　あと数秒遅ければ、俺もああなっていた。

『惜しい、惜しい、我々の仲間になれば良かったものを』

「……お断りだ」

　今の腕の再生で、かなり体力を奪われた。

　だが、その甲斐かいあってフレイアは守れている。

　魔力の高まりが止まり、そして、フレイアの声が高らかに響く。

　ようやく、大技が完成したようだ。

「第七階位魔術【氷獄牢】」

　分厚く透明な氷壁が四方から黒いぶよぶよの塊を包む。

　直接凍らそうとしてもすべて飲み込まれるなら氷で囲んでしまえばいい。

　それもただの氷じゃない。

　概念的な氷結を意味する魔氷。鋼をも超える硬度を持つ絶対防壁。

　第七階位魔術は伊達だてじゃない。

　ジオラル王は、全身から螺旋状にとがらせた触手を伸ばして氷を中から割ろうとする。

　凍り付くのと、氷を砕くのと、どちらが早いか競争になると息を吞のんでいれば、さらに二度、フレイアは同じ魔術を放ち、氷はさらに分厚く、氷結の力はさらに強くなる。

　内側で暴れるジオラル王の動きが目に見えて鈍くなる。

　三重の絶対防壁。

　こんな芸当フレイアにも不可能なはず。

　よく見ると、フレイアの構える杖つえについた宝玉が光っていた。おそらく、魔術をストックしておく能力を持つのだろう。【神装武具】にフレイアが持たせた機能というわけか。

　これを使えば、大魔術の三連射もできる。

「ケヤルガ様、動きは封じました」

「よくやった。これなら、とどめを刺せる」

　ここまで、温存し続けた切り札。

　おそらく唯一にして、俺にしか撃てない有効打だ。

　ジオラル王は氷結に抗あらがいながら、氷の牢ろう獄ごくを砕こうと暴れている。

　この三重の檻おりを砕くと同時にぶちかますとしよう。

【癒】の勇者の力、その極致を。
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　ジオラル王がフレイアの放った氷の牢獄に閉じ込められる。三重の絶対防壁。

　それも硬度だけでなく、氷結させ続け動きを鈍らせることができる。

　いかに黒い瘴気の根本ともいえる力があれど、容易たやすく破れるものではない。

　こうしてできた時間で、精神を集中させる。

　……もともと、この黒い存在は魔王と密接な関係がある。

　魔王が狂う原因は黒い力だ。黒い力により、温厚な魔王すら狂暴になり、やがて血を求めて暴れ始める。

　そして、勇者とは魔王を殺すための存在。

　そのために生み出されてきたもの。

　それ故に、黒い力を殺すための力が本来なら勇者にも宿っている。

　だが、その力はいつしか勇者から失われてしまった。

　勇者の在り方が変わってしまったせいだ。

「それでも、俺なら取り戻せる」

　本来、【回復ヒール】というのはあるべき姿に戻す力。

　だから、勇者という概念を【回復ヒール】することで、勇者の本質ともいえる力を取り戻す。

　概念の【回復ヒール】は、半ば神の領域に踏み込んでおり、一周目では【賢者の石】なしには使えなかった。

　レベル２００を超えた今なら、それも干渉しやすい自らに関するものであればぎりぎりできる。

　加えて、グレンと出会えたことが大きい。

　グレンの浄化の炎をなんども見て来た。そのおかげで勇者の持つ黒い力殺しの具体的なイメージが湧き、己の内側に問いかけることで正解が見えた。

　目を閉じ強くイメージする。

　黒い力を殺すことができる、正しい勇者という存在を。

　イメージを深めながら、強く強く限界まで魔力を高め続ける。

「ケヤルガ様、結界が限界です！　三重の氷壁がもたない、ううん、まだやれます。やれないと、胸を張って一緒にいれない、全部、絞り出して……　はぁはぁ、これで、私の魔力は全部です」

　フレイアがさらに氷壁を追加することで、壁の強度を上げる。

　しかし、それで魔力を使い切ったようで肩で息をしながら崩れ落ちる。

　いかにフレイアとはいえ、第七階位魔術を四発も放てばすべての力を使い切る。

　情けないとは思わない。

　しっかりと彼女は役目を果たした。

　俺が力を使うだけの時間をくれた。

　献身的で、役に立つ。

　……やっぱり捨てるのは惜しいな。

　フレイアはフレイアのまま、俺の所有物ペツトとして可愛かわいがってやろう。

　凍り付いたジオラル王の体がさらに膨れ上がり、ひび割れながら全身からとげのようなものを隆起させる。

　その力を爆発させ、轟ごう音おんと共に三重の氷壁を破り、ついに追加の氷壁に手をかけ始めた。

　追加の氷壁もあと十秒もかからず壊されるだろう。

　だが、こちらの準備も終わった。

「【回復ヒール】」

　力強く、その言葉を放つ。

　勇者としてあるべき姿、そのイメージのまま、自らに【回復ヒール】をかける。

　正しい勇者として生まれ変わる。

　グレンの炎と同じく、神聖で清浄なる力が満ちていく。

「これが、真の勇者か」

　満ちる光を認識し、支配し、束ね、手のひらに集める。

　……それと同時に、フレイアの氷壁が完全に砕けた。

　きらきらと、氷の破片が宙に舞う。

　黒い塊になって膨れ上がったジオラル王は、怒号をあげて襲いかかってくる。

　この力がよほど怖いようだ。

　表情は見えなくても、ジオラル王の恐れと必死さが伝わってくる。

　それは、黒い力に侵されたものの本能なのだろう。

　命がけの突進なのに、心なしか先ほどまでよりも勢いが弱い。

　フレイアの氷壁を四層も砕いたのだから消耗もする。

　フレイアは本当にいい仕事をしてくれた。

「さあ、あるべき姿に戻ろうか」

　勇者の光に、俺の魔術を重ね、右手を前にして突進する。

　重ねた魔術は【回復ヒール】。

　俺の象徴にして、もっとも信用する魔術。

　今回の【回復ヒール】は人間だった頃のジオラル王に【回復ヒール】するために使う。

　浄化の光が放たれる。

　黒い瘴気を解きほぐされ、黒く膨れ上がったジオラル王が人の形に戻っていく。

　そして、俺の手がジオラル王に触れて、【回復ヒール】が発動した。

　その力で徐々に化け物に堕おちたジオラル王が人間に戻っていく。

　いかに俺の【回復ヒール】が回帰の力とはいえ、真の勇者の力で黒い力を振り払わなければ、人間に戻すなど不可能だっただろう。

　これが真の勇者として覚醒した俺の力だ。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　断末魔の声が響く。

　それは、ジオラル王の断末魔の声であり、ジオラル王に宿っていた黒い存在の断末魔の声。

　力の気配が消えていく。

　そして、悲鳴すら消えた。

　目の前にいるのは、ただの人間に戻ったジオラル王だけ。

　惨めな全裸の老人だ。

　ついに、俺たちは勝ったのだ。
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　……この真の勇者の力を使えば、黒い力に侵された勇者や、黒いのっぺらぼうとの戦いで楽に勝てていた。

　この力を取り戻せることは、かなり前から実験で知っていたが、今まで一度も使わなかった。

　黒い存在の大本を唯一滅ぼせる力、この力を知られれば、相手は逃げ隠れてしまう。

　そうなれば、穴倉に引きこもって、雑魚を無限に送り続けてくる消耗戦を仕掛けてくるのは目に見えている。

　そんな面倒なことにならないよう、今の今まで隠し続けていたのだ。

「さすがケヤルガ様、すごい」

「ええ、とても神々しい力だったわ。こんなこともできるのね」

「まあ、グレンほどじゃないの。グレンの本気の浄化の炎はこんなものじゃないの！」

　セツナ、クレハ、グレンが駆け寄ってくる。

　フレイアは、立つ元気も残っていないようで、エレンに肩を貸されながら、ゆっくりとこちらに向かっていた。

「これが真の勇者の力だ。先代魔王が心の底から欲しがっていたな」

　先代魔王、あいつは自分を変えていく黒い力を恐れ続けていた。

　そして、それを滅ぼせるのは勇者だけだと気付いたが、あるときを境に勇者から力が失われたと知って絶望した。

　……だが、その絶望は無駄じゃなかった。

　その情報があったからこそ、俺はこの力に目覚め、黒い存在を討てたのだから。

　もし、イヴが魔王の力に吞のまれたときは、この力を使い助け出そう。

　イヴに使う前に、いい実験になった。

　いきなり、彼女にこの力を使うのは気が引ける。

【回復ヒール】を使い、体を元の状態に戻し、真の勇者の力を封印する。

　本来の勇者の力は、諸もろ刃はの剣つるぎで寿命を削る。

　おそらく、その姿のままであれば二、三年で寿命が尽きてしまうだろう。

　だからこそ勇者の力は失われてしまったのだ。

　俺は気絶してるジオラル王を蹴り飛ばす。

「がはっ」

　骨が砕ける音がして吐血した。

　それを冷ややかな目で見る。

　ああ、本当にもうただの老人だ。

　俺はただ邪魔だからどけただけなのに。

　ジオラル王をどけた先に進み扉を開くと、大げさな儀式装置があった。

　床一面に魔法陣が描かれ、中央には【賢者の石】を設置するための燭しよく台だいがある。

　この術式は服従の術式、【賢者の石】を使うことでこの大陸すべてを飲み込み、ジオラル王に絶対服従させるためのもの。

　一度術式が発動すれば最後、冗談抜きで世界征服が成立するふざけたものだ。

　それを粉々に砕き始める。

　この術式を改変して使用すれば、ジオラル王に成り代わって世界征服ができる。

　しかし、そんなことをして何が楽しいのか？

　そんなもの、お人形遊びと変わらない。

　フレア王女をフレイアにしたのは楽しかったが、お人形遊びばかりしていれば確実に飽きる。

　俺がフレイアにまだ飽きずにいるのは、フレイアがフレイアとして成長してくれたからだが、毎回そううまくいくわけがない。

　言うことを聞く人形ばかりに囲まれた世界なんてうんざりだ。

　世界をつまらないものにする気はない。

　こんなものは必要ない。

　だから壊す。

　魔術と暴力で、室内を破壊しつくし復元不能にした。

「さて、壊すものは壊したし、あとはあれの処理だな」

　元の部屋に戻る。

　すると、クレハによって、ジオラル王が縛られていた。

　俺からすればただの老人に過ぎない。

　しかし、黒い力を失っても、超一流の魔法騎士としての力を持つ危険な男だ。

　ジオラル王が俺のほうを見る。

　そして今更取り繕うように王としてふさわしい威厳に満ちた表情を作り、口を開く。

「【癒】の勇者ケヤルよ。よくぞ、わしを救ってくれた。ずっと長い夢を見ていたようだ。わしはあれに吞まれ、許されないことをした……」

　笑ってしまいそうになるのを必死にこらえる。

　ジオラル王はこう言っているのだ。

　今までの悪行はすべて、あの黒い力のせいで自分は悪くないと。

「ジオラル王よ、安心してくれ。黒い力はすべて消滅した」

「そうか、【癒】の勇者というのは凄すさまじいものだ。このわしまで癒いやしてしまうとは。……ああ、心を取り戻したからこそ、心が痛い。心を失っていたわしは、この世界を混乱に陥れ、民たちを苦しめてしまった。償いをしたい」

　よく回る口だ。次々に命乞いの言葉が飛び出す。

　償いをしたい。

　その裏にある意図は、死にたくない、権力を失いたくないというもの。

　なにせ、王としての働きで償うことを許すなら、王を殺すわけにはいかないし、権力も奪えない。

　ジオラル王はこの後のことを考え、必死に俺から言質を取ろうとしている。

　なんて生き汚い。

　反へ吐どがでる。

「そうか。民たちに償いをしたいのか。わかった。そう取り計らおう」

「おおう、ありがとう。わしの力を世界の平和のために役立てよう」

　生き残った。

　そう確信して、ジオラル王の表情が緩む。

　馬鹿が、償うにしても方法は他にもあるだろう。

「事後処理が終わったら、そうだな、大広場に磔はりつけにしよう。ジオラル王に恨みを持つものは、星の数ほどいる。民たちに精いっぱい、鬱憤を晴らしてもらおうじゃないか。彼らに復ふく讐しゆうの機会を用意してやる。……きっと喜んでくれる。人生を台無しにした奴やつを苦しめて殺すのは最高の娯楽なんだ。俺もよく知っている」

　ジオラル王の髪を鷲わし摑づかみにして、宣言する。

　王としての償いなんて許すものか、罪人として民のガス抜きに使ってやろう。

　こいつは無駄に高レベルでステータスが高い、一般人レベルの暴行では簡単に死なない。

　いいおもちゃになってくれるだろう。

「待て、待ってくれ。償うといっても、そうじゃなく、王としての能力で。そっ、そうだ、いろいろと便宜を図ってやる。だから」

「おまえが言ったんじゃないか、償いがしたいって。だからそうさせてやる。それにな、俺はおまえの施しなんていらない。ジオラル王国はもうおまえのものじゃない。俺のものだ」

「噓うそだ、わしは王だ、わしこそが第三十二代ジオラル王、名を」

「もう黙れ、息が臭い」

　顎を蹴りぬいて、気絶させる。

　お望み通り、ジオラル王には国民に償ってもらおう。

　美女であれば、俺も楽しませてもらうが、男色の趣味はない。

　群がる国民どもに貪られ、暴力と恥辱に晒されるジオラル王を特等席から見て楽しむことにする。

　これは奴にとって最大の屈辱だ。

　民によっての全否定、王失格だと声高に叫ばれる。

　なかなか良い趣向だ。

　俺とフレイアがジオラル王国を治めるまでに、民たちの怒りを発散させる必要があると思っていた。

　きっと役立ってくれる。

「これで、第一目標は達成だ」

　あとは、【賢者の石】を持ってやってきたブレットを捕らえ、たっぷりと復讐するだけ。

　長かった。

　憎き三勇者とジオラル王への復讐。

　俺の悲願が達成されるまであと少しだ。
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　床や壁にぎっしりと幾何学模様の術式が描かれ、【賢者の石】を捧ささげるための燭台が用意された部屋。

　この部屋はジオラル王が世界の覇者となるべく作った儀式装置。

　それらはもう影も形もなくなっていた。

　どんな賢者だろうがもう修復できまい。

　壊し尽くしたあとは、パーティ全員で城内の様子を見回っていたのだが、想定外のことがあった。

「……大本を倒したら、雑魚どもの黒い力が消えるのか」

「じつはグレンもびっくりなの！　掃除をしなくて済んでラッキーなの！　あいつら臭いの！」

　城内には、まだまだ黒い騎士たちが溢あふれていたが、そいつらが軒並み倒れて、干からびていた。

　黒い瘴しよう気きに侵されていた者たちから瘴気は消えた。

　だけど、それでもとに戻ってハッピーエンドとまではいかないらしい。

　長い間、瘴気と一体化していたせいで、瘴気なしでは生きられない体となっていたようだ。

　大本であるジオラル王が瘴気を失っても死なないのは、どうやら俺の【回復ヒール】でもとに戻しすぎたからのようだ。

　普通は目の前にいるミイラのような騎士になるようだ。

　城中を回ったが、死体の山ばかり。

　黒い瘴気に侵されていないものたちも少数いて、解放された喜びに打ち震えている。

　どうやら、彼らは黒い騎士たちの世話係を無理やりやらされていたらしい。

　フレイアが俺の隣に並ぶ。

「あの、ケヤルガ様。どうして、この顔にしたんですか」

「フレア王女が、救国のために戻ってきたって筋書きだ。まずは城の生き残りどもに、そのイメージを焼きつけようと思ってな」

　俺の目もく論ろ見みどおり、『正気を失った父からジオラル王国を救うために戻ってきた』とフレア王女の姿に戻ったフレイアが言うたび、生き残りたちは、まるで現世に女神が降臨したかのようにひれ伏し、崇あがめた。

　よほど、辛い生活をおくってきたようだ。

　彼らに必要なのはわかりやすい英雄だ。

　このときの感動が彼らの心を縛る。

　そして彼らはそのときの感動を、噂うわさという形で広めてくれる。自発的に広められた噂というのは、為政者が放つ千の言葉や、新聞などの報道、その千倍は民の心に響く。

　いわゆる信者がいると、新しいジオラル王国が作りやすい。

「エレン、新たなジオラル王国はおまえに任せたいと思う。数日はここに全員で滞在するが、そうだな、それから一ひと月つきほどここに残れ。必ず迎えに来る。それまでに国政を安定させろ。そして、後任を育て、おまえが不在になっても立ちゆくようにしろ」

　わずか一か月の期間で、ここまでぼろぼろになり荒れ放題になったジオラル王国を立て直す。

　ましてや周辺国や無数の街から恨みを買いまくっている状況だ。

　普通に考えれば不可能だが、エレンの正体はノルン姫。ノルン姫ならそれぐらいの能力はあるだろう。

「十分な権限があれば、やって見せます。ケヤルガ兄様と一か月も離れ離れは辛いですが、必ずやり遂げて見せます。……ただ、その一か月の間に何度かジオラル王国に立ち寄ってください。英雄である【癒】の勇者ケヤル、【術】の勇者にして、王女であるフレア。この二人の存在をうまく使うことがジオラル王国再建に必須です」

「ああ、日程がわかったら連絡をしてくれ。フレイアと二人で向かう」

　エレンの言うことはもっともだ。

　ジオラル王国そのものに、民の心をつかむ力は残っていない。

　英雄という偶像がなければ、どうにもならないのだ。

　一通り、城内を見回り終わり、ラナリッタ宛に、ジオラル王を討ちとり城を占拠したことを記した手紙を送る。

　黒い騎士に協力していた兵たちと、多少の小競り合いはあるかと思ったが、フレア王女の存在故に、あっさりとこちらに寝返っている。

　……思い通り事は運んでいるが、大きな失敗があった。

　黒い瘴気が残らず消えたことにより、【砲】の勇者ブレットが死んでしまったかもしれない。

　あいつは俺の手で徹底的にいたぶって殺してやりたかったというのに。

　普通に考えれば、ジオラル城に向かう途中で息絶えている。おかげで奴がもっているであろう【賢者の石】も行方不明だ。

　この広い世界のどこかに転がっている石ころを探し出すなんて不可能に近い。

「ケヤルガ様、どうして笑ってるの？」

　セツナが不思議そうに問いかけてくる。

　そうか、俺は笑っていたのか。

「いや、なんとなくだ」

　そう言ってごまかしたが笑うだけの理由はあった。

　なんとなくだが、この状況でもブレットは生きている気がするのだ。

　あいつは俺に殺されるまで死なない、そして【賢者の石】もしっかりと俺のもとへ届けてくれるという確信めいた予感があった。

　今は待とう。

　待つのは得意なほうだ。

　復讐の舞台はそう遠くないうちに用意されるだろう。
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　それからは忙しかった。

　ラナリッタから、さっそく使節団及び、ジオラル王国を立て直すための人員がやってきた。

　そして、エレンがトップに立ち、本格的なジオラル王国の再建が始まっている。

　さすがに、政治、経済、軍事、こういう話は専門外なので、俺はエレンに方針だけ伝え、あとは彼女に丸投げしている。

　適材適所というやつだ。

　素人が口を出してもろくなことにならない。

　だが、その素人の俺から見ても、壊れ切ったジオラル王国がすごい勢いでもとに戻ろうとしているように感じる。

　実際、各地に避難していた民たちが次々に戻ってきている。

　ノルン姫を殺さずにエレンにしてよかった。

　ジオラル王国再建の後は、魔族領域についても知恵を貸してもらおうか。

　あっちもイヴが魔王になったばかりで荒れている。エレンの知恵は役に立つだろう。

　そして……。

「やっと、ジオラル王国を出発できるのか」

「最後のお仕事が終わったらですね」

　今日はちょうど、ジオラル王を討ってから十日。

　通常、平民はジオラル城に入れないが、中庭に民衆たちがひしめいていた。

　そして俺は、あえて華美な衣装ではなく使いこんだ戦闘用の服に着替え、【神装武具】を携えていた。

　英雄として顔を出すならこちらのほうがいい。

　俺に求められているものは、戦う者としての顔。

　それとは対照的にフレイア……いやフレア王女は清純なイメージを与える見事なドレスを身に纏っていた。

　俺に求められているのが英雄であるように、彼女に求められているのは麗しき悲劇の王女。

　俺とフレア王女の姿をしたフレイアはバルコニーに出る。

　すでに【癒】の勇者とフレア王女によってジオラル王が討たれ、この国が救われたことは広く周知されている。

　だが、実際に英雄と美び姫きの姿を民に見せ、その言葉を聞かせることに意味がある。

　俺たちが姿を現すと、それだけで民たちが歓声を上げ始める。

　そして、フレイアが前に出た。

「皆さん、私は王国に潜む闇に気付いたことで、命を狙われ、【癒】の勇者と共にこの国を出ました。そして、旅をしながら協力者を集め、力を付けてきました。……仲間と力を手に入れた私は、父がついに動き出したと聞いて、この国を、なにより民を救うために戻ってきました」

　フレア王女の言葉に感動し、涙を流すもの、雄たけびを上げるもの、反応はさまざまだが、熱烈に受け入れられている。

　やはり、美少女というのは得だ。

　それにフレイアは声がいい。この声は心にしみやすい。

「危機はさりました。ですが、この国は荒廃し尽くしてしまった。私は、私の愛したジオラル王国を必ず取り戻します。そのために、どうか皆様の力をお貸しください」

　彼女が頭を下げる。

　それに民たちが応える。

　美しい光景。

　外から見れば、完全な美談だ。

　何より、役者がいい。

「……そして、ジオラル王国を再建するには膿うみを出し尽くさねばなりません。罪は償わなければならない。それは、王族や貴族であっても」

　彼女の言葉と共に、中庭に全身鎧よろいを纏まとった兵士たちが現れる。彼らは荷車を曳いていた。

　その荷台には柱が何本か立てられており、その柱には裸の男たちが括くくり付けられていた。

　あまりにもみすぼらしい姿に、一瞬それらが誰か民たちはわからなかった。

　しかし、しだいに気付くものが現れ始める。

　彼らは、ジオラル王、そしてこの国の大貴族だったものたち。

　ジオラル王が罪を償うのは当然として、この国の害になるものたちもまとめて消えてもらう。

　だからこそ、大貴族のうちエレンが害虫と判断したものも戦犯とした。

　こういう状況だからいくらでも罪はでっち上げられるし、実際、彼らは生き残るためにジオラル王の手足となって働いていた。

　俺が思い描くジオラル王国に害虫は要らない。

　こうやってせっかくぶっ壊れてくれたんだから、この機会に要らないものは全部捨てよう。こんな大掃除ができる機会は滅めつ多たにない。

　そうすることでここはよりよい国になる。

　フレイアは、磔にされている害虫共を指差す。

「彼らが、この国を壊したものたちです。皆様を苦しめた元凶です。皆様の怒りを、苦しみを、憎しみを、彼らにぶつけましょう！　明日から前を向くために」

　……いかに再建されたとはいえ、民の心には深い憎しみと怒りと悲しみが残っている。

　それもまた新たなジオラル王国には必要ない。そういう感情は発展の足かせになる。

　それに罪の在あり処かをはっきりさせておくのも大事だ。

　新政権ではなく、今までのことは全部、こいつらの責任ですと言っておかないと、再建時に新政権に不満と怒りが向けられる。

　だから、この国を駄目にした元凶たちを名指しし、怒りと不満を吐き出させる。

「……まあ、俺はただ復ふく讐しゆうさせてやりたいだけだがな」

　一人呟つぶやく。

　民たちの怒りは理解できる。だから、復讐させてやりたい。

　復讐は娯楽であり、健やかな日々を生きていくために必要なものだ。

　民たちにその機会を与えてやった。

　兵士が荷車を曳いて歩き始める。

　彼らはこれから街を一周するのだ。

　誰かが、石を投げる。

「いたっ、やっ、やめろ、わしは。ひぎゃっ!?」

　ジオラル王の頭にぶつかり、彼が悲鳴を上げると、別の誰かの笑い声が聞こえた。

　兵士たちはそれを止めない。すると、別のものが石を投げる。

　あっという間に、石の雨が降り注ぐようになった。

「殺せ、豚どもを殺せ！」

「返して、私の息子を返して!!」

「こいつらが！　こいつらが！」

「くそ野郎おおおおお！」

　ジオラル王だけでなく、大貴族たちも自らの名と身分を叫びながら、民を威嚇するが、全裸で縛られていれば、大貴族の威容などあるはずもない。

「やめっ、やめてっ、やめてくれっ、反省、反省している、許して」

　ついに威嚇が命乞いや謝罪に変わった。

　今まで、頭を下げたこともない連中が、平民相手に下した手てに出る姿はひどく滑稽で愉快だ。

　だが、今更謝ったところで言葉で止まるはずがない。

　数分もしないうちに大貴族たちは気を失うか死ぬかするが、ジオラル王はなまじ頑丈なだけに気を失うこともできない。

　……本来のジオラル王の力であれば、投石ごときなんの痛みも感じないが、俺が適度にステータスを弄いじってやっている。

　防御力は低いが、生命力と再生力はやたらと強めてやった。

　痛みはきっちり受けるが死にはしない。

　なにせ、すぐに楽になってしまったら面白くない。この屈辱と痛みを堪能してもらわなくてはならない。

　荷車が庭から外へ出ると、民たちもそれについていく。

　石の雨と罵声を浴びながらの街一周。

　きっと、ジオラル王にとって、人生で一番長い日になるだろう。

　さて、戻ってくるまでに死ねるかどうか。もし死ねたらラッキーだ。

　なにせ、生きて戻ろうものなら、俺によるオマケが待っている。

　後始末は済んだ。

　これでジオラル王国での仕事は終わりだ。

　準備が整い次第、魔王領に戻りつつ【砲】の勇者ブレットと【賢者の石】の情報を集めよう。

　状況だけを見ればブレットは死んでいる。

　しかし、直感の部分であいつは生きていると叫んでいる自分がいるのだ。

　その直感を信じて、可能な限りすべての手札を使って奴やつを探す。

　それは願望かもしれない。奴が生きていなければ、消化不良のまま復讐が終わってしまうのだから。

　俺は今でも奴を見つけ出し、俺がやられたようにすべての尊厳を奪い、痛めつけて、命乞いさせてやりたい。

　そして、それが叶かなうような気がしている。

　その調査を行う段取りをすませたら、魔王領に戻る。

　一人残してきたイヴのことが心配だし、それ以上にイヴが恋しい。たっぷりと愛してやらないとな。復讐も大事だが、恋人も大事だ。

「この世界の支配者は俺だ」

　魔族領域はイヴが、ジオラル王国はフレイアが掌握した。どちらも俺の女。

　つまり、魔族領域とジオラル王国、その両方が俺の意のままに動く。

　実質、俺がこの世界を掌握したと言っていい。

　これからが楽しみだ。

　面白おかしく生きていく。
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　運が悪く、ジオラル王は死ねなかった。

　無駄に高いステータスが災いして、欲に汚れた腐敗貴族どもが次々に命を落としていくなか、彼だけは死なずに戻ってきた。

　老いて醜くなった体が、民たちの怒りを受けてボロ雑巾状態、石だけじゃなくゴミや汚物も投げつけられたようでひどい有様だ。

　そんな彼を俺はフレイアと共に眺めていた。

「生き汚いと思っていたが、ここまでしぶといとは呆あきれるな」

「そうですね。ちょっと、見苦しいです」

　ちなみに今俺たちがいるのは、さきほど演説をしたバルコニーに隣接した部屋であり、フレイアはフレア王女の姿のまま。

　さらには可か憐れんなドレスを着込んだままだ。

　そして、王は部屋の隅に鎖で繫つながれていた。

「……もう、許してくれ。わしは十分に罪を償っただろう」

「おまえは何を言っているんだ？」

　たかが全裸で街を引きずり回され、罵声を浴び、石や汚物を投げつけられたぐらいで罪を償っただと？

　真正のくそだな。

　こいつのせいで何千人も死んだ。

　死ねた奴はまだマシだ。

　化け物になり、死ぬことすらできずに生き地獄を味わっているものすらいる。

　俺も犠牲者の一人、こいつさえいなければ、あの平和な村で優しい人達に囲まれて平穏な暮らしをおくれていた。

　それを全部こいつがぶっ壊した。

　だというのに、たかがあの程度の辱めを受けたぐらいで、償い終えたなどと。

　いったい何様のつもりなのか。

　自分にどれだけの価値があると思っているのだろう。

　冷たい眼めで見ていると、怯おびえ始める。

　ずっと人の上に立っていたからこそ、見下されるのには慣れていないようだ。

「ふっ、フレア、助けてくれ。この父を！　わしはずっとおまえを可愛かわいがっていただろう、なぁ」

「あなたなんて知りませんよ。気安く声をかけないでください」

　娘の拒絶で、ジオラル王の顔が絶望に染まる。

　フレイアの反応は当然だ。

　なにせ、見た目こそフレア王女に戻したが、彼女自身はフレア王女の振りをしているフレイア、そう思っているのだから。

　まあ、こいつは俺たちと戦う前に、フレア王女もノルン姫も、ただの駒と言い捨てていた。

　もともと、この親子に愛情なんてあったのかも疑わしい。

　そんなフレイアを後ろから抱きしめ、胸を揉もみしだく。

「あんっ、いきなり、可愛がってもらえるのは嬉うれしいですけど、汚らしい老人の前でなんて、恥ずかしいです」

「見せてやっているんだよ。これから死ぬんだから、冥土の土産にな」

　左手は胸を揉んだまま、右手で秘部をなぞる。

　すでに濡ぬれていた。

　指を入れて、弱いところをせめると、すぐにびしょびしょになる。

「口では恥ずかしいと言っておきながら興奮しているじゃないか」

「その、変なんです。フレア王女の振りをして演説してから、ずっと身体が熱くて、それに、今日のケヤルガ様かっこよくて、もう身体がおかしくなりそうで。ああんっ」

　その言葉のとおり、軽い愛あい撫ぶだけで達する。

　それをジオラル王は言葉を忘れてガン見していた。

　可愛い娘の乱れる姿を見て、成長を確認しているのかもしれない。

「気持ちよくしてやったんだ。俺のほうも頼む」

「はっ、はい、ケヤルガ様の、いつもより大きいです」

　民に新政権は清廉であることを示すために、清純で可憐なドレスを選んだ。

　そんなドレスを着ながら、淫いん靡びな表情でうまそうにイチモツにしゃぶりつく。

　それも父親の眼の前で、とんだ変態もいたものだ。

　俺も変態かもな。

　なにせ、その清純可憐なドレスを見たときから、その姿のまま犯したいと思っていたのだから。

「やめろ、やめてくれ」

　ほう、親子の愛情なんてないと思っていたが、さすがに娘の痴態を見せつけられるのは嫌なようだ。

　それでこそ、呼んだ甲斐かいがあったというもの。

　嫌がってくれないと復讐にならない。

　フレイアはずっと仕込んできただけあって、その舌技はなかなかのもの。

　娼しよう婦ふのような舌使いを見て、ジオラル王の顔がゆがむ。

「いいぞ、受け取れ」

　口の中に精を放つと、フレイアはそれをすべて飲みほす。

　それはそれは美味おいしそうに。

　俺はさきほどからフレアと呼んでいる。

　ジオラル王を痛めつけるにはそちらのほうがいい。

「さあ、バルコニーにでようか」

「あっ、あの、そんな、見えちゃいます」

「大丈夫、もう暗い」

　今は夜。ただ、満月であり灯あかりがなくてもお互いのことはしっかり見える。

　こんな時間にバルコニーなんて見るものはいない。

　それでも、見られるかもしれないというスリルはある。

　フレイアの手を引くと、その手は震えていた。

「手すりに手をついてくれ」

「その、本当にやるんですか」

「ここで演説するだけで興奮したんだろう？　なら、セックスしたらもっと気持ちいいと思うよ」

　耳元でささやくと、フレイアがびくんと反応して、それからとてもエロティックな笑みを浮かべる。

　そして、俺の言うとおり手すりに手をかけ、そのまま腰を突き出してくる。

「ケヤルガ様がそこまで言うなら仕方ないです。お付き合いしますよ」

　口ではいやいやというポーズをとっているが、その声には期待しかなかった。

　ずいぶんと淫乱になったものだ。

　スカートを捲まくりあげ、びしょびしょの下着をずらして、一気に奥まで挿入する。

「ひぎゅぅ！」

　フレイアがどこか間抜けな声をあげる。

　いつもより激しく、乱暴に腰を打ち付ける。

　よほど興奮しているのか、膣ちつ肉がうねっている。
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　喘あえぎ声も大きい。

　そうしていると変化が出始めた。

「あああ、ああっ、いい、いいです。気持ちいいです。民が、民が見てます。いつもみたいに私に会いに来た民がぁぁぁぁぁ、見られてますぅぅ」

　いつもみたいにか。

　フレイアになってから、ここで演説したのは今日が初めてだ。

　きっと今、鍵をかけたはずのフレア王女の記憶が極度の興奮の中で少しだけ漏れ出たのだろう。

　彼女には見えているのだ。

　いつも尊敬と憧れの表情を浮かべて、フレア王女を見上げる民たちの姿が。

　そんな民たちに見られることで興奮している。

「ああ、見られているよ。王女の恥ずかしいところを見てみんな喜んでいる。王女がこんなエッチなんて、可哀かわいそうな国民だ」

「あん、そんな、私、エッチじゃないです。ああん」

「噓うそをつくな」

「いっちゃう、いっちゃいますぅ」

　フレイアの一番弱いところを思いっきり突くと絶頂した。

　いつもならそこで休ませるが、今日は容赦はしない。

　責め続ける。

「ゆるひて、こんな、おかしくなる。民とお父様に見られながら、こんなこんなぁ。らめれすぅ」

　絶頂を続け、フレイアが壊れかける。

　だけど、これは小さな絶頂だ。

　その小さな絶頂を繰り返した先に、もっと大きな絶頂がある。

　それを本能的に感じているフレイアは自分も腰を大胆に動かし始める。

　そして、いよいよとなったとき……。

「そうか、なら、やめよう」

　アレを引き抜く。

　さて、そろそろ今日のメインディッシュだ。

　フレイアは崩れ落ち、引き抜かれたものを物欲しげに見ている。

「そんな、ケヤルガ様のをください、最後まで！　こんなところでやめられたらおかしくなっちゃいます！」

「なら、俺のお願いを聞いてくれたら、最後までしてやる」

　ナイフを取り出し、フレイアに握らせる。

「あの老人を殺せ。見るだけなら許してやろうと思ったけどね。さすがにああやって、股間を膨らませているのを見ると気持ち悪くなってきた。娘のセックスを見て興奮するなんて、人として終わってる。汚らわしいよ」

　ジオラル王は泣きながら痛いほど股間を膨らませていた。

　あまりにも間抜けすぎる。

「なんだ、そんなことですか。すぐに終わらせてきますね」

　フレイアは、ナイフを構えてジオラル王のもとへ向かう。

「まっ、待て。これは違う、違うんだ」

「どうでもいいです」

「親を殺す気か！　男に愛してもらうために。わしはおまえを愛してきた。ずっと蝶ちようよ花はなよと可愛がって」

「……愛してきたなんて噓、ただ人形遊びしたかっただけでしょ。それにずっとうっとうしかったんですよね」

「違う、わしは本当に愛して」

「本当に愛しているなら、娘が犯されるのを見て、あそこを膨らませて、せんずりしません」

　フレイアの足は止まらない。

「待ってくれ。待つんだ。実の父なんだぞ」

「だって、しょうがないじゃないですか。ケヤルガ様のほうがずっと大事なんですから。だから、死んでください」

　そして、ナイフを突き出して胸を貫き、そのままひねった。

　プロの技だ。セツナの訓練の成果が出ている。

　ひねったことで傷口が押し開かれ、大量の血が溢あふれ出る。

「くくくっ、あははははははは」

　俺は大笑いする。

　これでジオラル王への復ふく讐しゆうは完遂した。

　民から無能だと、おまえは要らない、王失格だと言われ、王としての威信は地に落ちた。

　そして、娘からは恋人のアレ以下。

　王としても父としても男としても、すべてを否定されて、なにもかも失って惨めに死ぬ。

　最高じゃないか。

「よくやったね、おいで」

「はいっ！　ケヤルガ様」

　フレイアが駆け寄ってくる。

　後ろから抱きつき、そのまま持ち上げて挿入。

「ああんっ、これが、これが欲しかったんですぅ」

　そのままバルコニーに戻る。

「ほら、こっちのほうがよく見てもらえるだろう」

「はいっ、ケヤルガ様と愛し合っているところをばっちり見られてます」

　フレイアは相変わらず、民たちを幻視している。

　なら、サービスだ。ドレスの胸元を引き裂き、豊かなものを露出させる。

　そして乳首を強くひねる。フレイアはこれが大好きで、甘い息を漏らす。

　そのまま、上下に揺らし一気にスパート。

「あっ、あああ、来ちゃいます。また来ちゃいます。次はケヤルガ様も一緒に」

「ああ、そうだな。俺もそろそろ限界だ」

　ここまで熱く、強く締め付けられるとさすがに持たない。

　必死に堪えながら腰を振る。

　自然に、お互いが絶頂するタイミングが伝わり、同時に果てた。

「あああっ、んんんっ、熱い、ケヤルガ様のが流れ込んで、そんなところまで、見られて。んんんっ」

　精を吐き出したところで、フレイアは潮を噴いてバルコニーから撒まき散らす。

　ここまで興奮したフレイアは初めて見た。

　まさか、こんな性癖があったとはな。

　まあ、俺も楽しめたし、いいことだ。

　フレイアを降ろしてキスをする。

「寒くなってきた。そろそろ戻ろうか」

「はいっ！　ケヤルガ様」

　フレイアが腕に抱きついてくる。

「あの、あれ、どうするんですか」

　あれとはジオラル王の死体のことだ。

「ああ、心配しないでくれ。掃除は頼んであるよ。綺き麗れいにしてから、明日さらし首にするんだ。みんな喜んでくれると思うよ」

　これもまた民のストレス発散用。

　ゴミはゴミで使いみちがある。

　あいつのせいで、人生をめちゃくちゃにされた。

　しかし、面白い余興ができたし、結果的にあいつのおかげでジオラル王国がまるまる手に入る。

　俺は心が広い。

　ジオラル王のことはもう許してやろう。

「へえ、さらし首ですか。そうなんですか。腐らないといいですね」

「そうだな」

　そうして、俺達は寝室に向かう。

　フレイアがちらちらと俺の顔を覗のぞき込んでいる。

　あれだけ可愛かわいがってやったのにまだ足りないらしい。

　仕方ないな。

　寝室でも可愛がってやろう。

　そのときは、フレイアの顔に戻して、フレイアとして愛そうか。

　フレア王女をなぶるのもいいが、やはりフレイアのほうが俺は好きなのだ。







あとがき




『回復術士のやり直し６』を読んでいただき、ありがとうございました。

　作者の『月夜　涙』です。

　いよいよ諸悪の根源と戦います。もちろんしっかり復ふく讐しゆうも。相手が諸悪の根源だけあって、いつも以上に容赦がないケヤルガくん。今回はエッチさもすごいです！

　次の七巻ではさまざまな謎が明かされるので、そちらもお楽しみに！




　　宣伝




　角川スニーカー文庫さんから『世界最高の暗殺者、異世界貴族に転生する』の二巻が同日発売しています。とても評判がよく、スニーカー文庫においてここ数年の新作売上ナンバーワンだったり、ラノベニュースオンラインアワードで四冠を勝ち取ったりと大人気！　ぜひ読んでください！
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